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ホテル王と偽りマリアージュ










マチガイ




　十月半ば、週が明けた月曜日。

　いつもと同じ時間に出勤したら、私が所属する経理部の全員に起立して出迎えられた。

「おめでとうございま～す！」

　パンパンパ～ンと、バラバラな音を立てて、一斉にクラッカーが向けられた。中から飛び出した紙くずが、私の頭やら肩やらに引っかかる。硝しょう煙えんの匂いが立ち込める中、私はちょっとしたお化けにでもなった気分で、ドア口に立ち尽くした。

　とりあえず「おはようございます」とだけ返事をして、私をお化けに仕立て上げた紙くずを取り払っていると、それほど話したことのない経理部部長が近寄ってきた。私は慌てて背筋を伸ばし、敬礼にも近いほど頭を下げ、朝の挨拶をしようとした。けれど、それより先に部長にビシッと両手を握られ、背筋にぞわ～っと寒気が走る。

「いやあ～なんともめでたい！　まさか直属の部下が我がホテルグループの次期トップとご結婚とは！」

　全身に鳥肌を立て、ピキッと硬直した私を、クラッカーを向けてきた同僚たちがわっと取り囲む。

「今度お祝いの飲み会しましょうね！　あ、結婚式、どうでしたか？」

「でも、次期トップとなんて、どこでどうやって出会ったんですか!?」

「普通にしてたら、社内で接点なんかなかったですよね？」

　星が見えそうなくらいキラッキラの目をして質問してくる割には、私に群がる女子社員はみんな、答える間合いを与えてくれない。

「お、俺、実は海外勤務の希望出してるんだけどさ。水みず沢さわさんもご主人について、一年後にはアメリカだろ？　ぜひ次期トップに話を……」

「あ、水沢さん。次期トップのスケジュール、都合つく日ないかな？　せっかくの機会だから、ぜひ直々にお会いして挨拶したいんだが」

　男性社員は自分の昇進や出世を見据えているのか、ここぞとばかりに私をダシに使おうとする。しかも部長や課長までヘコヘコし出した。

　お願い。ひと言でいいから、私にも言わせて!!

　――と、一瞬本気で叫び出しそうになった時、始業の合図を告げるなんとも呑のん気きなチャイムが、オフィスフロアに響き渡った。それを聞いて、私はとりあえず、私の手を握ったままの部長の手を振り解いた。手の甲をお尻の後ろでスカートに擦りつけ、よくわからないけどついたような気がする〝なにか〟を拭ってみる。

「み、みなさん、お仕事始めましょう！」

　なんとか声を張り上げて言った言葉は、とにかく私らしい、真面目でつまらないひと言だった。

　わらわらと自分のデスクに散っていく同僚の背を見て、朝から疲れ切った気分でガックリと肩を落とす。軽く両手をヒラヒラ振って自分の顔に風を当てながら、私も自分のデスクに向かった。

　ひとつ溜め息をついてからデスクに荷物を下ろすと、同期で親友の芙ふ美みが、隣の席で頬杖をついてニヤニヤしていた。

「〝水沢さん〟のままでいいの？　〝皆かい藤とうさん〟って呼ばせるべきじゃない？」

「旧姓使用届出してるし。それに芙美は私のこと名前で呼んでくれてるんだから、名字なんかどうでもよくない？」

　そう言ってむくれながら椅子を引いて腰を下ろす。デスクからやりかけの書類を取り出し、パソコンが起動するのを待つ間、芙美は隣でクスクス笑っていた。

「ネットニュース、見てみ？　大きく出てるよ。【大手高級ホテルチェーン、皆藤グループ長男、結婚！】」

　彼女がカチカチとマウスをクリックする音を聞きながら、私は無言で溜め息をついた。やがて起動した自分のパソコンで、芙美が見ていたネットニュースを開いてみる。【皆藤グループは、日本全国に高級ホテルをチェーン展開している、日本有数の企業グループである。近年はヨーロッパやアジア諸国へも進出しており、来年ニューヨークにアメリカ進出第一号となる直営ホテルのオープンを控えている。今回の結婚を機に、長男で現アメリカ事業部統括責任者、一いち哉や氏がアメリカの第一号ホテルのオーナーに就くことが内定した】

　あまりにビッグな扱いに、さらに気分がドーンと沈む。

「ねえ芙美。こんなに大きく報道されちゃうのに、一年後に離婚なんて、できるのかな……」

　周りの同僚には聞こえないように、軽く頭を屈めながらコソッと小さく呟いた。

　私と同じ体勢を取って、芙美も小声で答えてくれる。

「大丈夫なんじゃない？　皆藤さん、一年後にはアメリカに行くんだし。問題ないって。そもそも、そういう契約なんでしょ？」

「でも私は日本に残るんだよ」

「社会的に重要なのは〝皆藤グループ次期トップ誕生〟で、〝水沢椿つばき〟なんて名前のいちＯＬに誰も関心持たないわよ」

　そうだろうか……。

　先に姿勢を正して仕事を始める芙美を横目に、私はぼんやりと両手で頬杖をつき、深い溜め息をついた。




　私、水沢椿は、昨日まではどこにでもいる二十八歳の普通のＯＬだった。

　大学卒業後、皆藤グループ経営の高級ホテル『新東京ロイヤルクラウンホテル』に入社し、この六年一貫して経理部に所属している。

　ホテル勤務とはいっても宿泊部ではないから、華やかなロビーや客室などとはほとんど無縁。ゴージャスなホテルの宿泊棟と渡り廊下で繋がっている別棟、地味なオフィス棟で完全週休二日制のお仕事。だから、普通の一般企業に勤めている感覚と、それほど変わりはない。

　私は華やかな世界を支える裏方。そういう仕事が合っているし、実際私は見た目からして地味だ。

　一度もパーマをかけたことのない、背中半分まであるストレートロングへア。真っ黒ではなくちょっと色の抜けた焦げ茶色だから、かろうじて重苦しい日本人形にはならずに済む。

　お客様の前に出るわけじゃないから、メイクはいつも最低限で、結構適当。今日は週末の疲れのせいか目がはれぼったいし、コンタクトすら入れられず眼鏡めがねでさらに野暮ったい。服装も一応流行は意識しているけど、地味な顔にお洒落な服は浮いてしまうから、だいたいいつも白や黒やベージュといった色合いで、オーソドックスなオフィスカジュアル。

　そう、この経理部にいる限りは、正直それでよかったのだ。それが……。

「はあ……」

　ネットニュースには、〝大手高級ホテルチェーン、皆藤グループ長男〟の写真も大きく掲載されている。いつの写真かはわからない。姿勢よく堂々と胸を張った長身の姿態に、黒いタキシードがとても様になっている。

　今よりちょっと長い茶色いサラサラの髪。瞳の色が少し薄く見えるのは、母方の祖父がアメリカ人で、彼がクオーターだからだ。世の女性の目をビシッと引きつける本物の王子様みたいなルックスに加え、ホテル王の御おん曹ぞう司しともなれば、社会的な注目度も抜群だ。

　ほんと、私、なんでこんな人がお相手だと間違えたりできたんだろう――。

　つい一カ月前の自分が、今となっては本当に不思議でならない。

　こんなイケメンをうちの親が私に勧めるはずがないのに。あの時の私は、相当舞い上がっていたとしか思えない。そして冷静になれなかったせいで、今私の左手の薬指には分不相応な高価なマリッジリングが嵌められている。

　これは、〝結婚〟という名の〝契約〟の証――。

　普通以下の地味なＯＬでしかない私が、皆藤グループ嫡ちゃく男なんで次期トップの御曹司、皆藤一哉と、妙な契約を交わす羽目になった理由。

　それは、つい一カ月前――。このホテルのラウンジで起きた、私にとっては些細な、彼にとっては重大な間違いが発端だった。




　＊　＊　＊




　大安吉日、爽やかな秋晴れに恵まれたその日。私の職場である新東京ロイヤルクラウンホテルのロビーは、結婚式の招待客で溢れ返っていた。

　東とう京きょうのウォーターフロント・お台だい場ばに位置するうちのホテルは、女性が結婚式を挙げたい憧れのホテルとして人気が高い。その日も、艶やかな着物やパーティードレスに身を包んだ女性たちが、明るい笑顔を咲かせていた。男性たちは、シックなスーツだったり、紋つき袴だったり。お祝いする人もされる人も入り乱れ、とにかく幸せで華やかな空気が漂っていた。

　客のほとんどが三階の宴会場に向かう中、私はちょっとよそ行きの黒いワンピースにハイヒールで、フロント前を駆け抜けた。向かう先はロビーの奥にあるホテルラウンジ。人の群れを縫うように走りながら、前日の夜電話で聞いたお母さんの言葉を思い出していた。

『椿よりふたつ年上の三十歳で、電機メーカーにお勤めの方なの。真面目で優しい、家庭的ないいパパになりそうで、椿にぴったりだと思うのよ』

　二十八になった今でも相変わらず男っ気がなく、将来の約束を交わした相手どころか、ここ数年は彼を紹介することもなかった娘の私に、お母さんが突然持ちかけてきたお見合い話。

『あんたの職場のラウンジで、待ち合わせのお約束しておいたから、とにかく一度会ってらっしゃい』

　お見合いといっても堅苦しいものではなく、待ち合わせをセッティングされただけ。娘の将来を心配する親心はありがたいけれど、写真もないのにどうやって相手を特定しろと言うんだか。『真面目で優しい』なんて言われても、そんなの見た目じゃわからないし、なんの目印にもならない。

　電話を切った後、ブチブチと愚痴りながらも、昨夜はそれなりに緊張して眠れなかった。そんなわけで家を出るのが遅くなったのもあるけれど、その上さらに電車が車両故障で遅延した。その結果、私は待ち合わせの時間に三十分も遅刻して、ラウンジに駆け込むことになってしまった。

　お見合いに遅刻して待たせるとか、もうこれだけで印象最悪なんじゃない？

　そんな気持ちで焦り、息を切らしながらラウンジの入口に立った。案内に来てくれたスタッフに、「待ち合わせなんですが」と言って中に入れてもらった。

　やっぱり目印もなく見つけるのは難しいか、と思いながらも、とりあえず店内を見渡し、三十代そこそこに見えてひとりでいる男性を探した。すると、奥まった窓際の席に、まさにその通りの男性が座っているのが目に入った。他に男性ひとりのお客さんは見当たらない。

　きっとあの人に違いない。よかった、見つかって。

　一度ホッとした後、とにかく遅れたことを謝らないと、と気を引き締めて、私は奥に足を進めた。

　テーブルの横に立ち、「あの」と遠慮がちに声をかけ、その男性の注意を引く。すると私の声に反応した男性が、頬杖をついたままゆっくりと顔を上げ、静かに目を向けてきた。

　途端に、私の胸はドッキ～ンと大きく跳ねて、そのまま高鳴り始めた。

　な、なに、この現代版の王子様みたいな人っ!!

　それが私の一番最初の感想。

　予想外の超美形の登場に、完全に気が動転して舞い上がってしまっていた。

　信じらんない。まさかお母さんがこんな美形を私に紹介するなんて……！

　そんな気持ちで、名乗ることすら忘れていた。

　彼のほうは特に興味もなさそうに私を見て、「ああ」と軽く頷いた。そして、チラッと左手首の時計を見遣る。

「早いな……。まだレストランの予約まで時間がある。ちょっとここで時間潰してから行こうか」

　そう言われて、私は首をかしげながら時間を確認した。

　早い？　遅刻したはずなのに。

　けれど、「そっち。どうぞ」と、向かい側の椅子を勧められて、それ以上は深く考える余裕もなかった。言われるがまま彼の向かい側の椅子に浅く腰掛け、緊張のあまり仰け反るほど背筋を伸ばした。

　正面から見ると彼の美しい顔の破壊力は半端なくて、ドキドキが止まらない。フッとこちらに上目遣いの目を向ける彼と視線が宙でぶつかるたびに、胸が飛び跳ねた。

　彼のほうからなにか話しかけてくれたけれど、まったく頭に入ってこなかった。だから、自分がなんて受け答えしたのかも、全然覚えていない。

「じゃ、そろそろ出ようか」

　向かい合って会話していた時間は、せいぜい十分程度。

　彼は先に立ち上がると、私の手を取って促した。

　お見合いはもう終わり？　そしてこの後はどうすればいいの？と戸惑う私に、彼は軽く肩を竦すくめ、視線を促すようにラウンジの入口のほうに目を遣った。

「そろそろレストランに入れる。個室とってあるから、そっちのほうがゆっくり話せるだろ」

　そう言われ、呪文をかけられたように素直に立ち上がった、その時。

「ひ、ひどい……！　私とのお見合いの前に、他の女性と会ってるなんて！　私を騙したのですか、一哉さん!!」

　私の背後で、そんな声が聞こえた。

　その言葉に「え？」と反応したのは、私の手を取っていた彼。彼が目を向けた方向に、私もつられて振り返った。

　そこには、艶やかな朱色の着物を着た女性が立っていた。ちょっと勝気そうな着物の女性が、そそっと小股で駆け寄ってきて、驚いた顔をした彼の頬をいきなりバチンと引っ叩き――。

「チラッと見かけて、まさかと思ったんですけど……。このお話は、なかったことにしてくださいませ。どんなに立派な殿方でも、私、結婚前から浮気の匂いがする方とは結婚できません」

　そう言い捨てると、ラウンジから出ていってしまった。

　それを唖然としながら見送る間も、彼は私の手を取り立ち尽くしていたけれど。

　なんだかこれは、もしかして……。ひとりで座っている男性を見つけて、私のお見合い相手で間違いないと思ったけど、もしかして私、人違いをしたのでは？

　冷や汗をかきそうになりながら、そっと窺うように彼を見上げた。

「……あっちが本物の見合い相手？　じゃあ君、誰」

　彼のほうも、首をかしげながら私の手を離した。

　王子様のような顔をちょっと胡う散さんくさそうに歪めて私を見下ろし、とても低く冷たい声で私にそう訊たずねてきたのだ。

　とにかくお互い相手の顔を知らないままの約束で、シチュエーションが被ってしまったがために、お見合い相手を間違えてしまった。

　端的に言えば、そういうことだ。

　あとでお母さんから聞いたけど、私のお見合い相手は私が遅刻したせいで帰ってしまっていたそうだ。ご縁に至らなかったってことよね、と諦めれば済む話だった。

　ところが、彼のほうはそういうわけにはいかなかった。

「君、この責任どう取ってくれる？」

　彼は冷酷にそう言い放ったのだ。

　本物のお見合い相手から平手打ちされてしまったせいで、ラウンジ内の注目を浴びているのに、それを一向に気にする様子もなく、彼は再びテーブルに戻った。私にももう一度座るよう椅子を勧め、それから冷めたコーヒーに口をつけて眉を寄せ、スタッフを呼んで新しいものを持ってこさせた。

　そうして、私に〝責任〟について説明してくれた。

　その話を聞いて、私はただ仰天して、口をパクパクさせるだけだった。

　だって、まさかその彼が、自分が勤務するホテルの御曹司だなんて、思いもよらなかったから。

　……だと言うのに。

「来年、アメリカでオープンする直営ホテル経営者の座がかかってたんだ。親父から出されたオーナー就任の条件、破談にされちゃあクリアできない。どうしてくれるんだよ……」

　彼は抑揚のない声でそう言った。

「自分で築いた家族を幸せにできてこそ、何千人という社員の上に立ち、彼らの幸せを約束する真の経営者になれる。それが親父の信念でね。『まず結婚してその礎を築いてみせろ』って言われたら、逆らえない。拒めばやる気がないと思われるだけだ。だから俺も条件をのんだんだけど」

　その信念なら、私も年頭挨拶などで聞いたことがある。素敵だなと思っていたし、そういう信念を持つトップの下で働けることを、誇りに思っていた。

「今回の破談で、条件を達せなくなった。次の見合い相手を選別する時間もない。親父の言う真の経営者として礎すら築けない以上、俺はこのままじゃオーナーになれない。アメリカ進出の立案からずっと俺が総責任者として動いてきたのに……。君のせいで全部水の泡だ」

　なんだかとてもデカくて怖いニュアンスを感じる言葉に、私は背筋をゾッと震わせた。なのに彼は、特に表情も変えずに、さらに言葉を畳みかけてきた。

「ビジネスの世界で、間違えましたすみません、は通用しない。君には想像もつかないかもしれないけど、皆藤グループのアメリカ進出第一号ホテルなんだよ。嫡男である俺がオーナーになってこそ、世間の注目を集められる。経済効果も期待できるんだ。俺がオーナーになれないだけで、皆藤グループにどれだけの損失が発生すると思う？」

　途方もない数字を米ドル額で言われ、経理部所属とはいえ、即座に円貨換算できなかった。

　焦りで頭の中が真っ白になる私に、彼は胸の前で腕を組み、大きく足を組み替えながら続けた。

「というわけで、損害賠償してもらおうと思ったけど。そう呆けられるとちょっとかわいそうかな。そうだな……どっちがいい？」

　崖っぷちから背中を押され、押したその手で腕を掴まれたような宙ぶらりんの気分になっていた私に、彼は選択肢を与えた。

「俺、別に相手は誰でもよかったんだよね。結婚はただの条件で、それをクリアできればいいだけだから。考えてみれば君も結婚を目的に見合いに来たんだろ？　それならどう？　君が俺の妻になることを承諾するなら、俺はアメリカのホテルのオーナーに就任できるし、損失云うん々ぬんの話も消える」

　ただ私が相手を間違えて声をかけてしまっただけ。しかも、間違えたのはお互い様だったはず。彼の言葉は、誰が聞いても明らかに脅しでしかなかったと、冷静になって考えたらそう思う。でもその時の私は、彼が続けた条件をとても慈じ悲ひ深いと思うほど、思考回路が崩壊していた。

「まあ、結婚って言っても一生縛ったりしないよ。人違いしただけでそれじゃあまりに酷だし。俺のほうは、とりあえず結婚したって事実があればいいだけだから。そうだな……期間限定の契約、ってことにしとこうか」

　そう言って、彼は指を折りながら私に条件を提示した。

　偽装結婚の期間は、彼がオーナーとして就任するアメリカの新ホテルオープンまでの一年間。彼がアメリカに渡り、新ホテルのオープニングセレモニーが終わったら契約終了。即離婚。その後はお互いの前に姿を現さないこと。

　結婚生活は親族や社会の目を欺あざむくためだけのもの。故ゆえに、人前に出る必要がある時は愛し合う夫婦のフリをするけど、互いに恋愛感情は持たない、もちろん夫婦生活も一切なし。

　たった一年、この人のそばで〝妻〟という役を演じる。それだけだと思った。一年我慢すれば、彼の言う経済効果という点でも会社は損害をこうむらないし、もちろん私が賠償請求されることもない。

　もとはと言えば、いつまでも嫁にいかないと、親を心配させた私にも原因がある。なのに、結婚できないどころか、一生かかっても返せない巨額の借金を抱え込む羽目になったりしたら……。

　下手したら一家心中なんて怖い想像もしていた私は、一も二もなく彼の持ち出した契約に乗るしかなかった。

　それが、この超玉の輿こし、世間では〝シンデレラストーリーのヒロイン〟とまで言われる私の〝結婚〟の真相だ。




　＊　＊　＊




　華やかなベイエリアのど真ん中にあるホテルから徒歩圏内の、明らかに住宅街とは言えない一等地の高層マンションが、昨日からの私の住処すみかだ。もちろん一年限定だけど。

　最上階のワンフロアを占める、うちのホテルのラグジュアリースイートルームのような一室。仕事から帰ってきた私は、リビングのドアを開けて、肩を落とし大きな溜め息をついた。

　つい一昨日おとといまで暮らしていたひとり暮らしのマンションの部屋。あの何倍の面積があるんだろう。

　目の前に広がるリビングは何畳あるかもわからないくらいの広さ。バルコニー側は全面ガラス張りで、東京湾の夜景が一望できる。

　リビングの奥にはダイニングキッチン。その逆側には三つ部屋があり、ひとつは寝室でセミダブルのベッドが二台並んでいる。もうひとつは彼の書斎兼仕事部屋、そしてもうひとつは今のところ使用する予定はない。

　できればその部屋に私のベッドを置いてほしいものだと思うけど、『誰か来た時に、そこに君のベッドがあるのを見られたら怪しまれるだろう？』と言われ、それ以上反論するのを諦めた。アメリカのホテルのオーナーになることしか頭にない彼を説得しようとするだけ無駄だ。

　リビングの電気を点けると、一気に部屋が明るくなった。暗くても窓から見える夜景のおかげでそれほど視界は悪くなかったけれど、煌こう々こうと電気が灯った途端、まだラッピングを解いていないお祝いの品が散乱しているのが目に飛び込んできた。

　昨日は午前中に挙式、午後に披露宴、その後各界向けのお披露目パーティーまで続き、疲れ果てて帰ってきた。おかげで部屋を片付ける余裕もなく、ベッドに突っ伏し朝まで爆睡してしまったのだ。

　このままにしておくわけにもいかない。少しずつでも片付けないと、いくら広くても居住空間が侵される。

　まあ、ここに住むのは一年だけだし、あの空き部屋にしまい込んでおけばいいのかもしれないけど……と自分で付け加えながら、私はリビングに足を踏み入れた。

　合意の上の契約とはいえ、私は心のどこかで甘く見ていたことを思い知った。いくらホテル王の御曹司でも、芸能人でもないのに結婚式の写真やニュースが、あんなに大きく報道されるとは思っていなかったのだ。

　彼……一哉さんの和装や白タキシード姿はつい見惚れてしまうくらい素敵だったけど、その隣に立つ白無垢やウェディングドレスを着た私は、悲しいくらい不釣り合いだった。

　ついチラッと見てしまったＳＮＳの呟きには、『貧相』『ブス』『なんでこんな女!?』など誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうに近いレベルのものもあり、さすがに地味に落ち込んでいた。

　今朝オフィスで芙美に零したけど、不釣り合いさが逆にこの結婚を世間に印象付けてしまったような気もするのに、一年で契約終了して離婚なんてできるのだろうか？　確かに私個人が有名人にされてしまったわけじゃない。でもいずれアメリカに渡る一哉さんと違って、私は彼に離縁された状態で日本に残るのだ。未来永劫。

　世間で騒がれているように自分が現代のシンデレラだなんて思わないけど、いずれ灰被りに戻ることが約束されていると思うと、さすがにちょっと自分がかわいそうだと思った。

「仕方ない。だって十億近い賠償金なんて背負ったら生きていけない。戸籍を穢けがすくらいで済むならそのほうが……」

　溜め息交じりに呟きながら、私はお祝い品のラッピングを解き始めた。

　本来の私じゃ、到底普段使いできない高級な食器が全シリーズ揃っている。こんなに立派な食器を使うような料理のレパートリーもないのに、どうしろと。

　なんとなく打ちひしがれた気分になり、私はぺたんと床に座り込んで、順番に包みを開いていった。いくらするかわからない高級羽毛布団、値段の想像もつかないトルコ絨毯やヴェネチアングラスが床を埋め尽くす。

　思わず溜め息をついた時、ラッピングの包みやリボンを散乱させている私の後ろで、ミシッと床を踏む音が聞こえた。ハッとして振り仰ぐと、スーツ姿の一哉さんが立っていた。部屋の散らかりように、ちょっと呆れた顔で私を見下ろしている。

「お、お帰りなさい、一哉さん」

　慌てて立ち上がろうとすると、返事のつもりか、彼は小さく頷いて、私の横にしゃがみ込んだ。

「なに。なんか絶対使わなそうなもんばかりだね。開けるのも時間の無駄だから、全部どこかにしまっとこうか。コンテナボックスでも借りるかな」

　眉を寄せただけで高級な品々には興味も示さず、一哉さんはすっくと立ち上がった。

「あと、名前。〝さん〟いらないよ。ファーストネームの呼び捨てで大丈夫だから。椿」

　シレッとそう言われて、ドキッとする。

　彼は私より四つ年上の三十二歳。今まで年上の男性を呼び捨てにしたことなんかなかった。だけど、どうせ期間限定だ。契約とはいえ、主導権はすべて彼にある。

　私は従順に「一哉」と呼んだ。

「でも、どれもすごく立派なものだし。しまっとくだけっていうのももったいないんじゃ……」

　私がそう呟くと、一哉はフフッと小さく笑った。

「一年後には、全部椿にあげるよ」

「慰謝料代わりってこと？」

　思わず本音でそう返すと、一哉はやっぱりおもしろそうに私を見下ろす。

「そんなケチくさいこと考えてないよ。欲しいなら持っていけば、ってこと。それに、こんなの全部解いて片付けてる暇、ないんじゃないの？　君、仕事続けてるんだし」

　揶や揄ゆするような一哉の返事に、私はなんとなく自分の手元に視線を落とした。左手の薬指に嵌ったキラキラのマリッジリングが、嫌でも視界に飛び込んでくる。チラッと視線を向けた一哉の左手にもお揃いのリングが光っている。

「……辞めるわけにはいかない。だって、一年後には全部もとに戻るんだから」

　そう、一哉には散々辞めろと言われた。その理由は、一哉について公務のパーティーやら、親族との行事やらに出席しなきゃいけないせい。契約したからには、それが今の私の一番重要な仕事。今まで通り普通にＯＬとして働いていたら、それを全部こなすのはさすがに困難だからだ。

「約束通り、一哉に必要な時はちゃんとお供します。……でも、私はその先の生活基盤も失うわけにいかないから」

　それが当たり前の考えだと思う。

〝離婚〟という形で別れる一年後、彼は私に慰謝料を払うことも約束してくれたけれど、そこに甘えるわけにはいかない。自力で生活を立て直すためにも、仕事は必要だ。

　私は彼の父、皆藤グループトップの〝信念〟を素敵だと思っているし、そんなトップのもとでずっと働いていたい。契約が終わった後も、変わらずあのホテルで働き続けたい。だからこそ、周りにどんなに言われても旧姓を使い続けている。オフィスで働く私は、あくまでも〝水沢椿〟のままでいなくてはならないのだ。

「迷惑をかけることはしない。一哉の公務に付き添うのも業務って認めてもらうんだし」

　こればかりは今までと違って甘えさせてもらうけど、今までにない業務が増えた代わりに、私がこれまで抱えてきた通常業務は抑えてもらっている。だから、働きながらでもなんとかなる自信はあった。

　一哉は肩を竦めて、「そう」と短く言った。

「なら、配置換えして俺の専属秘書に就くとかしたほうがいいと思うけど」

「そ、それもダメ！」

　私は慌てて声をあげた。

　確かにそれが一番経理部に迷惑をかけずに済む方法。だけどそれじゃあ、一年後私はどうしたらいいの。

　ここは私も心を鬼にして、一哉の妻という権力に甘えるしかない。今だけは。

「頑固だねえ～。俺の嫁は」

　からかうような間延びした声に一瞬ドキッとしてから、私は頬を膨らませて一哉を見上げた。

　言わずともわかるのだろう。一哉は私が同じことを繰り返す前に肩を竦め、書斎に向かった。

「あ、それから。急で悪いけど、明日の夜、うちの本邸で親族主催の結婚祝いしてくれるみたいだから。椿、予定空けといて」

　思い出したようにそう言う一哉に、私は地味に緊張しながら大きく頷いた。

「定時後だから、俺が経理部まで迎えに行く」

「え、いいよ。自分で……」

「いい。ついでに、〝妻〟の職場を視察するいい機会だから」

　一哉はどこまでも涼しい様子だけど、皆藤家の御曹司が現れたりしたら、きっとうちの部は大騒ぎに違いない。先に課長あたりに言っておくかと考える私をチラッと見遣り、一哉は書斎のドアに手を掛けた。

「あ、一哉。夕飯……」

　反射的に立ち上がると、一哉は私に背を向けたまま、軽く身体を伸ばして「んー」と言いながら振り返った。

「椿、君は？　俺は適当でいいんだけど」

「あ、私も……」

「じゃ、宅配ピザとか取る？　俺、結構好きなんだ」

　ホテル王の御曹司が宅配ピザなんか食べたことがあるとは思わなかった。

　半分素で驚く私に、「注文しておいて」とひと言だけ残し、書斎のドアの向こうに消えていった。




　本当に宅配ピザで夕食を終え、お互い入浴を済ませた後、一哉は『仕事があるから』と書斎にこもった。

　私は日付が変わる前に寝室に入り、室内の電気を落とした。

　ベッドにひとり横になって、スマホを操作する。数時間前にお母さんから入っていたＬＩＮＥを見て、指をスライドさせて返事を打った。

【私のほうは全然普段と変わらないよ。でも、疲れた～】

　お母さんもスマホを手にしていたのか、すぐ既読になり、返事が戻ってくる。

【そう、よかった。一哉さんのお食事とか、ちゃんと気にしてあげなさいね】

　お母さんは当然、私と一哉の結婚が契約とは知らない。お母さんがセッティングしてくれたお見合いはお釈しゃ迦かになったのに、すぐに一哉との結婚を報告する羽目になったせいで、実はちゃんと結婚を考えてお付き合いしていた人がいたのだと思われてしまった。だから、一哉との結婚を、私の両親は喜んでくれた。

　それなのに一年後には別れる約束の結婚だなんて、言えるわけがない。もちろん、親子三人の生命保険金を足しても返せない額の借金を抱える羽目になりそうだったことなんか、ひと言だって言えやしない。

　一年後どころか、その先も当たり前に続く娘の幸せを信じ切っているお母さんを思い浮かべ、私は唇を噛んだ。だけど自分で決めて始めたことだ。すべてが走り出してしまった今、最後までやり抜くしかない。

【頑張りま～す】

　明るい言葉と笑顔のスタンプでやり取りを終える。その後の返事が来ないことを確認して、私はゆっくり目を閉じた。

　結婚後初日でそれなりに気張って疲れていたのか、眠りはすぐに訪れた。

　隣のベッドに一哉がいつ入ったのかは、気付けなかった。










ハジメテ




　翌日の業務終了後、一哉は宣言通り、経理部のオフィスまで私を迎えに来た。

　経理部だけじゃなく、同じフロアの他部署の社員の視線までその身に集めて、経理部部長のデスクに歩いていく一哉。彼が向かう方向に、フロアにいるほとんど全員の顔も一緒に動く。そんな居心地が悪くなりそうなほどの注目を浴びながら、彼は出迎えた部長と短い挨拶を交わした。

　経理部の視察と言った割に、滞在時間はほんの五分ほど。黄色い歓声が沸き起こる中、どこまでも堂々とスマートに、一哉は私を連れ出した。

　彼が進む先は、まるで花道のように、誰もが壁際に寄って道を空ける。一哉に手を引かれてそのど真ん中を歩く私まで、なんだかビッグに扱われているみたいで、かえって肩身が狭い。結局、オフィスビルを出てタクシーに乗り込むまで、私は身体中ガチガチに力を入れていた。

　それから、一哉が用意したプロのメイクアップアーティストに髪のセットと化粧をしてもらい、一哉がセレクトしたシックな濃紺のツーピースドレスに身を包んだ私は、皆藤家の本邸に足を踏み入れた。

　一哉と契約を交わしてから、何度かここを訪れたことがあるけれど、いったいいくつ部屋があるのか想像もつかないくらい本当に大きなお屋敷だ。門を通り抜けて、正面玄関までは車を乗り入れていくほど広大な敷地。もう〝家〟というよりも、完全に〝宮殿〟だと思う。

　そして今夜、皆藤グループの親族総出のお祝い会は、このお屋敷で一番立派な大広間で開かれる。私と一哉が到着した時、大広間はすでに気品溢れる紳士淑女で埋め尽くされていた。

　きっと、結婚式で一度は顔を合わせている方たちだと思うけど、あまりに人数が多すぎて、名前はもちろん顔もほとんど覚えていない。

　足を踏み出した途端、「一哉、椿さん」と、彼のご両親に声をかけられた。

「新婚早々なのに、忙しくて申し訳ないね」

「結婚式、素敵だったわね～。どう？　新婚生活初日を終えての感想は」

　一哉にエスコートされてご両親に挨拶してから、立ち止まってそんな雑談をする。

　その後、何人もの親族ともぎこちない愛想笑いを浮かべて会話を交わしたけど、実は話していた相手が誰だかもよくわかっていない。

　まるでヨーロッパの社交会の会場みたいで、目に映るものすべてが非現実だった。普通の感覚なら、足が竦んで動けないくらい、私には相当場違いだと思う。それでも愛想笑いまで浮かべられたのは、隣の一哉のエスコートが完璧で、本当にお姫様になったみたいで、これは夢だと思うことができたせいだ。

　長くは続かない、いつか醒める夢。ここにいるすべての人が、世間一般的な意見と同じように『皆藤の嫡男の嫁にふさわしくない』という目で私を見ていても、気にする必要はない。むしろ私らしく、真面目にこの役割に徹することに集中した。そのスタンスを貫けば、媚びる必要もない。かえって気楽に思えたくらいだ。

　親族主催のお祝い会は、平日の夜ということもあり、二時間半ほどでお開きになった。それでもマンションに戻った時、時計の針は午後十時を指していた。

　一日普通に仕事をして、業務後は仕事以上に気疲れするお務めを果たし、朝から十二時間以上経過しての帰宅。玄関のドアを開けた途端、さすがに身体からドッと力が抜けていくのを感じた。

「お務めご苦労様、私……」

　今日一日の自分の頑張りを褒め称えるつもりで、つい独り言を漏らした。

　私の後から玄関に入ってきた一哉は、なんだかとても渋い顔をして後ろ手でドアを閉めた。そのまま黙って私を追い越し、リビングに向かってしまう。

　セレブのお相手はお手のもののはずなのに、やっぱりそれなりに疲れるのかな。

　首をかしげながら履き慣れないピンヒールの靴を脱ぐ。目線が低くなってちょっともたつきながらも、一哉の背を追ってリビングに入った。

「すぐにお風呂にお湯張るから。一哉、ゆっくり入ってきて」

　私も通常の仕事の後で疲れたけど、一哉のほうが仕事はハードだ。契約とはいえ、ここは一応旦那様を立てる貞てい淑しゅくな妻を装って、彼を労ったつもり。

　なのに、一哉は綺麗な顔をどことなく不機嫌に歪め、返事もせずに上着とネクタイをソファに放り投げた。そしてなんだか妙に深く大きな溜め息をつき、ドスッと音を立ててソファに腰を下ろす。

「一哉？」

　憚はばからない剥き出しの不機嫌が気になり、バスルームに向かおうとしていた足を止め、私はそっと振り返った。

　一哉は一度シートに深く背を沈めてから、むくりと身体を起こした。大きく開いた膝の上に肘をつくと、顔の前で両手の指を組み合わせ、ジッと私を見つめてくる。

「な、なに？」

　一哉の瞳は、至近距離からまっすぐ見ると、青みがかっていてとても綺麗だ。アメリカ人の血が混じったクオーターだけど、パッと見たところはそれほど外国人っぽさはない。だけどその目力は日本人らしくないもので、この距離からでも神秘的な空気を漂わせる。

　そんな目でまっすぐ見つめられて、ドキッとしない女はいないと思う。

　なのに彼はまったく気にする様子もなく、私を上目遣いで見据えたまま、「なあ」と短く呼びかけてきた。

「椿、君さ。契約遵じゅん守しゅする気、あるの？」

「え？」

　明らかに不機嫌な低いトーンの声に怯んで、私はピクッと肩を震わせた。反射的に聞き返しながら、小さく首をかしげる。

　そんな私に、一哉はもう一度深い息を吐き出した。

「結婚初夜のこと。『幸せな甘い夜で、朝まで寝かせてもらえませんでした』な～んて、激しく盛れとは言わないけど、なんでバカ正直に『結婚式で疲れて爆睡しました』なんて言えちゃうの。俺の親の前でまで」

　早口でそう言って、一哉はガシガシと頭を掻いた。スッキリとアップバングにセットされていた前髪が崩れ、形のいい額にサラッと落ちる。

「そ、それは……。みんな挨拶するなりあからさまなんだもん！　なにを期待してるのかわかりやすすぎだし、恥ずかしいじゃない！」

　真っ赤な顔をしてムキになって言い返すと、一哉はさらに苦い顔をしてフウッと鼻から息を吐いた。

「期待されてんのがわかってるなら、なんであんなに力いっぱい否定すんの」

　ジトッと睨まれて、私はただ口ごもった。

　今日会った一哉の親族たちの、期待に満ちた瞳を思い出す。

「あの目……みんな私に、『早く赤ちゃんを』って言ってる気がしたから……」

　その言葉を口にするのも恥ずかしい。ボソボソと聞き取りにくい声になってしまったのに、ちゃんと一哉の耳には届いたようだ。

「そりゃそうでしょ」

　特に表情も変えずに、シレッと言われた。

「ちょっと、簡単に言わないで。だって私の役割じゃないよね。どう考えても契約外だと思うけど!?」

　契約を盾に、私は胸を張ってそう主張した。

　一哉はフッと眉を寄せて、そのまま色素の薄い瞳をスッと横に流す。

　どこか物憂げな表情に、私の胸が意思に反してドキンと鳴った。

「君が契約を持ち出して正当性を主張するなら、俺も言わせていただく。椿、もう一度聞くけど、ちゃんと契約守る気ある？　守らないなら、最初に言った通り、賠償金請求してもいいんだけど？」

「えっ!?」

　綺麗な顔をして、一哉が私に吹っかけたのは、なんとも無慈悲な言葉。

　私は慌てて一哉の前まで歩いていき、上目遣いに私を見つめる彼の前で、一度大きく深呼吸をする。

「私、ちゃんと契約守ってるよね。だから戸籍汚してまで一哉と結婚したんじゃない！」

「でも、形だけの結婚だってバレちゃあ意味ないんだよね。俺もちゃんと契約の条件に挙げといたじゃないか。〝人前では愛し合う夫婦のフリをする〟って」

　一哉は不敵な瞳を私に向けてくるけれど、それにのまれちゃいけない。

　そんなこと、言われなくてもわかってる。同じ家で一緒に暮らしていても恋愛感情、夫婦生活は一切なし。人前でだけ、夫婦の演技をすればいい。だから私だって頑張ってるつもり。

　それがどうしたと言わんばかりに、唇を尖らせて無言の抗議を見せる私に、一哉は大きく肩を落とした。

「少なくともね。あれだけ力強く初夜を否定されちゃうと、〝愛し合ってる〟ようには見えないと思うんだよね、俺」

「え」

「それどころか、夫婦の実態がないことも無自覚に暴露される気がしてきた。ここまできたら、もう椿の演技力以前の問題かな……」

　最後は思案するように呟き、再び視線を横に流す一哉に、鼓動が嫌なリズムで高鳴り始めた。

　そんな。どうしよう。本当に戸籍を汚したっていうのに、その上賠償金まで請求されたら、私は今すぐにでも、この部屋のバルコニーから身を投げなきゃいけなくなっちゃうじゃないの。

　呆然と宙に視線をさまよわせる私を、一哉は膝の上で頬杖をついて見上げていた。下から思う存分私の百面相を観察した後、彼はフッと笑みを浮かべ、ゆっくりと立ち上がった。私より十五センチ以上背の高い一哉の身体で明かりが遮られ、彼の影が私に落ちる。

「それでね。提案。椿に演技指導するのは、俺もちょっと面倒くさいから。君が良くも悪くもバカ正直な人間だってことはわかったし、だったら暴露されて困ることがなければいいってことだ」

　意味がわからず、私は何度も瞬きをした。

　一哉は腹立たしいくらいの王子様スマイルを私に向けている。その手が私に伸びてきて、頬をくすぐるように撫でた。

　いきなりの感触に私の身体はビクンと震えて、そのまま固まってしまう。

「ちょっ、なに？　変な触り方しないで」

「家族を欺くには、多少なりともリアリティーが必要だねってこと。ってわけで、とりあえず初夜はどうあれ、実態はあるって言い切るためにも、一回ヤっとこうか」

「……は？」

　一哉が真顔でなにを言ったのか、私にはまったく理解できなかった。ただバカみたいに目も口も大きく開いて、一哉の微笑みを食い入るように見つめるだけ。

　彼はそんな私をクスッと笑う。

「素でバカ面してないで。ほら。抱いてやるから、こっちおいで」

　どこか妖艶に目を細め、彼はいきなり私を横抱きにした。

「ひゃっ……」

　俗に言うお姫様抱っこに慌てて、私は反射的に一哉の首に両腕を回して掴まってしまった。

　私の耳元で、一哉が小さな息を吐いて笑う声が聞こえる。

「なんだ。結構積極的。もしかして、本当は期待してた？」

「えっ!?　い、一哉っ!?」

「いいよ。一回だけじゃなくても。なんなら夫婦生活一切なしは撤廃してやっても」

　そう言って笑いながら、一哉が向かうのは寝室だ。そこにあるものと彼の言葉を掛け合わせて、今まで感じたことのない身の危険に強く身体を強張らせる。

　けれどすぐ我に返って、慌てて足と手をバタつかせて抵抗を見せた。

「やだっ、下ろして!!」

　叫んだ時には、私はベッドに下ろされていた。マットのスプリングが大きく弾み、私の身体が跳ねる。

　とっさにギュッと閉じた目を再び開いた時、一哉は私の身体を跨またいで膝立ちになり、シャツのボタンを上からひとつずつ外しているところだった。

「あ……」

　下から見上げているとその仕草と瞳があまりに色っぽくて、私の胸はドキンドキンとすごい勢いで打ち始める。慌てて身体を起こして逃げ出そうとすると、思いの外強い力で肩を押さえつけられた。

　ハッと顔を上げた途端、覆い被さってきた一哉に唇を奪われた。

「んっ……!!」

　必死に顔を背けて逃れようとしても、先回りする一哉の唇に、キスを深められていく。下唇を食はまれて吸い上げられ、舌を絡められていくうちに、頭の中がトロンとし始めた。

　抵抗の力が完全に抜け落ちていく。息が上がり、呼吸の仕方さえわからなくなっていく。

　唇が離れたタイミングで、酸素を求めて一度大きく息を吸った。その時。

「……っ!!」

　一哉の手が、私の胸に触れるのを感じた。彼の手が胸の上で蠢うごめく感覚に、身体をビクッと震わせながら息をのむ。

　私は慌ててその手を掴んで止めた。

「バカッ！　ど、どこ触って……」

「どこって。胸のつもりだけど、ここじゃなかった？」

「ふざけないで！　なんでこんなことする必要があるのよ！」

　焦りで頭の中が真っ白になりそうだった。それでも必死に身を捩よじり、一哉の手から逃れようとする。

　なのに彼は私の背中に手を回し、ブラのホックを器用に外した。そのまま私の上着の裾から遠慮なく手を差し込み、胸の膨らみを下から持ち上げるようにして触れてくる。

「やっ、あんっ……！」

　今まで感じたことのないゾクッとくる刺激に耐え切れず、変な声が漏れてしまった。妙に甘ったるい自分の声に驚き唇を噛んで堪える私に、一哉は楽しげにクスクス笑う。

「なんだ。結構かわいい声出せるんだ」

「い、一哉っ！」

「おかげでちょっとテンション上がった。正直、椿ってどうも色気足りないし、抱いてやるとはいっても俺がその気になれるかどうかのほうが不安だった」

　かなりひどいことを言いながら、色素の薄い瞳に確かな情欲の色を滲ませる。一哉はしなやかな獣のように私の身体に体重を預けてきた。

　肌をいじられる感覚にビクビク身体を震わせながら、私は背筋に走るゾワゾワした刺激に耐えた。血が出るかと思うほど強く唇を噛み締める。でも、無理……！

「い……や!!　やだやだ、一哉、やめて！　お願い!!」

　顔を大きく横に背けながら、死に物狂いで悲鳴のような声をあげた。

　私の本気の拒絶が伝わったのか、一哉の手がピタリと止まる。

「……椿？」

　ベッドをギシッと軋ませて、彼がゆっくり身体を起こした。服を中途半端に乱されたまま、胸を上下させて息を弾ませる私を、怪訝そうに眉を寄せて見下ろしている。

　呼吸を整え、胸元の乱れを慌てて直してから、私は強く目を閉じた。

「ご、ごめん。私、は、初めて、なのっ……!!」

　震えて喉につっかかる声で、それだけを必死に短く叫ぶ。

「……え」

　短い声を漏らしたきり、一哉は絶句した。

　恐る恐る目を開けると、彼は見たこともないくらい大きく目を見開き、呆然とした顔で私を見下ろしていた。

「椿……処女なのか？」

　はっきりした言葉で遠慮なく探られる感覚に、とてつもない屈辱を感じた。

　なんでこんなこと、この人に告白しないといけないんだろう。

　それでも私は、何度も何度も大きく首を縦に振った。

「……マジか」

　大きな手で目元を覆い隠しながら、一哉はどこか気の抜けた声でそう呟き、ベッドにペタンと座り込んだ。

　一哉から完全にその気が失せたのを感じて、私もやっと身体を起こした。それから彼に背を向け、肩を強張らせて身を縮込める。

「そっか、参った。さすがに……ヤっとく？ってノリはマズいよな。……ごめん」

　ボヤくような声に、私は一哉をそっと肩越しに振り返った。

　一哉はサラサラの前髪を掻き上げ、はあっと大きく息を吐く。

「え～と……安心して。こういうからかい方、もうしないから」

　ガシガシと髪を掻き乱す一哉の言葉にホッとする。

「……だったら、契約で結婚なんか強いたりしなかったのに……」

　続いた声はくぐもって聞き取りにくかったけれど、私の耳にはしっかり届いた。心のどこかで少し傷つく私がいた。

「あ、見て見て！　次期トップの、皆藤さん！」

　お昼時、ちょっと混み合っている社食で、後ろの席からそんな声があがるのを聞いた。途端にピクッと手を震わせ、私は食事を進める手を止めてしまう。

「ホテル王の御曹司も、一般社員と同じ社食なんか使うんだね～。結構庶民的なとこもあるんだ」

　思いっ切り聞き耳を立てながら、私はそっと背後を窺った。

　後ろに座っていたのは、宿泊部のフロントクラークの制服を着た女の子ふたりだった。彼女たちが注目する方向には、確かに一哉の姿がある。

　男性秘書ふたりを従え、上質なダークグレーのスーツに身を包んだ茶色い髪の一哉は、映画のワンシーンを切り取ってきたみたいに雰囲気がある。だけど、その手のトレーにのっているのは多分カレーライスだ。

　フロントの女の子たちの言う通り、彼の味覚は結構どころか相当庶民的。それを私は、この一週間でよ～く理解していた。

「だってさ。奥さん、うちの社員でしょ？　特にすごくもなんともない、普通の庶民だって聞いたよ」

「気品溢れるあのルックスでホテル王……。神々しすぎて手が届かないと思うのに、結構気さくだって言うよね。ホテルにもよく視察に来てくれるし、バックヤードにも顔出してるし。なんか、デキるトップになってくれそうな感じ」

　極上ラブロマンス映画のヒーローにきゃっきゃっと騒いでいるようなふたりの会話から、再び自分の食事に意識を戻す。

　無意識に溜め息が漏れた時、私の向かい側から芙美が身を乗り出してきた。

「で？　本当のところどうなの？　神々しすぎる王子様は、結構気さく？」

　ニヤニヤ笑いながら訊ねられて、私は小さく肩を竦めた。

「そうだね。少なくとも、悪人ではない」

　目を伏せ、小声でそう返してから、お椀を手に取り味噌汁をすすった。

「私も噂は小耳に挟んだけど、忙しいのにできるだけ早く退社してるって聞いた。新婚だし、奥さんのことすごく大事にしてるんだね～って。まあ、超高評価」

　芙美は、私と一哉の契約結婚の真相を知っているのに、その言い方にはからかう色が交じっている。

　私はお椀をトレーに戻すと、チラッと目線を上げて芙美を睨んだ。

「現トップの信念を身を持って実践してるよね。で？　大事にされてる自覚はある？」

　ニッコリと笑顔を返され、私は無言で定食のハンバーグに箸を入れた。

　きっと一哉は、〝愛妻家〟を装うことで、自分なりに幸せな新婚夫婦を演じているんだろう。もちろんそこは私も協力しなければならないところだけど、事情を知っている芙美の前でまで、肩に力を入れなきゃいけないわけじゃない。

　それでも。

「多分。……大事にしてくれてる」

　ぼんやりと考えながらそう答えた。

　私の返事が意外だったのか、芙美は「へえ？」と語尾を上げてその先を促してくる。

　私はなんとなく箸の先をくわえながら、秘書を従えて奥まったテーブルに進んでいく一哉の姿を目で追った。

　あの夜から一週間が過ぎたけど、〝初めて〟の私に乱暴に触れたことを彼がかなり気にしているのがわかる。

　確かに私は、あの後二、三日は一哉を警戒していた。向かい合って食事をしながら、『取って』と言われた醤油を渡す時に指先が触れただけで、ビクッと身体を震わせていた。一度はそのままテーブルに落とし、食卓が大惨事になったくらいに。

　でも、考えてみれば一哉は『もうしない』って言ってくれたんだ。まだ短い付き合いだけど、芙美にも言った通り、一哉は決して悪い人じゃない。彼の言葉は信じても大丈夫、と気持ちを切り替えて、今はなんとか普通に接しているはずだ。

　なのに、今度は一哉のほうが私から距離を置いている。家ではちょっと肩がぶつかったくらいで飛びのいて謝るほどなのだ。おかげで、あまりにぎこちない。週末に行われたレセプションパーティーでは、私が彼の腕に手を掛けている間ずっと、全身に力をこめて強張らせていたくらいだ。

「大事にっていっても、なんかずれてるんだよね……」

　ボソッと呟いた独り言に、芙美は短い声で聞き返してきたけど、私は首を横に振ってごまかした。

　男三人で窓際のテーブルにつき、食事を始める一哉の姿を見つめる。

　甘いマスクに、均整のとれた抜群のスタイル。恵まれたそのルックスで、次期トップとして皆藤グループの広告塔の役割も果たす。明るい笑顔は魅力的だし、みんなの言う通り気さくな性格も、社員の間では受けがいい。アメリカのホテルでも、きっとみんなに慕われる立派なオーナーになるのは間違いない。

　そう。結局、一哉は悪い人じゃない。というか、普通にいい人だと思う。だから私も一社員として、彼を応援したいし、そのつもりなのに。公務で付き添うたびにぎこちなくさせてしまっては、一哉との契約を遂すい行こうできない。

　避けられている場合じゃない。




　一日の業務を終えた後、私は思い切って役員フロアに足を運んだ。そこに一哉の執務室もある。

　これまで六年間このオフィスで働いてきたけど、平凡な一社員の私は足を踏み入れる機会もなかった。業務上でも関わりはなかったし、もちろん来たいと言っても門前払いでしかなかった場所。なのに今は、アポなしでも役員受付で名前を告げれば、一哉が在室中なら無条件で通してもらえる。

　重厚なドアを前に、一度ゴクッと唾をのむ。

　思い切って力強くノックすると、中から「どうぞ」と返事があった。「失礼します」と言ってから、ドアを開ける。

　中に入った途端に、立派なデスクで仕事を進める一哉の姿が目に飛び込んできた。大きな一枚ガラスの窓を背にしていて、私のいる位置からでも、ベイエリアの夜景がキラキラと浮かび上がって見える。

　というのも、十畳ほどの広さの役員執務室の照明が、すべて落とされていたせい。一哉は卓上ライトとパソコンモニターの明かりだけで仕事をしていたのだ。

「どうしたの？　珍しいね、椿。っていうか、ここに来るの、初めてか」

　一歩入ったまま立ち尽くす私に、一哉は書類に視線を落としたまま訊ねてきた。

「暗くない？　なんで電気……」

　そう言いながら背後の壁を振り返って、部屋の電気のスイッチを探す。

　こっちに目を向けないのに気配で感じたのか、一哉は「いい」と短い言葉で私を制した。

「節電……のつもりなの？」

　スイッチに伸ばしかけた指を引っ込めながら訊ねると、一哉は相変わらず書類を見たまま、クスッと口元で笑った。

「たいした経費削減にはならないだろうけどね。ああ、椿。時間に余裕があったら、その辺のオフィス経費調べて報告してくれる？」

「うん。……そんなに時間かからないと思う」

　私の返事に「助かる」とひと言言って、一哉は黙り込んだ。私もなにも言えないままだったから、薄暗い執務室にちょっとぎこちない沈黙が流れる。

　先に焦れたのは一哉のほうだった。ふうっと唇をすぼめて息をして、手にしていた書類を広いデスクに軽く放った。

「で、なに？　わざわざここに来るってことは、仕事でなにか困ったことでもあった？」

　書類から目を離しはしても、一哉の視線はまっすぐ私に向けられない。

　普段はただの一社員でしかない私が、直々に一哉の執務室を訪れるような仕事の話があるわけないとわかっているくせに、一哉はそう訊ねてくる。

　私は大きく深呼吸をして、一気に距離を縮めるべく、一哉のデスクの目の前まで歩み寄った。

「ある意味、仕事。私の今の役割について」

　ちょっと緊張しながら早口でそう言うと、一哉はようやく私に目線を向けた。

「役割？」

「契約上の。あの……この間のことなら、私もう大丈夫だから、気にしないで」

　自分を勇気付けるつもりで、一気に言い切った。

　一哉はパチパチと目を瞬かせる。

「私は一哉がアメリカに渡るまでの一年間、〝妻〟として働く。ちゃんとそういうつもりでいるから」

　勢いに任せて畳みかけると、私を見上げる一哉の喉仏が、ゴクッと動くのを見た。

「この間のレセプションパーティー、一哉のエスコート、グダグダだったじゃない。あんなんじゃ、家族どころか世間だって欺けないよ」

　私の強気な言葉に、一哉は一瞬大きく息をのんだ。

「いつも通りの一哉でいてくれないと、私だってやりづらい。そんなんで、どうやってたくさんの従業員のトップに立つの」

　そう言い切る私に、彼は困ったような笑みを浮かべた。

「まさか俺が椿からダメ出し食らうとは……」

「だって、右手と右足一緒に出てたし」

「そんなバカな」

　私のツッコミに一哉はプッと吹き出し、クックッと肩を揺らして笑う。

　その声に、私は心の中でホッと息をつく。

　一哉はひと通り笑い終えた後、大きく肩で息をしながらデスクに両肘をついた。組み合わせた両手の指に顎をのせ、私に上目遣いの視線を送ってくる。

「怖がらせたかなって思って、反省してたんだけど」

「そ、それは。私の個人的事情で……。それに一哉、もうしないって約束してくれたし……」

「うん。でも、なんとなく見抜けてたのに、俺、意地悪なことしたなあってね」

　そう呟く一哉に、私は黙って視線を注いだ。

　彼は一度肩を竦めてから、立派な椅子をギッと軋ませて立ち上がった。そのまま背後の窓に歩み寄り、目線だけで東京の夜景を見下ろす。

「見抜けてた、って……。どういうこと？」

　窓辺に佇む一哉に、私は一歩踏み出した。

「だって椿、色気ないし」

「……は？」

「いや、この間言ったろ？　正直なところ、そそられないというか。つまり、俺の前に椿を抱こうとした男がいるとは思えなかったんだよね。俺の場合は、若干義務もあったから、やってみようとしたけど」

　なんだか、涼しい顔をして結構ひどいことを言われている気がする。

　あまりの暴言に即座に言い返せない私に、一哉は口角を上げて笑った。

「図星でしょ。……もしかして、キスも俺が初めてだった？」

「ち、ちがっ……!!」

「ああ、じゃあ、今まで男と付き合ったことがないってレベルの男知らずじゃなかったか。よかった」

　そう言って、一哉は胸の前で腕組みをした。小首をかしげて探るような視線を向けられ、私の胸がドキッと大きな音を立てる。

「一哉、地味にひどいこと言ってるの、自覚してる？」

　騒ぎ出す鼓動を抑えようと、私は無意識に胸を手で押さえていた。

　やっぱり無自覚だったのか、一哉は眉を潜めて私を見つめる。

「い、一哉の言う通りだよ。私、今まで男の人と付き合ったことはあっても、『色気がない』って言われて、振られたの」

　真剣にムキになって言い返す私に、一哉は一度大きく目を見開いた。そして、再び肩を震わせて笑い始める。

「そっかそっか。……よかったね、椿。色気なくて」

　続いた言葉には、本気でブチ切れそうになった。

「一哉、最低……！」

　思わず吐き捨てるようにそう言った私に、一哉は笑い声を噛み殺しながら歩み寄ってくる。

「よかったんだよ、それで。せっかくだから、最後まで大事にしなよ」

　そう言いながら、一哉は私の頬を優しく撫でた。その温もりにドキッとする私に、柔らかい微笑みを向ける。

「椿が本当に一生を連れ添う男のために、とっておきなって。きっと、椿が心底惚れる男なら、椿の初めてもらうの、嬉しいと思うだろうから」

　吸い込まれそうなくらい優しく細めた瞳でそう言いながら、一哉は私から手を離した。なにも言えず立ち尽くす私に背を向け、再びデスクに戻っていく。

「……賠償金代わりに結婚しろって言って、私の戸籍を汚したくせに……」

　胸が早鐘を打つのを無視しながら、私はそう言って一哉を罵ののしった。

　彼は背を向けたまま、小さく肩を竦める。

「ごめんね。でも俺も、アメリカのホテルのオーナーにならなきゃいけなかったからさ」

　即座に戻ってくる返事が、私と一哉の結婚があくまでも契約でしかないことを痛感させる。

「一年後には椿を綺麗なままでもとに戻してあげるから。今はちょっと俺に付き合って」

　そう言った一哉はもうすでに立派な椅子に背を預けて、デスクの上の書類を手に取っていた。

「待ってられる？　もう少しで終わるから、一緒に帰ろう」

　あまりに自然なその誘いも、幸せな新婚生活を演じているからだろう。私もただ黙って頷いた。

　心は複雑だった。

　普通だったら、一生を誓う約束が結婚のはずなのに、私と一哉には一年先の未来がない。一哉は仕事のため、私は賠償金逃れのための結婚だから、リミットがあって当然のはずなのに。

「……私が心底惚れる男は、どこにいるんだろう……」

　少なくとも、それが今の旦那様の一哉にはならない。

　モヤモヤしながら呟いたひと言を、私は自分で噛み締めていた。










ヤキモチ




　十一月の、とある週末のお昼時。私と一哉は並んでキッチンに立っていた。

「あ、いい匂い。このままでも美味しそうだね」

　フライパンで玉ねぎのみじん切りとひき肉を炒めていた一哉が、ひょいっとスプーンの先ですくい上げてつまみ食いした。

「あ、ダメ！　ミートソースにするって言ったでしょ！」

　私はホールトマトの缶詰を開けながら、隣から目力をこめて軽く睨み上げる。

　一哉はヒョコッと首を縮めた。

「でも、ほんと。このままでもいける」

「一哉の味覚って、庶民通り越して子供だよね～。せっかくのお客様なのに。パスタにしても、もうちょっと手の込んだの作れたのに」

　そう言いながら、一哉の横からフライパンの中身を覗き込む。全体に均等に火が通っているのを目で確認して、私はそこに缶詰のトマトを投入した。

「いいんだよ。それにアイツの味覚も結構俺と大差ないし」

　軽くトマトを潰して混ぜながら、一哉はリビングの客人に向かって、「なあ？　要かなめ」と声を張った。

「要って昔からパスタの中じゃ、ミートソースが一番好きだったよな？」

〝要〟と呼ばれた男性が、ソファに腰掛けたままフッと顔を上げ、ニッコリ笑って穏やかに頷く。

「ボロネーゼって言ってほしいとこだけど。大好きだから、椿さん、お構いなく。って、なんか悪かったな～、一哉。せっかくの休日、連絡もなしにお邪魔しちゃって」

　長い足を組み替えながら、要さんがそう返事をする。「別に」と涼しい様子で返した一哉に、さらに言葉を続けてきた。

「実際のところ、どんなもんかと思ったけど。まさか一緒にキッチンに立って料理する一哉を見れるとは。想像以上にラブラブなんだな、一哉と椿さん」

「いやいや本当にお邪魔だったなあ」なんてニヤニヤ笑いながら言われて、私の笑顔は一瞬ピクッと引きつった。それに引き換え、一哉はまあ余裕なものだ。

「なにをどう聞いたんだか知らないけど、新婚だしね。このくらいはいつものこと」

　シレッとそう返事をして、フライパンの火加減を見るフリをしながらわずかに身を屈めた。そこから私を見上げて苦笑している。

「ごめんね、椿」

　小声でコソッと言われて、私はぎこちなく首をかしげてみせた。

　要さんは皆藤家の親族のひとりで、一哉にとっては父方の従兄弟に当たる人だ。ヨーロッパ出張中で結婚式は欠席だったからと、帰国後、今日になってわざわざお祝いに訪ねてきてくれた。

　――というのは建前で、一哉曰く『絶対なにか勘繰って偵察に来ただけ』だそうだ。

　そんなわけで、今は家の中でも〝人前〟と同じ状態。一哉が言った通り、まるで監視するような要さんの視線を浴びて、普段は絶対やらない休日の新婚さんごっこをする羽目になったのだ。

　もちろん要さんのご指摘通り、一哉とキッチンに並んで立つなんて、普段はほぼ皆無に等しい。一哉の庶民的な味覚に助けられ、食事はだいたい私がひとりで作っている。つまりこれも、要さんの前だから必要な〝夫婦の演技〟ということだ。

「すみません。こんなもので」

　でき上がったミートソースのスパゲティをテーブルに振る舞いながら、私は上目遣いで要さんを窺い見た。

　一哉よりふたつ年上の三十四歳。父方の従兄弟だから、一哉と違って生粋の日本人だ。一哉ほど完璧な王子様じゃないけど、ちょっとタイプの違う精せい悍かんな印象のイケメン。働き盛りで、追い風に乗って上昇気流の男、って感じだ。

　だけど、観察していたのは私だけじゃないらしい。要さんのほうは真正面から遠慮なく私を見ていたみたいで、目が合った途端慌てる様子もなくニコッと微笑まれた。

「うちの親や妹が『えらい地味なお嬢さん』って言ってたから、どんなもんかと思ったけど。地味っていうか、華がないだけだね。ひと皮剥けてない感じ」

　わざわざ言葉を換えながらひどいことを言う。さすがに笑顔が凍るのをごまかせなかった。

「要も結婚するなら椿みたいな女性をお勧めするよ。派手でキャバ嬢にしか見えない妻と四六時中一緒にいても、心が休まらないと思うしね。俺」

　私の後からワインボトルとグラスを両手で運んできた一哉が、それなりのフォローをしてくれたけど、キャバ嬢を比較対象にされても、あまりにかけ離れすぎてピンとこない。

「まあ、椿はダメだけどね」

　その言葉も、取ってつけたようにしか聞こえない。

　微妙な気分で眉を寄せる私を無視して、一哉は要さんにワイングラスを手渡し、向かい側のソファに腰を下ろした。「椿」と促されて、私も一哉の隣に座る。横から一哉がワイングラスを手渡してくれた。

　私たちの様子を眺めていた要さんが、フフッと笑う。

「俺、地味が悪いとは思ってないよ。自分でひと皮剥いていい女に仕立て上げる楽しみがあるし」

「爽やかな休日の真っ昼間から、悪い男みたいな言い方すんなよ、要」

　一哉は慣れた手つきでワインのコルクを抜き、要さんのグラスにボトルを傾けた。透き通った葡萄色の液体が、コポコポと小気味よい音を立てて注がれる。

　それを受けてから要さんが一哉からボトルを受け取り、「どうぞ、椿さん」と私のグラスに向けてくれた。

「あ、ありがとうございます」

　手にしていたグラスを慌ててテーブルに置く。

　要さんは私のグラスにワインを注いだ後、ボトルの口先をスライドさせるように、一哉のグラスにも注いだ。

　要さんがボトルをテーブルに戻すと、三人で軽くグラスを掲げて乾杯をした。

　私は赤ワインの味がわかるほどの味覚はないけれど。

「いいね。久々に飲んだよ。キャンティ」

「要、ヨーロッパだったんだろ？　飲む機会くらいあったんじゃないの？」

「今回はフランスメインだったからな。ボルドーとブルゴーニュのピノばっかり飲んでたよ」

　ふたりはワイン談義で盛り上がっている。

　有名な産地なのはわかるけど、私には味の違いまではわからない。舌で転がすように味わいながら、無意識に隣の一哉を窺い見た。

　私の視線に気付いた一哉が、「ん？」と軽く首をかしげる。

「ああ。今度ワインバーにでも行ってみようか。本物の味は知っておいて損はないよ。そうだな……椿ならブルゴーニュのほうが繊細だし飲みやすいかもね」

　社食のカレーライスを普通に『うまい』と言って食すくせに、そんなことを言われると、一哉の舌は基本的に一流だってことを思い知る。

　私たちのやり取りに、要さんはクスクスと笑っていた。

「椿さんは、あまりワインを好まないのかな？」

　そう訊ねられて、私は軽く肩を竦める。

「渋いか甘いかくらいしかわからなくて……」

「素直な味わい方でいいと思うよ。でもいいな、ワインバー。一哉、行く時は俺も誘ってくれよ。俺もぜひ椿さんにお勧めしたいワインあるし」

　要さんはにこやかにそう言って、テーブル越しに身を乗り出してきた。

　一哉がチラリと私に横目を向ける。

「椿がそれでよければ」

「あ、もちろん。ぜひご一緒させてください」

　心のどこかで、行く時がくるかな？と思ったけど、とりあえず社交辞令でそう答えておいた。

　私と一哉の返事に満足したようにシートに背を戻すと、要さんは「いただきます」と言って、スパゲティをフォークでクルクルと巻き取った。なんとも庶民的な料理を、いとも優雅に口に運ぶ。ゆっくり味わって飲み下した後、笑顔で「うん、うまい！」と大きく頷いてくれた。

　それを聞いてちょっとホッとしてから、私もフォークを手に取った。一哉もさっそく食べ始めている。

　私の隣でそれなりに満足げに食べる一哉を見遣り、要さんは再びワイングラスを揺らした。

「しかし、いいね。休日にふたりで仲よく食事の支度とか。ふたりを見てたら俺もそろそろ結婚考えてもいいかな、って思ったよ」

　ちょっとからかうような言い方に、私はぎこちなく笑いながらフォークを動かし続ける。

　一哉のほうは軽い口調で言葉を返した。

「要はその前に身辺整理が必要だろ。遊びの女切るの時間かかりそうだし」

　結構痛烈な一哉の言葉にも、それほど気分を害した様子もなく、要さんはニッと笑っただけだ。

　見た目や雰囲気からも想像はできたけど、要さんって結構な遊び人なんだろう。そりゃあ、お金持っててイケメンなら、いくらでも寄ってくる女はいるのかもしれないけど。そういう人から見れば私が地味で華がないのも当然だし、さっきのひどい言葉も気にするだけ無駄ってもの。

「一哉のほうは、どのくらい時間かかった？」

　逆に一哉に話題を返すくらい、あっけらかんとしたもんだ。

「人聞き悪いな。俺は最初から片付けるような女はいないし」

　一哉は当たり前のように即答した。それを聞いて、要さんは私に話を振ってくる。

「ほんと？　椿さん」

「えっ!?　え～っと……」

　本当かどうかなんて知らないけれど、少なくとも要さんほど遊び人じゃないのはわかる。じゃなきゃ、急ぐ必要があったとはいえ、結婚相手をお見合いに頼る必要はなかったはずだ。

　そう、私が人違いして一哉のお見合いを破談にしたりしなければ、今こうして要さんと会っているのはあの時の着物の女性だったんだ、とぼんやりと考えた。

　あの女性がどういう繋がりで一哉のお見合い相手に決まったのかは知らない。だけど、少なくとも私とは比較の対象にならないくらい条件のいい人だったに違いない。本当ならそのほうが一哉にも都合よかっただろうな、と思いながら、私はそっと彼を見上げた。

　そんな私に、一哉が苦笑している。

「椿、そこは黙られると信用されてないみたいで俺も困るんだけど」

　そう言われて、ハッと我に返った。

　そうだ、要さんの前でちゃんと夫婦の演技をしなきゃいけないのに、あの質問の流れで妙な無言の間を持ってしまったら、騙し通せなくなってしまう。

「い、いえいえ！　信用してます、もちろん！」

　慌てて取り繕うように声をあげる。ニヤニヤと小首をかしげる要さんに、私は背筋を伸ばして言った。

「私、一哉のこと、ちゃんと信じてます」

「ふ～ん？　よかったな、一哉」

　要さんはからかい交じりに、一哉に意地悪な目を向けた。

「よかったな、じゃなくて、俺の日頃の行い的にそれが当然」

　一哉はちょっとムッとしたように言い返した。

　その話はそこで終わり、会話はふたりの仕事の話に変化していった。要さんのヨーロッパ出張や、アメリカの新ホテルの建設状況などが話題に上がる。

〝偵察〟の割に和やかな雰囲気で食事を終え、ふたりの会話は私にはさらに難しい経営の話に移っていく。

　私は席を外してキッチンで片付けを始めた。食器を洗いながら、ワイングラス片手に会話に花を咲かせる御曹司ふたりを、遥か遠い世界の人を見ている気分で眺めていた。

　食器の片付けを終えると、ワインに合うおつまみを準備してリビングに戻った。テーブルの上には二本目のボトルが開けられていて、一哉の姿はなく、要さんがひとりでグラスを揺らしていた。

　一哉が好きなチーズやクラッカーのオードブルを盛った大皿をテーブルに置くと、「ありがとう」と要さんが私に言った。返事の代わりに笑顔を向けながらソファに座ると、要さんが二本目のワインを私のグラスに注いでくれた。

「あの、一哉は？」

　お礼を言ってからグラスを手に持つ。

　傾けてみると、さっきのキャンティよりも強い渋みを感じるワインだった。

「仕事の電話がかかってきてね。真ん中の部屋に入っていったよ」

　そう言われて、ほとんど無意識で、真ん中の部屋の閉ざされたドアを見遣る。

　そこは一哉の書斎だ。

「ねえ。椿さんと一哉の馴れ初めって、俺あんまり詳しく聞いてないんだよね。聞いていい？」

　視線を正面に戻すと、要さんが私に訊ねてきた。

　この手の話は聞かれることも想定して、最初から用意してあった。実際、一哉が彼のご両親にだいぶ盛って話すのも隣で聞いていた。だから私が聞かれても、それほど困る質問ではない。

「一哉が私の職場に視察に来た時、案内を担当したのが私なんです」

「へえ～。そんな偶然のラッキーで、あの御曹司を射止めちゃったの。そりゃあ椿さん周りから相当やっかまれたろ？」

　多少ワインで酔っていても、要さんの言葉の意地悪なニュアンスは私でも感じる。だから私も胸を張って意地悪返しをしてみた。

「地味で華がない私が、たったそれだけの接点で一哉と結婚に至った、なんて信じられないですか？」

　私の返しは彼にはそれなりに予想外だったんだろう。ちょっと目を丸くした後で、「ふ～ん」と目を細め、軽く眉尻を上げて応戦してきた。

「もしかして、誰に言っても同じ反応されて、受け答えもマニュアル化した？」

「それもありますけど。一哉は派手で華やかな女性が好きなわけじゃないって言ってたので」

「『私が選ばれてなにが悪い！』って開き直ったってとこか」

　私は黙ってグラスを傾けた。よく味わいもせずにゴクッと飲み干してから、テーブルに戻す。

「……人の運命なんて、結構そこらに転がってるもんなんですよ」

　なんとなく、本音で呟いた。

　要さんは細めた目で私をおもしろそうに観察していたけれど、向かい側からグッと身を乗り出してきた。

「椿さんって、見かけはそれほどパッとしないけど、いい意味で図太いのかな。正直、他の親族からの評価を聞いて、俺、ちょっとびっくりだった」

「え？」

　一哉の親族の私への評価を聞くのは初めてだ。それはそれでさすがに気になる。聞かないほうがいいこともあるだろうけど、要さんの言い方からは、それほど傷つかないことは予想できた。

「皆藤の嫡男の嫁が美人でもなんでもない一般庶民とか。陰でどれだけひどく言われてるかと思いきや、意外と君って好評価だ。媚びない。芯が強そう。素直で真面目」

　上目遣いでニヤッと笑われて、一瞬ドキッとした。

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　どうせ一哉との契約は一年で終わる。無理に彼の親族から好かれる必要はないし、気負わなくていい。そんなふうに開き直っていたのが功を奏したようだ。

　少なくとも、嫌われるよりは嬉しいに決まってる。

「だからかえって不自然だと思った。超玉の輿。シンデレラストーリーのヒロインなんて言われる庶民が、皆藤の親族の前でなんでそんな自然体でいられるんだろう。普通、気に入られようとして取り入るだろうにってね」

　一瞬の喜びに、呆気なく水を差される。

　彼の声のトーンにギクッと震えてしまった指を、まっすぐ見つめられているのがわかる。

「……なんかこの結婚、におうな。ねえ。君たちって本当に愛し合って結婚したの？」

　心の奥底から探られる感覚に、私は思わず震えた。涼しい顔で『当たり前じゃないですか』と返さなきゃいけないのに、どんな些細な仕草も見透かすような要さんの瞳の前で、私はゴクッと唾をのんだ。

「君の言う〝運命〟もわかるけど。本当に愛し合ってる実態があれば、なにもあんな茶番演じてイチャついて見せなくても、伝わってくると思うけどね」

「っ……」

　思わず、助けを求めて書斎を見遣ってしまう。だけどそのドアは閉ざされたまま一向に開く気配はなく、私は諦めて自分の手元に目線を落とした。黙り込みながら、間をもたせるようにグラスに手を伸ばす。

　要さんも大皿からクラッカーをつまみ上げた。

「椿さん、一哉がアメリカのホテルのオーナーに就任するのは結婚が条件だったこと、知ってる？」

　クラッカーを口に放り込み、ゆっくり口を動かした後、要さんが私にそう訊ねた。

　私は恐る恐る目を上げて、質問には黙って頷いてみせる。

　それを確認した要さんは、一哉の書斎に目線を向けた。

「万が一、君と一哉の結婚になにか裏があるとしたら……一哉はその資質を問われることになると思うよ」

「え？」

「だってそうでしょ。一哉は自分の部下の幸せを約束するどころか、ひとりの女性を不幸にしてるってことだ。そんなの、皆藤の一族が認めるとは思えないからね」

　そう言って、要さんは再び私を探るようにねめつける。

「不幸……？」

　纏わりつくような視線が窮屈で、ジリジリと追い詰められる感覚に、私は身体を強張らせた。

　私はよほど怯えた顔をしてしまったんだろうか。要さんはちょっと困ったように微笑んだ。

「……まあ、俺の思い過ごしってことにしとくよ。新婚だもんね。茶番なんかじゃなくて、人前でイチャつくのも普通のことか。ごめんね、俺は独身だから、そういう感覚わかんなくて」

　気分を害したフリをして、ひと言くらい言い返すべきだったと思う。なのに私は要さんの言葉に本当に怯んでいて、なにを言っていいのかわからず黙り込んだ。

　だって私たちの結婚が契約だとバレて、一哉がアメリカのホテルのオーナーになれない事態になったとしたら、私は……。

　その時、書斎のドアが大きく開いた。助かった気分で勢いよく顔を上げると、中から一哉が出てきた。どこかゲンナリした顔で、肩を大きく落として溜め息をつく。

「あ、いち……」

　思わず腰を浮かした私を遮るように、要さんが首をかしげて明るい口調で問いかけた。

「なんだ、随分と渋い顔してるな。なんかトラブルか？」

　一哉は頷きながらソファに戻ってきて、持っていたスマホをパンツのお尻のポケットに突っ込み、私の隣に勢いよく腰を下ろした。

「アメリカ。行ってこなきゃ」

「えっ!?」

　サラッと言われたその言葉に、私は思わずひっくり返りそうな声で聞き返した。

「椿。来週一週間、ニューヨーク出張行ってくる」

　一哉は大きくシートに背を預けながら、チラッと私を見上げてそう言った。

「あ……そう、なの……」

　反射的にぎこちなく笑いながら返事をする。

　一哉に顔を向けている間も、要さんの視線が刺さるように感じられて、全身が凍りつきそうだった。

　そんな私が不審だったのか、一哉はゆっくり身体を起こすと、「椿？」と私を窺ってきた。

「なに？　どうかした？」

「う、ううん。ごめんね、なんでも……」

　取り繕うようにそう言った私を、要さんのクスクスと笑う声が遮った。

「鈍いな、一哉。そこは言わせなくてもわかってやれよ。新婚なのに一週間放置されたら、そりゃあ寂しいよね？　椿さん」

「えっ？　そんな、違……」

　冷静な思考回路が働かないまま否定しかけて、私は慌てて言葉をのみ込んだ。

「あれ？　寂しくないの？」

　要さんに目を丸めてそう言われて、私は口ごもってしまう。

　なんだか、この人の前でどういう態度でいるのが正解なのか、まったくわからない。仕事なんだから仕方がないって言うのが普通？　寂しいって甘えたことを言うのが当然？

　なにをどう言っても要さんの不信感を煽あおってしまいそうで、私は心も身体も萎縮していた。

「椿？　どうし……」

「ごめんね、椿さん。寂しくても甘えっ放しじゃいけないんだし、そういうとこは一哉に気付かせるべきじゃなかったか。余計なこと言った」

　眉を寄せて私を覗き込む一哉を、要さんが遮った。

「え？　あの……」

　戸惑いながら目線を上げた私に、要さんがニッコリと笑いかけてくる。

「一哉は今後も日本とアメリカを行ったり来たりしなきゃいけない忙しい男だし、椿さんは今でもホテルで仕事してるっていうし。結局まだ新婚旅行も行けてないんだろ？　来年には一哉がオーナーになるホテルだし、せっかくだから視察も兼ねてハネムーンに連れていってもらえば？って思ったんだけど。そういうわけにもいかないね」

「あ……」

　これは要さんの助け舟だったんだろうか。

　私は黙ったまま何度も頷いたけど、なぜだか一哉を騙して嘘をついているような変な感覚に陥った。

　私の反応を見て、一哉はちょっと目を細めた。そして、ポンと私の頭を叩く。

「あー、ハネムーン……。ごめんね、椿。今回みたいに急な時じゃなくて、今度ちゃんと予定立てて連れていくよ」

「う、うん。ありがとう……」

　要さんがジッと見ているのがわかるから、当たり前の返事も自信が持てない。

　なんだかとても後ろめたい気分になって、私はまっすぐ一哉を見上げることもできず、ただ目を伏せるしかなかった。




　突然襲撃してきた訪問者は、私と一哉を台風の眼にのみ込むように翻ほん弄ろうして、「じゃあね～」と手を振って帰っていった。

　マンションのエントラスで彼を見送って、私も一哉もドッと肩を落としてお腹の底から息を吐いた。

「……ごめんな、椿。すっごい疲れたろ」

　私を気遣ってくれる一哉の声も、いつもの力強さがなく弱々しい。

　おかげで私も素直に大きく頷くことができた。

「あ～参った……。酒のせいか、要のツッコミ、いつも以上に強烈だったな」

　ボリボリと頭を掻きながら、一哉はエレベーターホールに向かう。

　その後を追いかける私に背を向けたまま、一哉が呟いた。

「それになんか、やけに椿を構ってたし……」

　そう言って肩を竦めながら、一哉がエレベーターのボタンを押した。まさに私たちが乗って下りてきたエレベーターのドアが開く。

　先に乗り込んでいく一哉から、私はそっと目を逸らした。

　帰り際、一哉に気付かれないように、要さんが私に耳打ちした言葉。

『愛してない男のために愛されてる演技なんて、そんなことして君になんの得があるの』

　要さんは気付いている。私と一哉の結婚が偽物だってことを。

　それを一哉に伝えるべきだと思うのに、私はなぜだか躊ちゅう躇ちょした。

『バレたら意味がない』

　一哉に言われたその言葉が胸に蘇ってきて、私は保身に走ったのかもしれない。

　要さんが見抜いているにしろ、私たちは一年間夫婦のフリをする必要がある。要さんにはバカにされるかもしれないけど、私も一哉もこうする必要があったから契約したのだ。得はなくても、私にもこの結婚に踏み切った理由がある。

　ふたり揃って無言のままで最上階に着き、エレベーターのドアが開いた。一哉の後について外に降り立つと、一哉が玄関の鍵を開けながらそっと私を振り返った。

「椿。なんかずっと黙ってるね。もしかして俺が外してる間に、要になんか言われた？」

「えっ？」

　思い悩んで俯いていた私に、一哉のちょっと憚るような声が降ってくる。

　短い反応を返しながら顔を上げると、一哉がわずかに険しい表情を浮かべていた。まっすぐ私を見下ろす瞳に、ドキッとする。

　私は慌てて大きく首を横に振った。

「ほんとに？」

　開けたドアを押さえて、私を先に通してくれながら、一哉が訊ねる。

「ほ、ほんと。あの、ちょっと緊張しただけ。なんか……皆藤家の人たちって、綺麗でカッコいい人多いよね。普段の私じゃあんな美形絶対にお目にかかれないな～って」

　強張りそうになりながらも、なんとか笑ってごまかす。

　靴を脱ごうと屈む私の頭上で、一哉の苦笑が聞こえた。

「なに、その俗物的な感想」

「いや、本当に！　仕事デキそうだし、一哉とはまた違ったタイプのイケメンだよね」

「はは」と乾いた声で笑いながらゆっくり身体を起こす。目線を上げる前に、私に一哉の影が下りたのを感じた。

「なに。もしかして、要みたいな男のほうがタイプ？」

　いつもよりちょっと低いトーンの一哉の声にドキッとしながら、私は思わず顔を上げた。

「でも、君は俺の嫁なんだけど？」

　どこか不機嫌そうに目を細めて、一哉が私に一歩踏み込んできた。

　距離を保とうとして一歩後ずさった背中が、壁にぶつかってしまう。

「そ、そんなのわかってるよ。一哉、なに言ってんの？」

「なに言ってんだろ。自分でもそう思うけど。他の男をそこまで目の前で褒めちぎられると……ちょっと妬ける」

　グシャッと髪を掻き乱して、一哉はさらにもう一歩私に近付いた。せっかく保った距離が簡単に縮められてしまう。

　私の頭の上の壁に右腕の肘から先をぴったりつけて、一哉が深い溜め息をついた。ざっくりしたニットの襟元からチラッと覗く彼の鎖骨が、目の前に迫る。

「一哉、あの……」

　あまりに近い距離に、ドキドキが加速し始める。妙に胸が苦しくて、思わず自分の服の胸元を掴んで握り締めた。同時にギュッと目を閉じる。

「……ごめん。俺も飲みすぎたかな。今の、忘れて」

　小さな声が降ってきて、同時に一哉の気配が私から離れた。

　恐る恐る目を開けると、一哉は私に背を向け、先に廊下を進んでいった。やがてリビングに消えていく。

　なにも言えずにその背を見送り、そのまま気が抜けてその場にしゃがみ込んだ。

　一哉、なにを言ってるの。『妬ける』なんて、どういうつもりでそんなことを口にしたの。

　その意味を探るべきか、彼の言う通り忘れるべきか、そんな判断も今の私にはできない。

　私は大きく息を吐き出しながら低い天井を見上げた。

　要さんに言われて、一哉に言えなかったことがもうひとつある。

『俺は、フリで一哉に愛されても、虚しいだけだと思うけど。椿さん、それで幸せ？』

　――虚しくなんかない。

　だって私と一哉の関係は、そういう契約の上で成り立ってるんだから。

　私と一哉の間に、もともと恋愛感情なんかないんだから。

　期間限定で終わる契約だと割り切ってるのに、虚しくなる必要がどこにあるの。

　不幸でもないし、幸せになる必要もない、ただの契約なんだから。










ヌクモリ




　一哉が不在だからといって、私は自由の身というわけじゃない。

　日曜日の深夜便で一哉がニューヨーク出張に出掛けた後、私はひとりで〝一哉の妻〟の役割をこなす羽目になったのだ。

　普段の日中は、オフィスで決算書やら請求書やら領収書やら数字相手のお仕事に専念できる。それなのに、週明けからずっと、一哉の代わりに会食や懇親会などお客様をもてなす場に出席するよう、彼の両親から言われてしまい、オフィスと様々な場所を往復しなければならなくなった。

　皆藤グループの現トップ……つまり私にとってお義父さんと一緒にホテルの客室棟に出ることも多く、服装やメイクも毎日気にしなければいけない。

　お義父さんに一哉の妻として紹介され挨拶する相手は、経済産業界のトップばかり。そんな人たちに『お噂はかねがね』なんて言われ、さすがに身の竦む思いだった。

　こうして遠慮なく連れ回されてみると、一哉ができる限りセーブしてくれていたのがよくわかる。私が仕事を続けているせいかもしれないし、夫婦として振る舞う場を最低限にしたかったのかもしれない。どっちにしても、一哉の〝妻〟は、仕事を続けながらこなせる役割ではないことを痛感したと同時に、一哉の存在の大きさを思い知った。

　一哉がスマートすぎて気付けなかったけれど、エスコートされている時、心細さを感じたことはない。

　彼がフォローしてくれていたから、気負いもせず、開き直ることができたんだ。




　週の真ん中の水曜日の夜。

　私はお義母さんに連れられて、皆藤グループ所有の都内の美術館に足を運んだ。海外の美術館が所有している有名絵画の一般公開を来週に控え、その特別先行展示会が行われる。今日はそのセレモニーに出席するためのお呼び出しだった。

『椿さんが経理のお仕事を辞めてくれれば、もっと連れていきたいところがたくさんあるのに』とちょっと拗ねたように言われ、身を縮める羽目になった。

　一哉のご両親は、ホテル王とその妻というすごい肩書の割に、とても気さくで優しい方たちだ。こういう親に育てられたのだと思えば、一哉の物腰が柔らかいのも頷けるというもの。

　とはいえ、アメリカ人とのハーフのお義母さんは、まだまだ若い上にモデル張りの美人でゴージャスな人。彼女の隣に立つ私は相変わらず貧相で、行く先々で気後れしてしまう。

　今回は、華やかなセレモニーだから、とドレスを用意されてしまった。お義母さんのお下がりだと言われて断れなかったけど、ビスチェタイプの大きく胸元の開いたサーモンピンクのロングドレスは、なんとも心許ない。サイズは手直ししてもらったものの、気を抜いたらストンと落ちてしまいそうで怖い。

　こんな格好してる時に、知り合いに出くわしたら嫌だな、と思い、お義母さんと一緒にお客様に挨拶しなければいけない時以外は、できるだけ壁際に寄って目立たないようにしていた。

　……なのに。

「一哉が出張中でも、椿さんひとりでお務めなんだね」

　セレモニーが終わり、お義母さんから離れパーティー会場の片隅に引っ込んでいると、後ろからからかうように声をかけられた。

　反射的にビクンと身体を震わせ、唾をのみながら振り返ると、そこには黒いシックなスーツでビシッと決めた要さんが、軽く握った手を口元に当て、クスクス笑って立っていた。

　その姿を確認した途端に、全身に警戒が走った。

「こ、こんばんは」

　顔を強張らせ、一歩後ずさりながら挨拶する私に、彼はわずかに眉を寄せる。

「そんなに警戒しなくても、取って食ったりしないから。で、一応褒めておくよ。そういうドレス着ると、椿さんもなかなかセクシーに見える」

　細めた瞳から向けられる視線をまっすぐ胸元に感じて、私は反射的に手をやって隠した。あまりの居心地の悪さに顔を背ける。

　ただでさえ、一哉がいなくて心細さを感じているのに、こんなところで要さんと鉢合わせするなんて。神様はどこまでも私に意地悪だ。

「一哉のほう、仕事順調？」

「え？　多分……」

　いきなり普通に話題を振られて、一瞬無防備にそう返してしまった。

　そんな私に、要さんは首をかしげる。

「一緒に行くのは諦めたにしても、毎晩電話くらいしてくるんじゃないの？　まさか、メールすらないとか？」

「え？」

「へえ……あんなコテコテな演技してみせる割に、一哉も詰めが甘いな」

「あっ……！」

　これも彼の意地悪な探りだったと気付く。

　新婚ホヤホヤで一哉が海外出張なのに、時差がどうとか理由にならない。電話の一本もしていないことは、不信感を煽るに違いない。

　しまった、と思ってももう遅い。それでも言い訳を考える私の頭上で、要さんはクックッと肩を揺らして笑い出した。『慌てて言い訳しなくていいよ』と言われているみたいに感じ、焦りで変な汗が額に滲んだ。

「今夜はなるべく早く帰ったほうがいいよ。きっと一哉から電話が来るから」

　なのに要さんはなんだか予言めいたことを呟く。

「は？」

　思わず素で聞き返す私の肩に、要さんがポンと手を置く。反射的に肩を竦めた私にそっと顔を寄せて、内緒話でもするように囁いた。

「一哉が不在の間の君の頑張り、ちゃんと俺から報告しておいてあげるから」

　一瞬言われた意味がわからず、私は大きく見開いた目で要さんを見つめて、何度も瞬きをした。

　私の反応を満足そうに観察して、要さんは口角を上げてクスッと笑う。そして、謎の予言の説明はしてくれないまま、「じゃ」とスマートに手を振って、歩いていってしまった。

　私からその姿が確認できる間だけでも、何人もの女性に声をかけられながら。




　お義母さんから解放されてマンションに着いた時、もうすでに午後十時を過ぎていた。

　いつもと違い、着飾って連れ回されることの多い一週間。まだ半分しか終わっていないのに疲れ果てた。

　セレモニーではあまり料理を口にする余裕がなかったけど、今は食事なんかより少しでも早く眠りたい。あ～でもお風呂はゆっくり入りたいな、なんて優柔不断に迷い、私は結局浴槽にお湯を張った。

　お湯が溜まるのを待つ間、クローゼットの扉を大きく開いた。結婚前の私のクローゼットとは大違い。どんな場に出ても恥ずかしくない清楚なワンピースや、上質だけど気回しやすいシンプルなスーツがズラリと並んでいる。一哉の公務に付き合って出席するたびに新しいものを用意されるおかげで、ちょっとしたブティック並みに増えてしまった。

　彼がセレクトしてくれる服は、おとなしめだけどセンスのよさが光るデザインが多い。派手な美人じゃない私に似合うものを探してくれてるんだろう。

　なんとなく一着ずつ引っ張り出して手に取りながら、明日の日中のスケジュールを頭の中で思い浮かべ、着ていく服のコーディネートを考える。

　オフィスに来ていく服を考える時間が必要だなんて、これもまた今までの私にはなかったことだ。

　経理部の同僚まで私の服装の変化に驚いて、『さすがに次期トップ夫人っぽくなってきたね～』なんてからかってくる始末。こうなってくると、公務がない時でも、もと通り手抜きできない空気が漂っているのを認めざるを得ない。

　メイクもヘアスタイルも、何度もプロにお願いしているうちに、自分でもできるようになってしまった。

　望む望まないにかかわらず、一哉と結婚してから、私は彼の手で変えられていく。これぞまさに〝シンデレラストーリー〟と自分でも思う程度には。

　鏡の中の自分をぼんやりと眺めた時、お風呂のお湯が溜まった合図が聞こえた。クローゼットを閉めると、着替えを手にバスルームに移動した。

　先に髪と身体を洗ってから、ちょっと熱めのお湯にしっかり足を伸ばして浸かる。無意識に「ふうっ」と息をしてしまうくらい気持ちいい。

　このまま目を閉じたら眠っちゃいそうだな。わかっているのにまぶたの重みに耐えられない。

　眠気に抗えずフッと目を閉じた時、ドアの向こうから聞き慣れた電子音が聞こえてきた。

　その途端、勢いよくバチッと目を開ける。ハッとしてドアのほうに顔を向けて、脱衣所のカゴに入れておいたスマホだと気付いた。

　慌てて浴槽から出てドアを開け、電子音を響かせているスマホを手に取る。画面に表示されているのは、一哉の名前だった。

　それを見た瞬間、さっき要さんに言われた〝予言〟を思い出した。いや、もしかして本当に電話が来るかもと期待して、バスルームに持ち込んでいたことを自覚した。

　裸のまま操作しようとして、小さなくしゃみが出る。私はスマホを握りしめたまま慌てて浴室に戻り、お湯に浸かった。

「もしもし……？」

　狭い浴室に、私の声が響いた。

《椿？》と私の耳に返される一哉の声。その後ろにはなにやらザワザワした音が聞こえる。車のクラクションなんかも混じるから、もしかしたら街中を移動中なのかもしれない。

「一哉……」

　呟くように名前を呼ぶと、《ん？》と短い声が返ってきた。

「どうしたの？　今、どこ？」

　お湯の中にしっかり肩まで沈みながら訊ねると、電話の向こうで彼がわずかに苦笑した気配を感じた。

《マンハッタンを移動中。っていうか……椿、まさか今風呂？　声が反響してるけど》

「あ、うん。そう」

　特に気にせず返事をすると、一瞬、一哉が黙り込んだ。

「一哉？　どうしたの？」

　国際電話なのに無言じゃもったいない。

　そんな気持ちで促すように呼びかけると、クスッと小さな笑い声が聞こえた。

《ああ、ごめん。俺これから出勤なのに、ちょっと幸せな妄想した》

「え？」

《要からメールもらって、イラッとした後だから、特に。って、なにを対抗してるんだろうね、俺》

　一哉の口から要さんの名前が出るのを聞いて、ギクッとしながら身体を起こす。水面が揺れて軽くパシャッと水音がした。

「か、要さんからなにを言われたの？」

　なんだか嫌なドキドキで心臓が騒ぎ出し、私は思わず勢い込んでしまう。

《週明けから、椿が俺の代わりに頑張ってくれてるってこと》

「それでイラッとしたの？」

　違う。きっと、そうじゃなくて、もっと違う理由があるはず。

　一哉がなにか隠して言い淀む空気を感じて、私はそう言って畳みかけた。

《……違うよ。苛立ったのは……椿の頑張りを要からの情報で知ったってことと、要に言われて初めて、椿に電話する口実ができたってこと》

　一哉はほんのちょっと逡巡の間を置いて、諦めたかのようにボソッと呟いた。

「え？」

《俺が不在の間、どうしてるかなって気にしてたんだけど。電話して『どうしたの』って言われたら、どう答えりゃいいんだろう、とか考えてできなかったから》

　一哉はどこか早口でそう答えた。

　彼の言葉にドキッとする。

　それは私にもどこか通じる気持ちだった。私のほうも、一哉、頑張ってるかなと思いながら、それだけのためにメールや電話をするのは気が引けてできずにいたから。

　ただの契約関係でしかない相手を気にして、海外出張中にわざわざ電話をする必要はどこにもない。だから電話をするには、そこに〝口実〟が必要だったということ。

　人目がない場所で〝新婚夫婦っぽい〟ことをするのは、契約にはないんだから。私たちに必要なことではないんだから。

　要さんはきっと、相変わらず私たちの仲を勘繰って、意地悪なメールを送ったんだろう。それで一哉は〝連絡を取った実態〟を残す口実で、今こうして私に電話をくれた。

　そういうことだとわかるのに……。

「気にしてくれてたんだ」

　一哉が言ってくれたことを、自分の声で繰り返す。

　どうして彼が私を気にしてくれたのか。そこを知りたいと思う自分に気付いて、ドキドキし始めている。

《するよ。そりゃ》

　しかも彼は割と直球の返事をくれる。そこからさらに〝どうして〟が膨れ上がって、落ち着かない気分になってしまう。

「なんで？　人前でもないのに気にするなんて、契約上は必要ないことなのに」

　自分でもかわいくないことを言ってると思った。

　わざわざ言わなくてもいいことなのに、あえて皮肉っぽく口に出す。

　一哉の本心が知りたくて、探ろうとしている自分がいる。それを自覚して、ちょっと緊張した。

　私の皮肉のニュアンスが伝わったのか、一哉は一瞬黙り込み、大きな溜め息をついた。彼が沈黙すると、朝のマンハッタンの喧けん騒そうがより大きく聞こえてくる。

《……母さんにドレス着せられて、連れ歩かされてる椿と会ったって、要から聞いた》

「え？」

　どこか拗ねたように聞こえる一哉の声に、私は短く聞き返す。

　ついさっきのセレモニーのことだとわかるけど、それのなにが気に入らないのか、わからない。

《ご丁寧に、『初々しいのになかなかセクシーだったよ』なんて感想まで。なんで俺が、椿のドレスの感想を要から聞かなきゃなんないんだって、イラッとした。……って。俺、ほんと、なに言ってんだろうな》

　自分の言葉に苛立つように、溜め息交じりに言い捨てた一哉に、私の胸がドキンと跳ねた。

「ほ、ほんと。なに言ってんの」

　彼の言葉に確かな嫉妬と独占欲を感じて、私は戸惑いながら笑い飛ばした。

　そうしないと、妙に甘酸っぱい気持ちが湧き上がってくる。そんなの私と一哉の間には不必要な空気だ。邪魔になるだけ。

　私の返事に、一哉が小さく笑ったのが感じられた。《そうだな》と短い言葉が返ってくる。

《でもまあ、要に煽られたおかげで、詰めが甘かったこと気付いたから。そうだよなあ。俺たち新婚夫婦なのに、海外出張中に一度も連絡取り合わないって不自然だった》

「うん。……そうだったね」

　私も、一哉が一緒にいなくても、気をつけるべきだった。要さんの前で無防備になった自分を、そう強く戒いましめる。

《次の出張からは、時々電話するようにする。……って、椿には迷惑かもしれないけど》

「そんなことないよ」

　耳をくすぐる一哉の声に、私は即座にそう答えた。

「電話、嬉しいよ。……あ」

　そう素直に告げた自分が照れくさくなる。そのまま口ごもる私に、一哉が小さく笑っているのが感じられた。

《サンキュ》とお礼が返ってきて、なんだかやっぱり甘酸っぱい気分になる。

　やがて一哉はオフィスに到着したのか、周りの騒音が収まった。《じゃあ、お休み》という声を最後に、電話が切れた。

　たった今までニューヨークと繋がっていたスマホを、軽く宙に持ち上げて眺めながら、私は再びお湯の中に肩まで深く浸かった。

　なんだろう。このくすぐったい空気は。

　自分でも恥ずかしくなりながら、さらにお湯に沈み、口元でゴポッと泡を吹いた。

　要さんから横槍を受けて、私と一哉の意識は微妙に変化し始めている。お互いに決定打を放てないまま、心の奥底を探り合う、そんな感覚。

　一哉が気付いていない私への独占欲を、私は彼に自覚させようとしている。そんなことをしてどうしたいのか、自分でもわからないのに。

　私と一哉の間にある、それ以上は踏み込めない確かな一線。越えるのも越えられるのも、契約違反だ。わかっているのに、私が意地悪に引き出そうとする理由――。

　それを、私はごまかした。




　その後も〝一哉の妻〟としてのお務めは容赦なく続き――。

　金曜日の夜、お義母さんと出席した『婦人会』から解放された時、私は初めて体調を崩したことに気付いた。

　ただでさえ、まだ慣れたとは言えないお務め続きで気を張って疲れていた。その上、この季節は一日の中で気温差が激しい。パーティーやらセレモニーやらで、肌を出したイブニングドレスを着る機会が多かったこともあり、風邪を引いたのかもしれない。

　ゆっくり湯舟に浸かって十分温まったはずなのに、お風呂から出た途端寒気を感じ、身体の震えが止まらなくなった。マズいかも……と思いながら熱を測ってみると、電子体温計には三十八度二分と表示された。あ～あ、と思いながら、とりあえず買い置きの風邪薬を飲んで早めに横になった。

　このままじゃ、せっかくの土日も寝て過ごす羽目になってしまう。それは嫌だ。土日くらいひとりで羽を伸ばして過ごしたい。観たい映画もあるし、買い物も行きたい。カフェでのんびりお茶を飲みながら読みたい本もある。先週は要さんが突然訪ねてきたり、一哉の出張が決まったりで、いつもの休日のようにゆっくりできなかったから、今週は。今週こそは。

　まるで自分に念じるように、「下がれ下がれ」と呟きながら、その夜眠りに落ちた、けれど――。




「う～……」

　朝になっても熱は全然下がっていなかった。それどころか、ちょっと身体を起こしただけで節々が痛む。これはどうやら本格的に風邪を引いてしまったようだ。

　さすがにガックリきた。病院に行くべきかと思ったけれど、寒気がひどくてとても外出できる体調じゃない。とにかく、薬を飲んで少し落ち着こう。

　私はヨロヨロしながらキッチンに向かった。薬を手にしてコップにお水を注ぎ、苦い粉薬を飲み下す。コップはシンクに置いたまま、ベッドに戻ろうとキッチンを出た時――。

「……っ」

　強いめまいに襲われ、足からガクッと力が抜ける。とても立っていられない。視界に映る世界がグルッと回った気がした。

　気持ち悪い……。

　そう思った時には、意識はスーッと闇にのまれていた。




　――椿。

「……椿、大丈夫か!?」

　自分の唸り声の合間に、そんな声が聞こえてきた。やがて唸り声より、私を呼ぶ声のほうがリアルで鮮明になってくる。

「椿っ！」

「ん、んんん……」

　鉛のように重く感じるまぶたをなんとか持ち上げ、声が聞こえる方向に目線を向けようとする。その時になって初めて、額になにか冷たいものがのっているのに気付いた。

「椿！」

　もう一度、私を呼ぶ声。

　ぼんやりと天井を見上げる私の視界を遮るように、誰かが私を覗き込んでいる。一度ギュッと目を閉じ、定まらない焦点を合わせようとする。何度か瞬きして、ようやくその輪郭がはっきりした。

「……一哉？」

　呼びかける自分の声に、無意識に首をかしげる。

「あれ、どうして……」

　一哉はまだニューヨークのはずなのに……。

　私の思考を読み切っているかのように、彼の声が続いた。

「仕事早く片付いたから、一日早く帰ってこれた」

　ぼんやりしていてもわかるくらい、耳に馴染んでしまった声。

　その心地いい声で、一哉が帰ってきて、今この寝室にいることを実感できた。

「向こう発つ前にメール入れたけど、見てなかったか？」

　そう言われて、昨夜早く眠ってからずっと、スマホを手にしていないことを思い出した。

「ごめん……全然気付かなかった」

「謝らなくていい。出迎えてほしかったわけじゃないから。けど……まさかキッチンでぶっ倒れてるの発見することになるとは、思ってなかった」

　一哉はベッドに肘をつき、はあっと大きな息を吐きながら頭を抱え込んだ。

「俺の代わりに連れ回されて頑張ってるって聞いてたから、過労死するんじゃないかって心配だったんだ。倒れてる椿見て、嫌な予感が現実になったような気がして、頭ん中真っ白になった」

「ちょっと、大げさ……」

　どうやら苦笑できるくらいには熱も下がっているらしい。額がなにやら冷たいのは、きっと一哉が冷却シートでも貼ってくれたおかげだろう。

　何時だろう？と思いながら、カーテンの開いている窓を見遣った。どうやらお昼というほど早い時間ではないみたい。窓の外の空は、明らかに太陽がだいぶ傾いた後の色をしていた。

「一哉、いつ帰ってきたの？」

　そっと彼のほうに顔を動かしてみる。一哉は上着こそ脱いでいたけど、ちゃんとノリの効いたワイシャツを着ていた。

「三時間くらい前。早く帰ってこれてよかった。俺が帰ってこなかったら、椿、いつまであのまま倒れてたか……」

「そんな。いくらなんでも途中で自分で気付くって」

　そう言ってさらに苦笑を重ねてから、そっと肩を竦めた。

「一哉、ごめんね。出張から帰ってきた早々で、疲れてるよね。ずっとついててくれたの？」

　掛け布団を口元まで上げながら目線を上げて訊ねると、彼は黙って何度か頷いた。それに、私は「ごめん」と続ける。

「出迎えもできない上、ご飯も作れなくて。私は大丈夫だから、一哉もちょっと休んで」

　ぎこちない笑みを浮かべると、一哉は黙って首を振った。

「俺は大丈夫だから。……俺のほうこそごめん。俺がいない間、君に負担かかったせいだろ？」

「お義母さんには、『仕事辞めてくれればもっと連れていきたいところがたくさんあるのに』って残念がられたけど……」

「マジ、ごめん。母さんにもよく言っとく。椿もあんまり頑張らないで。自分の仕事もあるのに、大変だろ」

　一哉は眉間に皺を刻み、苦い口調でそう言った。

　今度は私が首を横に振ってみせた。

「一哉、気遣ってくれて、ありがとう。でもこれは一哉との約束だから。この一年は、ちゃんと一哉のために頑張るよ」

　そう言いながら、微笑んでみせる。

　彼は私の笑顔にわずかに息をのんだ。

「それに、お義母さんと一緒に出掛けるのも、〝嫁〟の務めだもんね。お義母さんだって喜んでくれるし。〝親孝行〟してるみたいで、私も嬉しいから」

　私にも一哉にも、あの気のいいご両親を騙しているという負い目が、いつもついて回る。さすがにそれを口に出しては言えなかったけど、一哉には私の気持ちが伝わったようだ。

　一哉はベッドサイドに肘を置いたまま、顔の前で両手の指を組み合わせると、「うん」とひと言声に出して頷いた。

「あの人たちを見てると、俺は幸せ者だって思うよ」

「はは……。自画自賛？」

　言い回しが違うか？と思いながら、私も一哉に同調した。

　けれど、彼は静かに目を伏せる。

「いや……。その分、俺が親を不幸にしてるみたいで、自分が嫌になる。俺はアメリカのホテルの経営がやりたくて、ただオーナーになるためだけに親を騙して、本来無関係の椿にまで嘘をつかせてる。なのに君は、そんな俺のために倒れるまで……」

　どこか思い詰めたような一哉の低い声に、私は無意識に上体を起こした。それを見て、一哉が私の背中を支えながら「寝てろ」と止める。

「一哉……？」

「〝家族〟を不幸にしてるのに……。俺は、本当はトップに立っちゃいけないのかもしれない」

　そう付け加えて、一哉はどこか弱々しく微笑む。

　彼の言葉は、私の胸にもはっきり刻まれているものだった。

「一哉、要さんになにか言われたの？」

　枕に頭を戻しながら訊ねると、一瞬虚を衝かれたかのように一哉が目を丸めた。

「要？」

　私に聞き返す彼の瞳が、険しく細められる。

「あ、ううん！　ごめん、なんでもない」

　それを見て、私は慌てて首を振って自分の質問を打ち消した。けれど、一哉は瞳だけじゃなく表情をも厳しく歪める。

「椿、なんで要？　君のほうこそ……要からなにか言われた？」

　身を乗り出して覗き込んでくる一哉に、私はさらに大きく首を振り続ける。

「な、なにも？　ごめん、気にしないで」

「気になる。アイツ、君に……」

　一哉はどこか急いたように畳みかけ、次の瞬間、ハッとしたように息をのんだ。自分を抑えるように大きく声に出して息を吐き、そしてどこか困ったように微笑む。

「……ごめん。椿、まだ熱があるのに。ちゃんとゆっくり休んで」

　そう言って、冷却シートが貼られたままの私の額にそっと手を当てた。

　熱を測っているだけだとわかっていても、その仕草にドキッとしてしまう。

「一応貼り替えておこうか」

「あ、まだ大丈夫だと思う。あの……ちゃんと寝るから、一哉も――」

「いや」

『休んで』と続けようとした声は、彼の短い声に遮られた。

「ここにいる。椿の寝顔、見てていい？」

「え？」

「見てたいんだ。君の寝顔。……これ、〝夫〟の特権だよね？」

　繰り返し言われて、私の胸がドキンと跳ね上がる。

「や、やだよ！　恥ずかしい」

　焦りながらそう言って拒み、私は布団を額まで持ち上げて顔を隠した。

　布団の向こうから、クスッと笑う声が聞こえる。

「さっきまでも見てたんだけど」

「そりゃ、気付かなかったから……！　宣言されて見られながら寝るのは恥ずかしい。そんなことされたら、眠れないから！」

「それでも、そばにいたい。そばにいる」

　いつになく押しの強い一哉に戸惑い、私はそっと布団を下ろした。目元だけ出して、そっと一哉を見上げる。宙で目が合うと、彼は穏やかに微笑みかけてきた。

「ほ、ほんとに見てるつもり？」

「うん。本気」

「……どうしたの？　急に」

「……どうしたんだろ」

　相変わらず探るように仕掛ける私と、素で困った顔をする一哉。

　私は溜め息をつきながら布団をさらに首元まで下ろした。

「諦めた？」

「寝顔の写真とか撮ったら、許さないから。もうお嫁にいけなくなっちゃう」

　そう言いながら唇を尖らせる私に、一哉は小さく苦笑した。

「……もう俺の嫁になってるのにね」

　独り言にも聞こえる小さな声。どういう意味で言っているのかとても気になるのに、私はその先を問い質すことなく、ただ黙って一哉を見つめた。

　沈黙が続く中、私と一哉の視線が宙で絡まり合う。私を見つめ返す彼の綺麗な瞳が、一瞬揺らぎ――。

「……椿……」

　唇の先で小さく私の名前を呼んで、ベッドに仰向けに横たわる私に、一哉はゆっくり身を乗り出してきた。一哉の影が顔に落ち、私の視界は彼の顔でいっぱいになる。

　一哉がなにをしようとしているのか、その答えが頭の中で閃ひらめいた途端――。

「っ……!!」

　私はギュッと固く目をつむって、全身を強く強張らせた。顔のすぐ前で、一哉が息をのむ気配を感じた、次の瞬間。

「……お休み、椿。一週間、ありがとう」

　一哉の声に導かれるように、私は恐る恐る目を開けた。彼が再びベッドの横に両腕を置き、そこに顎をのせるのを視界の端で意識しながら、私はそっと額に手を当てた。

　唇に触れると思った感触を、私が感じることはなかった。ただひとつ伝わってきたのは、冷却シートの上から額を軽く押された感覚だけ。そこだけ一瞬冷たくなって、それ以外の温もりは、落ちてこなかった。

　私が拒んだんだろうか。一哉が躊躇したんだろうか。

　一瞬確かに覚悟した温もりが降ってこなかったことに、私はなぜだか胸が疼うずいて、それをごまかすように目を閉じた。










サッカク




　日曜日の午後には私の熱も微熱程度にまで下がった。

　もちろん私はどこにも外出できずに、その週末は家で過ごした。一哉も出張疲れか出掛けはせず、一日中書斎にこもっていた。リビングにいると時々中から英語で話しているのが聞こえたから、帰ってきたばかりなのに仕事をしていたのかもしれない。

　私たちの他には誰もいない。〝夫婦〟を演じる必要はなく、それぞれ思い思いの休日を過ごせたはずなのに、家の中に漂う空気はぎこちなかった。

　人目がなければ別行動が私たちの基本スタイル。たとえ家の中に一緒にいても、相手を気にかける必要はないのに、私はずっと一哉の気配に神経を研ぎ澄ませていた。

　一哉の言動に引きずられて、惑わされる。私がこうして一哉を意識しているのは、すべて彼の本心がどこにあるか見えないからだ。私が一哉から感じる嫉妬も独占欲も優しさもすべて契約外なのに、あんなことをされたらきゅんとしてしまう。

　それでも、書斎のドアはずっと閉ざされたまま。そのおかげで、私もかろうじてこれ以上心を揺らさずにいられた。同じ家の中で過ごしていても、私たちの間には隔たりがある。これが、契約通りの私たちの結婚生活だ。

　素っ気ないとか息苦しいとか、よそよそしいとか、そういうのとはちょっと違う。ただフワフワして落ち着かない空気を纏ったまま、週が明けて新しい一週間が始まった。

　いつも通り出勤支度をする私に、一哉は「今日は大事をとって休んだほうがいい」と言ってくれたけど、そういうわけにもいかない。一哉の妻としてのお務めはオフィスでも業務扱いになるとはいえ、先週は本来の経理の仕事をまともにこなせず、だいぶ滞ってしまっている。十一月という手元が落ち着く時期なのが幸いだけど、まったく仕事に影響がないわけじゃない。先週の遅れを取り戻すためにも、大事をとるなんて呑気なことはできないのが現状だ。

「大丈夫」と言いながら、心配してくれる一哉にきっぱりと背を向けた。

　素直に頷かなかったのは、仕事ばかりが理由じゃない。

　甘えちゃいけない。この優しさに。

　私は、自分にそう言い聞かせた。




　いつもより少し早めにオフィスに入り、溜まってしまった経費処理を進める。入社時からずっと担当している慣れた仕事に没頭しているうちに、周りの同僚たちも出勤してきた。

　隣に芙美がやってくると、時々雑談も交えながら楽しく仕事が進む。

　私がちょっと手を休めたタイミングで、芙美が軽く伸びをしながら「ねえ」と声をかけてきた。

「今週は皆藤さんの代理はしなくていいんじゃないの？」

「？　うん」

　私も大きく前に両手を突き出し、クーッと身体を解しながら聞き返す。

　そんな私に、芙美はクスッと笑った。

「その割にはちゃんとビシッとスーツ着用なんだ？　いつもの適当なニットカーディガンとフレアスカートに戻ってもよさそうなもんなのに」

　揶揄するような言い方に、私はムッとしながら肩を竦めた。

　芙美の言う通り、今日の私はノースリーブのワンピースとボレロのセットアップ。ダークブラウンでシックな色合いだ。

「先週、あれだけみんなに『次期トップ夫人っぽくなった』なんて言われちゃあね。必要ないからってもとに戻すわけにも……」

「へ～？　変なの。だって一年後には晴れて自由の身なんだから、逆にイメージ固めないほうが安心なんじゃないの？」

　ニヤニヤしながら小声で鋭くツッコむ芙美に、私はギクッと肩を震わせた。

「必要なくても〝次期トップ夫人〟でいるなんて。椿も割とまんざらでもない感じ？」

　小首をかしげながら、探るように斜めの視線を向けられて居心地が悪い。

　私は芙美からツーッと視線を逸らしながら、まっすぐ前を向いた。

「だって仕方ないじゃない。どこで誰がどんな目で見てるかわからないし、気を抜いてもしもバレたら私、十億近い借金抱えて路頭に迷うことになるんだし……」

　芙美には真実を話しているからこそ、私は唇を尖らせてブチブチと愚痴を言った。だけど、それを聞いて芙美は眉を寄せた。

「ねえ。本当にそうなるって思ってるの？」

「え？」

「皆藤さん。そんな横暴なことする人なの？」

　続けて畳みかけられて、私は思わず口ごもった。

「なんか、あんたから直接話聞いてても、社内での評判耳にしても、そんなことしそうに思わないんだけど？」

「それは……」

　首をかしげる芙美に、私も思わず言い淀む。なんて返事しようかと言葉を探して、なんとなく手元に目線を落とした。

　キーボードにのせた左手には、キラキラの豪華なマリッジリングが嵌っている。お揃いのリングを薬指に嵌めている一哉の姿を思い浮かべた。

　結婚生活を始めてから、そばで一哉を見て知ってきた。芙美に言われなくても、私自身がちゃんとわかっている。一哉はきっと、そんなこと言わない。

　最初は、契約で結婚を強いるなんて無慈悲で意地悪な人だと思ったけど、それもこれもオーナーになるという熱意の表れだ。

　一緒に過ごした短い間で、私の一哉を見る目はすっかり変わっている。

　心を揺らしながら答えを出せない私に、「ねえ」と芙美が声を潜める。

「バレたら借金背負って路頭に迷う、なんて後ろ向きなこと考えてないでさ。いっそ、契約廃止にする方法とか考えてみたら？」

「え？」

　一瞬の間ぼんやりしていた私を覗き込み、芙美がニヤニヤしてそう言った。

　なにを言われたかわからず、聞き返しながら何度も瞬きをする私に、彼女は大きく身を乗り出してくる。

「契約じゃなくて、本物の結婚にしちゃえばいいってこと」

「……はい？」

「おとなしく好きになっちゃえばいいじゃない。皆藤さんのこと」

「えっ!?」

　わかりやすくはっきり言われて、私はギョッとして大きな声をあげていた。私の周りだけじゃなく、ちょっと離れたデスクからも同僚たちが目を向けているのが感じられる。

「バ、バカ言わないで。それに、条件を挙げたのは一哉のほうなんだし。私がどうこうできる問題でもないでしょ」

　パソコンモニターを盾にして、同僚の目から隠れるように身を屈め、私はコソコソと芙美に反論した。「え～」と不満そうな声が返ってくる。

「名案だと思うんだけど」

「そんな机上の名案が現実にまかり通るわけないでしょ」

「わかんないじゃない。皆藤さんの気が変われば、椿は戸籍汚したことにならないし、もちろん借金も背負わない。それどころか、ホテル王夫人なんだよ？　しかも一生！」

　芙美は簡単にそんな夢みたいなことを言ってのけてくれるけれど。

「今でこそいい人だって思えても、最初は本当に意地悪だったんだから。なに考えてるかわかんないしさ……」

　そう、私は巻き込まれただけ。一哉もそう認めたじゃない。アメリカのホテルを手に入れるためだけに、両親を不幸にして私にも嘘をつかせてるって。

　その言葉を聞いた後の彼の行動をリアルに思い出して、私の胸がドキンと跳ねた。

『契約じゃなくて、本物の結婚にしちゃえばいい』

　芙美の言葉に煽られるように、心臓がドキドキと騒ぎ出す。一瞬グラッと揺れそうになって、私は思わず胸に手を当てていた。

　なにをバカなことを考えてるの。一哉が私に求めたのは契約。愛し合う夫婦というのはあくまでも演技。周りを欺くためにやっているだけだ。

　なのに、人前だけで演じていればよかったはずが、日常生活にまで侵食してきている。私と一哉の間に漂う空気の微妙な変化は、そこからくる混乱だ。

　そう、それだ。混乱。混乱しているだけ。

　フリとはいえ、四六時中夫婦でいれば、それが真実のように思えてくる。そこに愛情があるように錯覚する。私は一哉のものじゃないのに、彼の独占欲を刺激してしまう。そして私はそれを垣間見るたびにドキドキして、なにが本物かもわからなくなっていく――。

　惑わされちゃいけない、と言い聞かせながらも、もしかしたら……と淡い期待を抱く自分もいる。

　ふと気付くと、芙美は私の返事を待たずに自分の仕事に戻っていた。

　私も一度頭を振って、余計な雑念を振り払う。デスクに広げた請求書に視線を落とし、支払いの手続きを進めながら、なるべく自分の左手を意識しないように心がけた。




　ある日、ホテルのフロントクラークから突然電話をもらった私は、電話で聞いた〝皆藤麻ま里り香か〟という名前を頭の中で何度も唱えながらロビーに向かった。

　皆藤というからにはもちろん一哉の親族に違いない。だけど残念ながら私の記憶には引っかかっておらず、名前を聞いても顔が浮かんでこない。それでも『皆藤椿さんをお願いします、とおっしゃっていらっしゃるのですが……』とクラークに呼び出されて、私はホテル棟に向かう羽目になったのだ。

　経理部の地味なオフィスとは比べものにならない立派で豪華なホテルのロビーで、私はフロントに向かった。電話をくれたクラークが示す方向に目を遣ると、腕組みをして仁王立ちしている女の子の姿が目に映った。私にまっすぐ視線を向けているところを見ると、彼女のほうは私が現れたことに気付いているらしい。

　急いで小走りで駆け寄ると、清楚なブラウンのワンピースを着た彼女が、ギロッと私を睨みつけてきた。わかりやすい不機嫌にちょっと戸惑う。

　どう見ても私より年下、それも社会人じゃなく学生の雰囲気が漂う彼女は、私が『麻里香さん？』と訊ねる前に口を開いた。

「一応お目にかかったことはあるんだけど。私なんかじゃ名前も顔も覚えてもらえてなかったのかしら」

　ああ、なるほど。つまり私が覚えていなかったことにご立腹らしい。

　今となってはもう意識しなくても浮かぶようになった愛想笑いを向けながら、「ごめんなさい」と謝る。

　近くで見るとちょっと幼い顔立ち。綺麗と言うよりかわいいと言ったほうが正解。それでも私に向ける瞳は目力がこもっていて鋭い。

「皆藤麻里香。一哉の父方の従兄妹よ。皆藤 要の妹！」

　食ってかかるような自己紹介を受けて、私は反射的にギクッとした。

「要さんの……？」

　そういえば、彼に妹がいるのを、私は確か聞いたことがある。そしてこの鋭い瞳は、言われてみれば要さんと共通するものがある。

　彼女……麻里香さんは、唇を尖らせながら大きく胸を張った。『そうよ！』とでも言いたげなその様子だと、私が一瞬怯んだことに気付いてはいないらしい。どっちにしても、いきなり喧嘩腰の彼女の様子に、私は戸惑ったまま首をかしげた。

「それで、今日は私になんのご用でしょう？」

　明らかに年下だとわかっていても、一応敬語で丁寧に訊ねてみる。

　彼女はものすごい嫌悪感を滲ませながら眉を寄せて、私に顎をしゃくってみせた。その先に、このホテルのラウンジがあるのを、私は知っている。

「ラウンジでお茶くらい出せないの？　あなた、いまだにここで働いてるんでしょ？経費で落とすくらいしなさいよ。こっちは大学の講義休んでまで来てるんだから。ああ、一哉の妻でもそんな権限ないって言うなら、私が支払ってもよくってよ」

　やっぱり学生か、と思いながらも、さすがに私の愛想笑いにピキッとひびが入る。相手は一哉の従兄妹、まだ学生、とは思っても、この高飛車で偉そうな態度にはカチンときた。

　けれど、なんとか自分に『堪えろ堪えろ堪えろ』と呪文のように言い聞かせて、私は愛想笑いを復活させる。

「気が利かずに、すみません。じゃあ、こちらに」

　先導して先に歩こうとすると、麻里香さんは我がもの顔で私の前に立った。

　このとげとげしたわかりやすい敵意はなんなんだ、と思いながら、私は気付かれないように溜め息をついた。

　ラウンジに入ると、手入れの行き届いた庭園がよく見える窓際の席に案内された。向かい合って席に着きながら、私はなんとなくラウンジの奥まったテーブルに目を向けてしまう。

　ほんの二カ月前、ここで起きた些細な間違いのせいで、私は今、仕事中にホテルのラウンジで敵意をメラメラさせた大学生とお茶を飲む羽目になっている。そう思うと、この二カ月後の自分がどこでなにをしてるかなんてわかったもんじゃない……という不思議な気分にもなる。

　麻里香さんがロイヤルミルクティーをオーダーしたから、私もそれに合わせた。

　カップが運ばれてくると、彼女は優雅な仕草でソーサーから持ち上げ、香りを堪能しながらひと口飲んだ。

「あの……」

　なんの用かと話を促す私に、さらにキツい視線が向けられる。

「ちょっとは味わわせなさいよ。時間をゆっくり優雅に過ごすってことができないの？　まったく、これだから、こまねずみみたいに動き回ることしかできない、根っからの庶民は」

　今度はどうやら、お茶を楽しんでいるところを邪魔したのが気に障ったようだ。

　とはいえこっちも仕事の途中で、約束していたわけでもないのに来ているんだから。セレブとか庶民とか以前に、非常識な学生に社会常識というものを教えるのは間違ってない。

「申し訳ありません。業務中に優雅にお茶を飲んで過ごすのが私の仕事ではないので。もともとスケジュールを切ってるわけではないですし、お話がないなら仕事に戻らせていただきます」

　できる限りの皮肉を込めて、ちょっと笑顔を引っ込めながらそう言うと、麻里香さんはムッと唇をへの字に曲げた。

「……兄が言ってた通り、図太い人ね。でも、そうじゃなきゃ〝一哉の妻〟なんかなれないか」

　褒めてるんだか貶けなしてるんだか、正直なところ判断できない。

　反応するのを控えて、私もカップを持ち上げた。

　上品な紅茶の香り。確かにこれは優雅にゆっくり飲みたくなるお茶だけど。

「私、一哉の結婚には大反対なの。アメリカのホテルがかかってるからって、急いで結婚なんかすることなかったのよ。私が大学卒業するまで待ってくれれば、すぐ結婚できたのに、なんでこんな庶民と」

「……麻里香さん、一哉のこと好きなんですね」

　そのひと言で彼女の敵意の意味がわかりやすいくらいクリアになった。

　麻里香さんは一瞬グッと口ごもってから、またしても大きく胸を張る。

「そうよ。私は幼い時から一哉一筋なの。彼だって、『大人になったらお嫁さんにしてあげるよ』って約束してくれたのに。私が成人するのを待てないなんて、最低な裏切者よ！」

　なんだろう……とっても腹が立つのに微笑ましい気分にもなる、この妙な感覚は。『大きくなったら○○君のお嫁さんになる！』と無邪気に言えた、幼稚園の頃の記憶が私の脳裏にも蘇ってきた。だけど。

「でも、兄が言ってたわ。今回の一哉の結婚は、形だけだって」

　私の頭の中で広がっていた幼い頃のママゴトの光景が、麻里香さんの言葉で、一瞬モノクロになって反転した。

「とりあえずどうでもいい女を据えただけだから、そう遠くない将来、別れるだろうって。だから、一哉のことが好きなら諦める必要はないってね！」

　ツンツンした彼女のかわいらしさに苦笑しかけていた私は、続いた言葉にビクッと手を震わせた。

　要さんは私と一哉の〝契約〟を嗅ぎつけるかも、と思っていたけど、妹さんとの話題にも上がってるなんて。

　そういう危機感からの動揺だったのに、どうやら麻里香さんは、自分の言葉で私を傷つけることができたと思ったようだ。口角を上げて、どこか満足そうに鋭い瞳を向けてくる。

「兄の言うことは、いつも正しいもの。だから、あなたなんかに我がもの顔でいい気になられちゃ困るの。愛されてるわけでもないのに、勘違いしていい気になって。おかしくて笑っちゃうんだけど、あんまり無知でかわいそうになってきたから、忠告しといてあげようと思ったのよっ」

　遠くない、どころか来年の話だ。いっそのこと、麻里香さんにそうはっきり教えてあげたいとすら思った。それでも黙っていられたのは、私自身が改めて自覚することができたせいだ。

　一哉がアメリカのホテルのオーナーになる条件を満たすためだけの〝結婚〟。相手が私なのは、賠償金を盾にされた〝契約〟だから。愛し合う幸せな新婚夫婦を装うのは周囲を騙すための〝演技〟。演技が日常生活にまで浸食してしまい、微妙な空気にドキドキするのはただの〝錯覚〟。

　お互いに幸せになるための結婚じゃない。夢と現実の境界線が曖昧になっていても、私と一哉の生活はすべてが茶番劇でしかない。ほんの数週間の間で、そんなことも忘れそうになるくらい、分不相応に浮かれていた自分に気付く。

　シンデレラが本物のお姫様になるのは、おとぎ話だから。現実世界では、灰被りは生涯灰被りのまま。誰もが羨むシンデレラストーリーのヒロインなんて、私がなれるわけがない。

　わかり切っていたのに、私、なにを勘違いしてるんだろう。ほんと、麻里香さんの言う通り。芙美の言葉で、ほんの一瞬でも〝本物の結婚〟を意識したなんて、私はなんておめでたい人間なんだろう。

　そんな思いで唇を噛んだ時――。

「あれっ。椿……と、麻里香!?」

　ラウンジの入口のほうから、素っ頓狂な声が聞こえてきた。

　私がハッとして振り返るのと、麻里香さんが立ち上がるのはほぼ同時。

「一哉っ！」

　驚いた顔をしてこっちに歩いてくる一哉に、麻里香さんがほとんど体当たりするように抱きついた。私のすぐ横で、一哉がうぐっと呻き声をあげる。

「ちょっ、苦しい、離せ。って、なんで麻里香がこんなとこで椿と？」

　平日の昼間とはいえ、高級ホテルのラウンジは午後のひと時を楽しむハイセンスな客で混んでいた。そんな中でふたりが抱き合っていても、それほど冷やかしの視線を受けないのは、どう見ても懐く子供と懐かれた大人にしか見えないからだろう。実際、私もただ見上げていただけだし、一哉も慌てた様子もなく、抱きつく麻里香さんを自分から引き剥がしながら苦笑している。

「一哉は私のものだから、いい気にならないでねって忠告に来たの。この人に」

　麻里香さんはどこか高揚したような口調で、一哉を見上げながら胸を張った。

　その内容だけならドロドロの修羅場みたいなセリフなのに、一哉は「へえ、そうなんだ」と、結構ドライにスルーした。

　私もこの機に乗じて立ち上がる。

「麻里香さん、ご忠告ありがとうございます。では、私そろそろ仕事に戻りますね」

　そう言って、ふたりにペコリと頭を下げた。顔を上げると、一哉が私に手を立てて謝る仕草を見せていた。それに軽く微笑み返しながらクルッと踵を返す。

　背後から、ボソッと不満げな声が聞こえてきた。

「なあに、あの人。平気なフリしちゃって。ほんと、図太い庶民ってムカつく」

　――嫉妬して掴みかかってあげるべきだったのかもしれない。

　でも、明らかに一哉自身がまったく相手にしてないのに、ムキになるほうが白々しいし大人げない。それこそ茶番だと思った。

　それに……。一哉に恋する女の子に嫉妬するのは、契約上、私の役割ではない。




　その夜、家に帰ってきた一哉は、スーツの上着を脱ぎながら寝室に入っていった。キッチンで夕食の支度をしていた私の耳に、「今日、ごめんな」と謝る声が聞こえてくる。

「え？　なにが？」

「麻里香のこと。約束なしで突撃してきたろ？」

　その返事を聞きながら、私はキッチンを出て寝室に向かった。

　半開きのドアに手をかけると、一哉はネクタイを解いているところだった。私に気付き、苦笑しながら首をかしげる。

「なんせ、親が年とってからできた女の子だから、相当甘やかされて育ってるんだよね。家族全員麻里香には甘いし。椿は仕事あるんだから邪魔するなって、ちゃんと言っておいたから」

　シュッと音を立ててネクタイを引き抜き、ハンガーに掛ける一哉を見つめながら、私は「はは」と乾いた声で笑った。そのまま、寝室の中に進んでいく。

　家族どころか、親族の一哉も甘いような気がするけど。

「麻里香さんにとって、一哉は大好きな理想の王子様なんだね」

「えー？」

「『大人になったらお嫁さんにしてあげるよ』って一哉が言ってくれたって、胸張って言われちゃったから」

「あれ。……椿、なんか誤解してる？」

　シャツのボタンを外しながら、からかうように私を覗き込む瞳に、不覚にもドキッとしてしまう。

「誤解なんかしてない。麻里香さんには申し訳ないけど、私も幼稚園の時、そういうの言われたことある。なんか……微笑ましいなと思って」

「はは。実際そういうレベルで違いないんだけどね。麻里香はよく言えばピュアな心の持ち主なんだけど、それ以上に我儘な女王様だから」

　一哉はちょっと困った顔でそう言って、ふうっと息をついた。そして、チラリと私に横目を向ける。

「けど、ほんの少しも動揺してくれなかったの？　椿」

「え？」

　上着がベッドの上に無造作に放り投げられているのが目に入ったタイミングで、一哉にそう訊ねられた。

「『あの人、ただのお金目当てよ。だって、私と一哉が抱き合ってても、嫉妬のひとつもしないなんておかしいじゃない！』……って、麻里香が鼻の穴大きくしてたからさ」

「はは、やっぱり」

　一哉のベッドの上から上着を取り上げながら、私はただ苦笑いした。

「嫉妬してる演技したほうがよかったのかな」

「いや、椿の演技、下手くそだからしないほうがマシ。きっと、麻里香の怒りに油を注ぐだけ」

「ひどーい。……って、あ」

　クスクス笑いながら返事をするうちに、その前の彼の言葉が胸に引っかかった。麻里香さんが一哉に抱きついたとか、そういうことの前に、私は彼女の言葉で確かに動揺した。

「そんなことより、一哉！　やっぱり言っておく」

　一哉の上着を手にしたまま、思い切って彼の背中に声をかけた。

「え？」

　短い返事をした一哉は、シャツのボタンを全部外し終え、まさに肩を抜いたところで、腕を止めて振り返る。

「あ、えっと……。要さんのことなんだけど」

　着替えの途中、微妙なところで向き合ってしまい、焦って俯きながら言葉を返した。

　要さんが私たちの結婚を『におう』と言ったこと、一哉には黙っていようと思っていたけど、勘繰るレベルの状況じゃないのはわかり切っている。それならちゃんと一哉にも伝えておくべきだと思った。

「要？」

　俯く私の視線の先に、一哉の黒い靴下の爪先が映り込む。それを見つめながら、私は大きく首を縦に振ってみせた。

「最初の時も、この間会った時も、彼に意地悪なこと言われて、それで……」

「なんで今、要の名前、椿から聞かなきゃなんないの？」

「え？」

　なんて言おうか、と語尾を濁したタイミングで、一哉の低く冷たい声が私を遮る。さっきまでと一変したその声のトーンに驚いて私は思わず彼を見上げた。

「この間会ったって。意地悪なこと言われるくらい長い時間話す機会あったの？」

「あ、この間って、一哉が出張中のことだよ？」

　早口で畳みかけてくる一哉に戸惑いながら、私は返事をした。

　そう、その時のことを要さんが一哉に連絡したから、一哉はその後私にわざわざ電話をくれた。

「知ってるでしょ？　一哉のお母さんと美術館に行った時……」

　それを説明しようとしたのに、一哉は黙ってさらに私に踏み出してくる。距離を保とうとして、私は思わず大きく一歩後ずさった。

「きゃっ！」

　踵がベッドにぶつかり、それ以上後退できないまま私の身体は大きく後方に傾いて、一哉のベッドに倒れ込んでしまった。反射的に閉じた目を開け、慌てて身体を起こそうとした時。

「っ……!?」

　目を見開き、息を吸い込んだまま止めた。

　一瞬前とは一転して、私の瞳には白い天井が映っている。その視界を遮るように、一哉の顔が割って入ってきた。彼は倒れた私の両手首を押さえつけ、ベッドに片膝をのせる。彼の膝の下で、ギシッとベッドの軋む音がした。

「いち……」

「椿の口から要の名前なんか聞きたくない。会った時どうしたとか、なに話したとか、そんなこと知りたくない」

「ど、どうしたの？　一哉」

「どうしたんだろ。俺もわからない。けど……」

　私の手首を押さえつける一哉の手に、力がこもるのが感じられる。痛みで思わず顔を歪めた私の前で、一哉は目を伏せ唇を噛み締めた。

「椿が麻里香に嫉妬するって話してたはずなのに、なんで俺が……」

　瞳の色は伏せられたまつ毛に隠れてしまっていて見えない。一哉は開いた唇から、まるで絞り出すような声を漏らした。

「なんで俺が、君のことで要に嫉妬してるんだよ……」

　奥歯をギリッと噛み締め、まるで吐き捨てるようにそう言って……。

「いち、やっ……!!」

　呼びかけた声は、彼の唇にのまれてくぐもった音になった。

　大きく見開いた瞳いっぱいに映り込む一哉の顔は、焦点が合わないくらいに近い。心臓がドクンと大きく震えるような音を立てた時、私は一哉にキスされていることを自覚した。

　いつもの彼からは想像もつかないくらい獰どう猛もうに、私の唇を貪むさぼってくる。この偽物の結婚生活が始まってすぐ、一度だけ意地悪にキスをされた、あの時とは全然違う。強引で乱暴で、ただ力任せに抵抗を封じ込めようとしているような。私のすべての神経を支配しようとしているような。そんな一哉のキスに、身体がブルッと震えた。

　何度も角度を変えて触れ合わせながら、一哉は私の唇を食む。舌先で唇を突つかれ、息苦しさからわずかに開いてしまった。一哉はそこから容赦なく浸入してきて、舌を絡ませる。

　酸欠なのかもっと違う理由なのか、私の胸は限界を超えてドキドキと鳴り響く。思わずギュッと目を閉じると、目尻から生理的な涙が零れた。

「っ、は……」

　小さな吐息で私の唇をくすぐりながら、一哉がようやく唇を離した時、私も彼も息が上がっていた。温もりが離れていくのを感じて、私はそっと目を開ける。

「……ごめん」

　一哉は視線を逸らしながら、私から手を離した。その手で私の目尻の涙を拭ってくれた。そんな仕草にドキッとしながら、私も彼から顔を背ける。

「……どうして？　こんなのおかしいよ……」

「うん。……悪かった」

　まるで惰性のような謝罪を返して、彼はそのまま、言葉もなく黙り込んでしまう。

　私は、掠れる声で「一哉」と名前を呼んだ。

「夫婦のフリなんかしてるから、混乱してきてる。私たち」

　弾む息で胸をあえがせたまま、私はできる限り冷静に、感情を抑えてそう言った。

「え？」と、戸惑うような声が返ってくる。

「幸せな夫婦を装ってるせいで、どこまでが嘘か、境界が曖昧になってる。一哉も錯覚を起こしてるだけ」

「錯覚？」

「そう」と返事をしながら、私はゆっくり上体を起こした。

　一哉のはだけたシャツの胸元から目を背け、一度肩を動かして呼吸を整える。無意識に手の甲で唇を拭った。

　そんな私に、彼が黙って目を向けているのがわかる。

「私も一哉も、お互いのものじゃない。なのに嫉妬とか、おかしいよ。そんなの……恋してるみたいじゃない」

　私の耳の近くで、一哉が小さく息をのむ気配を感じた。

「……恋？」

　私はただ俯いて、できるだけトーンを抑えて低い声で続ける。

「嫉妬も独占欲も、キスも。全部契約違反。私と一哉の間で、恋愛は契約外なんだよ」

　はっきり言い切った私の声が、寝室の空気を引き裂くような余韻を残していた。

　私は一哉を自分の視界に入れないように顔を背け、彼は凍りついたように身じろぎもしない。

　自分でも、矛盾しているのを感じる。一哉の心を探りながら、本当に露わにされるのを怖がっている。こんなふうに強引に力強く感情を向けられたら、どうしたらいいのかわからない。

　そうして気まずい沈黙がどのくらい続いたのか、一哉が深い溜め息をつくのが聞こえた。そこに、「ごめん」と短い謝罪が続く。

「そうだったね。椿の言う通り。こういう行為も気持ちも契約外だ。……周りを欺くつもりが、俺は自分も欺いてたのかもしれない」

　一哉の静かな声と同時に、ベッドが軋む音がした。目線を落としたまま首を動かし、彼のほうに顔を向ける。一哉は床に足を下ろし、ゆっくり立ち上がった。

「俺の身勝手で、椿をひどい目に遭わせてるっていうのに。そんなことも忘れて、幸せな錯覚起こしてたなんて。俺、マジ最低だな」

　私に背を向けたまま自分を責めなじり、一哉はもう一度大きく息を吐いた。そしてシャツのボタンを嵌め直すと、さっきまで私が持っていた上着を拾い上げる。

「一哉……？」

　目を上げ、そっと名前を呼ぶ私の前で、一哉は大きく腕を伸ばして上着を羽織った。そのまま大股でドアに向かって歩いていく。

「どこ行くの？」

　ドアに手をかけた一哉の背中に、思わずそう問いかけていた。

　足を止めた彼が、私に背を向けたままで肩を竦める。

「しばらく椿から離れて、頭冷やす」

「え？」

「錯覚起こしてるなら、早く醒めないと」

　早口にそう言い捨てて、彼は寝室から出ていく。

　私は急いでベッドから降り、その背を追って寝室から飛び出した。

「一哉！」

　呼び止めると、リビングを出ていこうとしていた彼が再び足を止める。

「……形だけの結婚でよかったんだ。俺の我儘で椿にこんな契約を突きつけた。巻き込んだ俺が、ちゃんと見直さないと」

　どこか困惑の色が滲む静かな声にドキッとして、私はその場で立ち尽くした。

　一哉はそれだけ言い残し、一度も私を振り返らないまま、家から出ていってしまった。










センゲン




　ひと晩ふた晩くらい帰ってこなくても、心配することはない。そもそも一哉はうちのホテルのトップの息子なんだし、一週間でも二週間でも宿泊先に困る事態は考えられない。

　そう思うけど、あんなやり取りの後、本当に顔も見なくなった。こんな時に限って、一哉と一緒のお務めもなく、急遽呼ばれることもない。私から何度電話やメールをしてもレスポンスはなし。忙しいからとかじゃなくて、きっと無視しているんだろう。

　そんな状態が四日も続くと、さすがに気になって仕事が手につかない。だから、一哉のご両親にもそれとなく聞いてみた。ふたりとも全然変わった様子がなかったから、実家には帰っていないんだろう。海外出張に出た様子も、うちのホテルに宿泊している形跡もない。じゃあ、あれから彼はどこで過ごしているの？

　不安になって、結局最後は彼のふたりの秘書に連絡した。けれど『奥様からの連絡は取りつがないように、と仰せですので』と、ちょっと申し訳なさそうに、どこか好奇心を漂わせながらシャットアウトされてしまった。

　なによ、それ！と憤慨して、オフィスの電話を叩き切った。

　その後は怒りに任せて一哉への心配を吹き飛ばし、結婚前に戻ったような、平凡で味気ない日々を過ごした。

　結婚前とは比べものにならない立派な家だけど、一哉はいなくて私ひとり。彼について出席するお務めもない。毎日普通に出勤して、高級ホテルの裏方として、電卓をお友達に堅実な仕事をするだけの毎日。

　一哉の背中を止められなかったあの夜までの記憶が、徐々に色褪せてぼんやりしていく。まだほんの一カ月足らずの結婚生活だけど、泡沫うたかたの夢のように現実味が薄れていく。そのまま、私の中から消え去っていくような感覚。

　一年後、一哉との離婚が成立したら、きっとこんな感覚に陥るんだろう。その時期が早まっただけなのかもしれない。

　一哉は『早く醒めないと』と言って出ていった。私を巻き込んだ契約を『見直さないと』って。

　もしかしたら、これで終わりになるかもしれない。私と一哉の契約は期間満了を待たずに終了。

　それを一哉のほうから言ってくれるなら、私はなにも恐れることはない。なにも失うものはない。新たに課せられるものもない。身綺麗になって、さっぱり『さようなら』と終わらせればいいだけ。多少オフィスで居心地の悪い思いはするかもしれないけど、時間が経てばいずれ周りの興味も薄れていく。

　それでいい、と思うのに、私の胸はきゅんと切なく疼いた。

　だって、もしそうなったら一哉はどうなる？　彼はちゃんとアメリカのホテルのオーナー就任を果たすことができる？

　不安が残るままじゃ、終わらせられない。私が戸籍を汚した意味も、この一カ月の演技の意味も、全部全部水の泡になってしまう。

　なぜ、今終わらせるわけにはいかない！と強く思うのか、自分でもよくわからない。一哉がどうなろうと、そんなことを気にする義務は私にはない。

　なのにどうして一哉のことばかり考えてしまうんだろう。無事、一哉にアメリカのホテルのオーナーになってほしいなんて。どうして自分のことのように願っているんだろう。




　一哉が出ていってから丸一週間経った、金曜日。

　その夜、私は悶々としながら、ベッドの上で膝を抱え込んで座っていた。抱えた膝の上に顎を置いて、足先に置いたスマホをさっきからジッと見据えている。

　電話をかけようとして、なかなか決心がつかずに迷っていた。私がどう連絡しても一哉に繋がらないなら、繋げる方法を選ばないと、って思っていた。

　とにかく、一哉ひとりで契約を見直しさせるわけにはいかない。もうすでに巻き込まれている私も、一緒に考えなきゃいけない。今となっては一哉だけの問題じゃない。ふたりの契約なんだから。

　そう決めたから、一哉のお母さんに事情を話して、彼に連絡を取ってもらおうと思った。あのお義母さんなら、『あら、夫婦喧嘩でもしたの？』って、軽く笑い飛ばしてくれるはず。

　私は意を決して、お義母さんに電話をした。私の予想通りの言葉で、お義母さんはケラケラと明るく笑ってくれたけど、一哉の居場所は知らなかった。《私からも椿さんに連絡するよう伝えてみるわ》と言ってくれて、ホッとしながら電話を終えようとした私に、お義母さんが呼びかけてきた。

《でも、夫婦喧嘩するほど仲がいいみたいで、ホッとしたわ》

「え？」

　ちょっと弾んだお義母さんの声に、スマホを持ち直しながら聞き返す。

《最初のうちは、私も主人も心配だったの。一哉は本当に椿さんを幸せにしてあげられるかしら、ってね》

　その言葉に、もしや見抜かれてるんじゃ、と思った。

　一瞬聞き返すのが遅れた私に構わず、お義母さんはなにか思い返すように続ける。

《見た目がああだし、もともと物腰の柔らかい子だから、想像できないかもしれないけど……。恋愛となると冷酷なくらい淡白でね。正直なところ、今まで本気で好きになって付き合った人はいないんじゃないかって、私は読んでるのよ》

「そう、なんですか……」

　驚くまでもなく、私自身最初から感じていたことだった。

　想像できなくなんかない。柔らかい笑顔の裏でそういう冷酷さを持っている人だから、アメリカのホテルのためだけに結婚を考えることができる。あんな脅しをかけて、私に契約を突きつけた。

　そんなことを思い出し、ぼんやりと相槌を打ったのがマズかったのか、お義母さんの声がちょっと慌てた。

《あ、でもね、椿さん！》

　声のトーンを上げながら、お義母さんが急いたように言葉を続けていた。

《結婚はアメリカのホテルを任せる条件だったけど、形だけお見合いをして済ませようとしてるのは気付いてた。でもそれじゃあ、一哉は本当に幸せにはなれないでしょう？　だから、一哉がお見合い相手じゃなく、椿さんとの結婚を報告してくれた時、私は嬉しかったのよ。一哉が自分で選んだあなたとなら幸せな家庭が築ける、私たちはそう確信してるの》

「え……」

　お義母さんの言葉に、スマホを持つ手が震えた。私の胸が、ドクンと疼くように音を立てるのがわかる。

《夫婦喧嘩くらいどんどんしなさい。お互い言いたいこと我慢しないでぶつけ合ってる証拠じゃない。な～に。万が一本当に泥沼の喧嘩をしたら、椿さんは私を頼って。その時はいくらでも助すけ太だ刀ちしてあげる。椿さんは、私の大事な息子の大事な人なんだから。ねっ！》

　そう明るく言われて、ありきたりなお礼しか言えないまま電話を切った。

　ご両親を欺いているのは、一哉だけじゃない。私も一緒だと、今強く思い知った。

　お義母さんは、私と一哉なら『幸せになれる』って言ってくれる。だけど言いたいことをぶつけ合った結果の夫婦喧嘩なんかじゃない。逆になにも伝えられないまま、溝を深めてぎこちなくなってしまっただけだというのに。

　契約結婚なんて、最初から間違っていたんじゃないだろうか。私が一哉の妻として存在すること自体が、一哉の幸せを願っているご両親を不幸にするんじゃないだろうか――。

　このままでいいんだろうか。

　掴みどころのない不安で心が揺れたその時、着信音と同時に、いきなりスマホが震え出した。

「っ……！」

　ドキンと心臓を跳ね上がらせながら慌てて手に取り、そこに一哉の名前が表示されるのを見て、ギクッと肩を震わせる。

　まさかもうお義母さんから連絡がいったとか……!?

　こんなに早く、と思うと、私の心は準備不足で緊張感が湧き上がる。それでも大きく息を吸った後、電話に応答した。ドキドキと速い鼓動を抑え、意識して声のトーンを低く保ちながら、「もしもし？」と探るように問いかける。

《あ、椿さん？》

「へ？」

　だけど、聞こえてきたのはあっけらかんとした明るい声。即座に一哉ではないことはわかり、同時に私の胸に警戒心が広がった。

「要、さん……？」

　どことなく嫌な予感がするのを感じながら、小声でそう訊ねる。

　耳元に、クスッと笑う声が聞こえた。

《声だけで俺ってわかってくれるんだ。嬉しいねえ》

「なんで一哉のスマホから？　一哉と一緒にいるんですか？　だったら彼に代わってください」

　からかい口調の軽い言葉は無視して畳みかける。

　そんな私に、要さんが苦笑したのがわかった。

《随分だな。あー、このままじゃマズいかなって思ったから、取り返しがつかなくなる前に君に教えてあげようと思ったのに。親切心の出し損だった》

「な、なんですか」

　要さんの言葉に、意地悪とは違う忠言のようなニュアンスを感じ取り、私は怯みながら聞き返す。

　ふうっと小さな息をつくのが聞こえた後、《聞いてごらん》という言葉を最後に、私の耳に彼の周りの人たちの声や物音が届いた。

　ガラスがぶつかる硬質な音。女性たちの甲高い甘ったるい声や楽しげな笑い声。その後ろに小さく聞こえるどこかムーディーな音楽。

　私の頭の中にぼんやり浮かぶのは、女性が同伴するそういうお店の光景。想像が働くのとほぼ同時に、《一哉さん》と呼ぶ女性の声が耳に届いて、ドキッとした。思わず「一哉!?」と呼びかけてしまった時、クスクス笑う要さんの声が戻ってくる。

《ど～お？　どこだかわかる？　椿さん》

「なっ……！　ちょっと一哉に代わってください！　なんでこんな」

《代わってあげたいのはやまやまなんだけど、ちょっとそういう状態じゃないんだよね》

　小さな溜め息交じりの声にギクッとすると、スマホが再び要さんの周りの音を捉えた。スマホを一哉に近づけているのか、彼の声が私の耳に届く。

《だから、近寄るな。触るな、って……》

《えー。一哉さん、冷た～い！　もー。そういう割には無防備だし。ねえ、チューしちゃっていい？》

　妙に絡む甘ったるい声の後、リップ音が聞こえる。《んー》と女性の間延びした声。はやし立てるような黄色い悲鳴。

《んっ、だから、よせって……》

　続く途切れ途切れの一哉の声に、頭の中がカッと熱くなるのを感じた。

「い、一哉っ……！」

《だーいじょーぶ。挨拶みたいな軽～いキスされただけだから》

　おもしろそうにそんなことを言う要さんに、本気で怒りがこみ上げてくる。

「なにしてるんですか。こんなこと知らせる前に、止めてください！　今の一哉の声、だいぶ酔ってるんでしょ!?」

　スマホに向かって吠えるように叫びながら、身体が無意識に前のめりになるのがわかる。要さんのクスクス笑う声が、どうしようもなく耳障りだ。

《だから、マズい事態になる前に、椿さんに引き取りに来てもらおうと思ってさ》

「ど、どこですか!?」

　ベッドから飛び降り、バッグから手帳を取り出す。要さんが教えてくれるお店の住所と店名を書き殴って電話を切った。

　メイクなんかしてる場合じゃない。服だって気にしてられない。

　私は白いニットとデニムを身に着け、長い髪をちょっと高い位置でひとまとめに結んだ。そして、上からコートを羽織っただけで、慌てて家から飛び出した。




　途中の通りでタクシーを拾い、住所を告げてお店の前までつけてもらった。私がタクシーを降りたのは、六本木の静かな路地にあるビルの前。要さんの情報だと会員制の超高級クラブが何店も入居しているらしい。

　最上階までエレベーターで上がり、出迎えた黒服に要さんの名前を出して中に入れてもらった。そこはいわゆるバックヤードで、客を通す場所ではないのだろう。ゴージャスなはずの空間を目にすることはなく、かすかな喧騒や人々のざわめきを耳にするだけ。

　私は簡素なコンクリートの壁の廊下を突っ切り、奥まったドアの前で立ち止まった。一度ゴクッと音を立てて唾をのみ、思い切ってドアをノックする。中から「どーぞー」と軽い声が聞こえてきて、私は大きく息を吸ってからドアを開けた。

「失礼します」

　言いながら室内に足を踏み出し、途端に身体が強張るのを感じて立ち竦んだ。

　立派とは言えない黒いソファの上に、一哉が伸びるように横たわっている。私の姿を見て、その反対側のソファに座っていた要さんがおもむろに立ち上がった。

「い、一哉っ!?」

　焦りながら声をあげ、思わず一哉の傍らに駆け寄った。ペタンと床に膝をつき、ソファの上の一哉の顔を覗き込む。彼は「ん」と短く唸っただけで、きつくまぶたを閉じたまま。それ以上の反応はない。

　向かい側のソファから、こっちに近付く足音が聞こえる。

「今日は仕事で会ったんだけどね。だいぶイライラしてたから、ちょっと連れてきてみたんだ。一哉らしくもなく、最初から度数高めの酒ガンガン煽っちゃってさ。俺のほうが驚いた」

　悪びれた様子もなく、要さんが私にそう説明する。

　もともと色素が薄めの一哉の肌が、完全に蒼そう白はくになっていて、透き通っているようだった。苦しそうに眉間に皺を寄せて眠る一哉を見つめた後、背後の要さんを、私はできる限りの目力をこめて睨み上げた。要さんは動じる様子もなく、口角を上げて笑っている。

「大丈夫だよ。かなり熱烈なキスはされてたけど、そっちのほうは無事だから」

「ひどい……。なんでこんなとこに一哉をっ」

　衝動的に立ち上がった。手が振り上がりそうになるのを、歯を食いしばってなんとか耐える。

「言っただろ？　相当イライラしてたから。もしかして、欲求不満なんじゃないかって思ってね」

「えっ」

「最後まで理性が残っちゃったのが残念だけど、俺の読みに間違いはなかったって思うよ。昔はともかく、ここ二、三年は、この手の店の前に連れてくるだけですごい嫌がったのに、なにも言わなかったからね」

　シレッとした要さんの言葉に、一瞬虚を衝かれて素の反応を見せてしまった。

　戸惑いながら一哉を見下ろす私の前で、要さんはやっぱりおもしろそうに笑っている。

「って、別に一哉が羽目を外すとは思ってなかったけど。でも……なるほど。椿さんの反応見る限りじゃ、やっぱり一哉とまだ〝夫婦生活〟ないんだ？　新婚なのに、なんで？」

「っ……」

「うちの親族は、皆藤の嫡男の後継ぎが生まれるのを待ち望んでるのに。一カ月もまるでなしって、おかしくない？」

　すべてを暴かれていく感覚に焦る。黙ってないで、素知らぬ顔して言い繕うべきだと思うのに、見透かされたことに動揺して、私は答えを求めて一哉に視線を落としてしまった。けれどもちろん一哉は私に正解を教えてくれる状況にない。

「そうか。かもな～とは思ってたけど、やっぱり君と一哉の結婚は偽装……ってことか」

　相変わらず口調は軽いけれど、要さんは私に向かってはっきりとそう言った。一瞬ビクッと身体が震えてしまったのも、その細めた瞳で全部射貫くように見られていた。

　私じゃこの人をこれ以上ごまかし通すなんて無理だ。

　心の中で一哉に『ごめん』と謝りながら、私は一度だけ小さく頷いた。

　すると要さんは、どこか満足そうに小さな息をついた。

「一哉はともかく、君はどうしてそんな話に乗ったの？　ああ。うちの妹の麻里香が鼻息荒く言ってたけど、一哉の財産目当て？」

　要さんの笑い声に、ちょっと蔑むような色が交じるのを感じた。それに頷くことはできず、私は曖昧に目線をさまよわせた。

「違う……のかな？　それじゃあなんだろう。でもまあ、金目当てだとしても、一哉自身の財産って意味なら、アメリカのホテルのオーナーに正式に就任しないことには約束されないよ」

　上手くかわせないなら、要さんの言うことは全部無視してしまったほうがいい。

　私はそう決めて、もう一度一哉の傍らで床に膝をついた。

「たとえば、一哉のオーナー就任が今後撤回されるようなことがあったら、ホテル王って意味での財産なんか手に入らないよ」

「っ、お金なんか、どうでもいいです！」

　まるで言い聞かせるような要さんの言葉に、心が逆撫でされるような気がした。

　思わず反論して振り仰ぐ私に、要さんは怪訝そうに眉を寄せる。

「私は……一哉が無事にアメリカのホテルのオーナーになってくれれば、それで……」

　私はギュッと唇を噛んで要さんから顔を背けた。

「い、一哉のこと、知らせてくれてありがとうございました。もう大丈夫ですから、出てってくれませんか」

　でも、要さんは無言のまま動こうとしない。

「出てって!!」

　見下ろされている感覚が、どうにも息苦しい。肩を怒らせて、声の限り怒鳴るように言い捨てた。

「ねえ、椿さん。君と一哉の間の偽装結婚……どういう契約になってるの？」

　どのくらいの沈黙の後か、要さんがそう尋ねてきた。

「偽装を一生続けるとは思えないな……。もしかして期間限定？」

　鋭く見抜かれて、私の身体がビクッと震える。それでもひたすら無言を貫いた。

「ふ～ん」と鼻を鳴らす音が聞こえてくる。

「なあ、椿さん。知ってる？　アメリカのホテルの話……最初は、俺に来るはずだったんだ」

　静かな、抑揚のない声。

　その言葉の意味がわからず、私は一度瞬きをした。

「今俺はヨーロッパでのホテル事業展開に関わる責任者として、その幹部に名を連ねてるんだけど。もちろん、せっかく皆藤の血を引いて生まれたからには、人の手垢のついていない新しいホテルの経営を一からやってみたい……俺は所詮分家だから譲ったけど、一哉と同じ野望は持ってるんだよね」

　頭上から降ってくる低い声に、胸がドキドキと嫌な鼓動を立て始める。

「一哉に課せられたオーナー就任の条件……結婚。それが偽装で許されるなら、俺にも勝算は残ってる。それなら……俺も諦めないほうがよさそうかな」

　その言葉にギクッとしながら、ゆっくり顔を上げた。

「あの……？」

　今の言葉の意味が気になって目を向ける私に、彼は意味ありげに目を細めるだけで、クルッと踵を返す。

「要さん！」

「出てってって言われたから出ていくよ。あ、一哉、起きなくて困るようだったら、ここの黒服にタクシーまで担ぐように頼んでおくから」

　要さんはどこまでも意地悪に私の気持ちを掻き乱した挙句、中途半端な言葉だけを残して部屋から出ていってしまった。




　ふと気付いたら、ブラウンのカーテンの隙間から薄く光が射し込んできていた。

　突っ伏していたベッドから顔を上げ、そのまま目線だけスライドさせる。このベッドの主である一哉が、穏やかな呼吸に胸を上下させながら眠っていた。

　あの後、一哉はまったく起きる気配がなかったため、私はクラブの黒服の手を借りて彼をタクシーに乗せ、マンションに連れ帰った。タクシーを降りてから部屋までは、一哉の左腕を肩から担ぐようにして引きずった。

　見た目はスラッとスリムな一哉だけど、意外と筋肉があって逞しいのは知っている。それでなくても、まったく意識がなく泥酔している男の人をひとりで担いで歩くのは至難の業だ。おかげで、一哉をベッドに放り出すように転がした後は、身体の節々が痛かった。

　具合が悪くならないか気になって、私は彼のベッドサイドに両腕をのせて、青白い顔をジッと見つめた。そういえば私も熱を出した時、こんなふうに一哉に寝顔を見られたんだっけな、と思い出し、頬が熱くなるのを感じた。

　そうしているうちに、結局ベッドに突っ伏したまま眠ってしまい、朝を迎えてしまったようだ。変な格好で寝てしまったせいか、昨夜の力仕事でやられていた身体中の筋肉が軋む気がする。

　明らかに筋肉痛だ、と思いながら、薄い光の中で一哉の顔を覗き込む。昨夜より肌の色は戻っていて、それだけでなんかホッとした。

　軋む身体を重く感じながら、その場に立ち上がる。足音を立てないように窓辺に歩み寄り、カーテンの隙間から空を見上げた。

　そろそろ冬本番を迎える東京の空は、あまりスッキリせず薄曇りだった。早朝という時間ではない。きっと一哉も直に目を覚ますだろう。

　彼が目を覚ましたら、今度こそ要さんのことを伝えなければならない。私と一哉の契約を隠し通せなかったことも。要さんが最後に口にした不穏な言葉も。一哉には絶対言っておかなきゃいけないことだし、私ひとりで抱えるのも不安だった。

『一哉と同じ野望は持ってるんだよね』

　本当は要さんに打診されるはずだったということは、もしかしたら、彼は一哉にアメリカのホテルを奪われたと思っているのかもしれない。そのあたりの事情は、私が首を突っ込むことではないだろうけど、『諦めないほうがよさそう』という言葉は、私には一哉から奪い返そうとしているとしか受け取れなかった。

　一哉の様子を窺うように、私は窓辺からそっとベッドを振り返った。いつもより白く感じる肌のせいか、薄く開いた唇がやけに赤く見える。

　ここでこうして一哉と一緒にいるのは、彼が私に強引にキスしてきたあの夜以来、ということを思い出してしまう。忘れかけていた感触が唇に蘇ってくる気がして、鼓動が落ち着かない。ドキドキと高鳴る胸を押さえながら、なんとなく自分の唇を指先でなぞった。

　それと同時に、要さんの言葉が脳裏をよぎる。

『かなり熱烈なキスはされてたけど』

　途端に、胸がズキッと嫌な音を立てて疼いた。

　それって、私が電話越しに聞いた軽いキスとは違うよね。じゃあ昨夜、キャバ嬢に何度キスされたの。何人とキスしたの。

　そう思うと胸が抉えぐられるようにグリグリ痛み、同時に腹立たしさも沸々と湧き上がってくる。

　その勢いで大きくカーテンを開けると、寝室の中が薄い日射しで照らされた。眩しさに眉を寄せながら、思わず唇を噛み締めた時――。

「ん……」

　小さな唸り声と同時に、一哉が眉間に皺を寄せながら、うっすらと目を開けた。光の射す方向を確認するかのように、窓辺に立つ私のほうに顔が向けられる。

「い、一哉！」

　一哉がさらに強く眉を寄せ、明順応に対応しようとしているのがわかる。何度かパチパチと瞬きをして、私の姿をしっかり視界で捉えた彼が、ひっくり返るような声をあげた。

「……椿っ!?」

　どこか慌てたように大きく辺りを見回し、ここが私と暮らすマンションの寝室だと確認している。その様子の一部始終を見守りながら、私は彼のベッドサイドに戻った。

「なんで俺、ここに？　あれ。昨日、俺……」

　額を押さえながら、昨夜のことを思い出そうとしている。頭痛がするのか、何度もギュッと眉間に力をこめる。

　正直なところ、昨夜なにがあったのか、彼の口から聞きたい。

　そんな気持ちで一哉の記憶が蘇るのを待ったけれど、記憶の断片に辿り着いたのか、彼は一度小さく息をのみ、そのまま私から目を逸らした。

　その反応にイラッとして、私は一哉のベッドサイドで腕組みをした。

「昨夜は随分とお楽しみだったようで」

「っ、えっ？」

　戸惑いに揺れるグレーの瞳が、まっすぐ私に向けられる。それを見て、私はグッと唇を噛んだ。

「要さんから連絡もらった。『マズい事態になる前に、椿さんに引き取りに来てもらおうと思って』って」

「っ……」

「簡単にキスされるくらい酔い潰れるなんて、最低!!」

　言ってしまったら、怒りと悔しさとよくわからない悲しさがこみ上げてきて、気付いたら右手を大きく振り上げ、ベッドに上体だけ起こしていた一哉の頬に、思いっ切り叩きつけていた。乾いた破裂音が寝室に響く。

「……っ！」

　一哉の顔が、私が殴った勢いで軽く背けられた。

　白い頬が赤く染まるのを見ていたら、なぜだかわからないけど泣きたくなった。

「な、何度されたのよ」

　一哉は目を伏せ、頬を押さえたまま、黙って俯いた。

　言いたくないのか言えないのか、それとも本当に覚えてないのか、なんの反応も返ってこない。それが、否定できないという証明にもなる。

「一哉が誰と何度キスしても、それ以上のことしても、私が怒る筋合いもないし、文句も言えない。だけど……一哉がそんなだらしない真似、しないでよ!!」

　言い捨てると同時に、感極まって涙が零れてしまった。

　一瞬、一哉が険しい表情を浮かべて、「椿」と私の名を呼びながらベッドから足を下ろす。

「愛し合う夫婦なんでしょ？　人前ではそういう演技してるのに。なんで一哉がぶち壊すの？　要さんにも見られてたのに。〝新婚早々浮気する旦那〟の姿なんか晒して、私にこれ以上どう演じろって言うのよ!?」

　私が怒りに任せて言った言葉は、あくまでも一哉の態度そのものが契約違反だと罵るものだった。だけど、本当は違う。それだけじゃない。

　私は、本当に浮気された妻の気分になって、傷ついていた。そうじゃなきゃ、こんなに涙が零れるわけがない。

　一哉が演技の成果をどうぶち壊したって、私個人にはなんの影響もない。それなのに、こんなに涙が止まらないのは、私が本当に悲しくて悔しくて切なかったから……。

「ふ、ううっ……！」

　こみ上げる嗚咽を堪えようと、両手で顔を覆って隠しながら、一哉に背を向けた。

「ごめん、椿っ」

　途端にベッドから立ち上がった一哉が、後ろから私をギュッと抱きしめた。

　私を包み込むように胸の前で強く交差する一哉の腕。その力強さにドキッとする。

「……ごめん。ごめん」

　肩にのせられた一哉の顎が動いて、私の耳元で謝罪を繰り返す。その吐息のくすぐったさに、きゅんとする。

「な、んで、抱きしめるの？」

　顔を両手で覆い隠したまま、しゃくり上げて途切れ途切れになる声で訊ねる。

　一哉は一瞬短く息をのんで、私の肩口で首を横に振った。

「……椿、泣いてるから」

　ちょっと戸惑ったような、混乱したような、どこか苦しげな一哉の声に、耳をくすぐられる。

「俺のせいで椿を泣かせたくない、って思ってる」

　彼の声色と口調を聞いていれば、一哉がまだ錯覚から醒めていないのは伝わってくる。彼にとってはこんな力強い抱擁も、泣く子をあやすのと同じ意味しかないのかもしれない、けれど……。

「……っ」

　堪えきれずに嗚咽を漏らした時、私は自分の気持ちに気付いてしまった。

　一哉との結婚の契約に、恋愛感情は一切なし。それが条件だったのに、彼を、好きになってしまった。私は確かに一哉に恋心を抱いている。

　自覚してしまった途端、私の胸が怖くなるくらいドキドキと加速し始めた。

　どうしよう。抱きしめられたままでは、この鼓動に気付かれてしまう。私が契約外の感情を抱いてしまったことを、一哉が勘付いてしまうかもしれない。

　一哉から鼓動を隠すように、私は彼の腕の中で身を縮込めた。

「は、なして」

　強張る私に気付き、彼の抱擁が少し和らぐ。

「椿？」

　どこか探るように肩越しに覗き込まれ、彼とは逆方向に顔を背けた。

　するとその時、リビングからインターホンの音が聞こえてきた。私も一哉も一度ビクッと身体を震わせ、ほとんど同時に寝室のドア口に目を向ける。

　地上エントランスの来訪者を伝えるその音が、もう一度大きく鳴り響く。それを聞いて、一哉が私から腕を解いた。そのまま私に背を向け、寝室を出ていく。

　彼の温もりが消え、私は思わず自分の身体を抱きしめた。そうするだけで一哉の体温が身体に浸透していくような気がして、ドキドキするのに力を抜くことができない。

　しばらくすると、玄関の外のインターホンが聞こえてきた。一哉が玄関に向かう気配がして、やがてふたり分の足音が戻ってくる。

　こんな朝から、お客様……？

　私は慌てて涙を拭い、一度大きく深呼吸した。

　どうしよう。こんな顔でお客様の前に出ないほうがいい。でも、まったく無視ってわけにもいかない。

　どっちつかずで迷っていた時、リビングから声が聞こえてきた。

「なあ、一哉。椿さんは？」

　その声に、ドクンと心臓が大きな音を立ててひっくり返った。

「それより、俺のスマホ。返してくれよ」

　慌てて寝室のドアに向かうと、一哉が不機嫌な調子で応答するのが聞こえる。

「届けにきてやったのに、随分な言い草だな、一哉」

　半分開いたドアの隙間からそっとリビングに目を向ける。一哉の態度からも、相手の声からでもわかる。そこにいたのは、やっぱり要さんだった。

「それこそ、勝手に持って帰る理由がどこにある。早く返せって。椿ならまだ寝てるから」

　一哉は取りつく島もない冷たい応答を繰り返す。けれど、「へえ。まだ寝てるんだ」と言いながら、要さんがこっちに目を向けた。

　思いっ切り目が合ってしまった。慌てて壁に身を寄せてももう遅い。

「なんだ、起きてるじゃないか。おはよう、椿さん。昨夜はどうも」

　明るくそう声をかけられて、無視し通すわけにいかなくなる。

　確かに昨夜は要さんが連絡をくれたから、私は一哉を無事ここまで連れ帰れたんだ。

　そう考えて、仕方なくリビングに足を踏み出す。

「昨夜はご迷惑おかけしました」

　目を伏せながら軽く頭を下げると、一哉が忌々しそうに小さく舌打ちした。

　そんな彼に気を取られ、伏せていた目を上げてしまう。

「あれ。……椿さん、もしかして泣いてたとか？」

　目ざとい要さんに、泣いて赤くなった目に気付かれてしまった。

　慌てて再び顔を背けたけど、彼は確かめようとするように私のほうに踏み出してくる。

「要っ！」

　一哉が険しい声で止めるのも気にせず、要さんは私の目の前で立ち止まり、わざとらしく背を屈めて顔を覗き込んできた。

「もしかして、一哉の昨夜のご乱心の件で、朝から喧嘩？」

　ニヤニヤ笑いながら意地悪く聞かれて、私の肩がビクッと震えた。一哉もそこはバツが悪そうな表情で、キュッと唇を引き結ぶ。

　要さんは私の前に立ったまま、背後の一哉を肩越しに振り返った。

「ただの偽装結婚だっていうのに、〝旦那〟が他の女とイチャイチャするのが許せないのは、女心ってヤツ？」

　一哉のほうに顔を向けながら、要さんは私に向かってそう言った。そうやって、一哉の反応を確かめているのだろう。

「え……」

　私と同様に大きく息をのんで絶句する一哉を確認すると、要さんは満足げに一哉にしっかりと向き合った。

「い、一哉！　ごめん、ちゃんと言おうと思ってたの！」

　私の口から伝えようとしていたのに、突然の襲撃客から無情にも暴かれてしまう。

「ご、ごまかし切れなくて、私……！」

　一歩踏み出しながら言った私を制するように、要さんが目の前に立ちはだかった。そして私に背を向けたまま、一哉に次のひと言を言い放つ。

「椿さんから聞いて驚いたよ。昔から割と女の扱いはぞんざいなとこあったけど、まさか結婚相手まで偽装した挙句、こんなに泣かせるほど傷つけるとはね」

　要さんの言葉はどこかニュアンスが大きく歪わい曲きょくされているけれど、大筋では間違っていない。だから私も一瞬反論に困り、言われた一哉も凍りついたように立ち尽くしていた。

　そんな中、要さんは我がもの顔で大きく胸を張った。

「こんなに純粋なお嬢さんを騙して巻き込んで、その挙句泣かせる男って最低だよ、一哉。これで俺も決心できた」

　高らかに宣言するような要さんを、私は思わず見上げていた。

「一哉、俺はアメリカのホテル、諦めない。お前からオーナーの座を奪ってやる」

「なに……？」

　一哉が険しく顔を強張らせて、一歩大きく踏み出してくる。なのに要さんはまったく動じる様子もなく、ニヤリとほくそ笑んで――。

「お前に課せられた条件……結婚が〝偽装〟でいいなら。囚われのお姫様も一緒にいただくよ。アメリカのホテルも、椿さんも、俺が丸ごと奪ってやる」

　そんなとんでもないことを言い放ったかと思うと、要さんがいきなり大きく私を振り返った。そして、話の展開についていけず呆然としていた私は、強く腕を引かれていた。

「っ……!?」

　視界の端で大きく目を見開く一哉の姿を捉えたのを最後に、目の前が要さんの顔で覆われる。気付いた時には、知らない唇の温もりを感じていた。一度強く押し当てられ、余韻を残して離れていく。なにが起きたか理解できず、私は自分の唇に手を当てていた。

　そんな私の顔を覗き込み、要さんがやけに妖艶に口角を上げて笑う。

「俺なら、君との結婚を本物にしてあげるよ。期間限定にもしないし、こんなに泣かせたりしない。略奪宣言の挨拶代わりに、キス、いただいとくよ。ごちそう様」

　場の空気に合わない軽いひと言。

　私も一哉も、要さんに完全にのまれたまま。

「じゃ、よろしく」

　ヒラヒラと手を振って要さんが家から出ていっても、なにも言えなかった。

　一哉の目の前で、要さんにキスされた。『奪う』なんて言われてしまった――。

　家の空気は、完全に凍りついていた。










コクハク




　朝一番で処理を終えて提出した経費支払の書類に、リテイクを受けた。

「水沢さん、どうしたの。ここ、適用レート、間違ってるよ」

　課長から呼ばれて書類を突き返され、そんなバカな、と首をかしげながら、言われた部分を確認する。

　それは海外勤務の派遣社員から申請された、経費精算の支払伝票だった。海外の経費精算は使用当日の換算レートではなく、その月ごとに設定された社内独自の仮想レートを使って精算するのが決まりになっている。

　よくよく見てみると……。

「あ、すみませんっ……!!」

　ヨーロッパの領収書だったから、当たり前にユーロのレートを入力していたけれど、領収書の通貨はイギリスポンドだ。このまま支払ったら大変なことになる。

「すぐ直します!!」

　慌てて課長に頭を下げてから、自分のデスクに戻った。

　隣の席の芙美が、チラリと私に視線を向けるのがわかる。『どうしたの～』と唇の動きだけで言われて、私は小さく肩を竦めた。そして、ついさっき閉じたファイルを開き、正しいレートを入力する。

　悪夢のような週末を終え、週が明けて三日。私は自分でも信じられない凡ミスを繰り返していた。

　ＥＮＴキーを押して完了させるとともにドッと肩を落とし、大きな溜め息を放った。

　ダメだ。全然頭が仕事に染まってくれない。

〝旦那様〟の一哉の前で、彼の従兄弟である要さんに略奪宣言された上、挨拶と称してキスを奪われた後。私と一哉の間には、なんとも言えない重い空気が漂った。一哉は無言で、ダンッ！と壁に拳を打ちつけた。その音に怯む私の前で大きく肩で息をして、『出かける』とひと言残して出ていってしまった。

　そして、それからずっと家に戻ってこない。おかげで、せっかく一度は彼を連れ戻すことができたのに、振り出しに戻ってしまった。

　一哉がどうしているのか気になって仕方ないけど、なにをどう言ったらいいのかわからない。その上、なにを言っても言い訳にしかならない気がして、連絡できずにいた。

　一哉を好きだと気付いてしまった途端、なんでこんなことに……と神様を呪いたくなる。同時に、これが本来の運命なんだ、とも思う。

　始まりからして契約でしかないんだから、私が一哉を好きになっても、どうにもならない。要さんの乱入は大きな番狂わせだけど、私と一哉の契約に変化が起きるわけでもない。

　芙美の興味津々の視線を意識しながら、私はもう一度大きな溜め息をついた。

　気を入れ直して作成した支払伝票をプリントして、課長に再提出しようとした時、卓上ホルダに差してある内線用ＰＨＳが着信音を奏でた。

「はい。経理部、水沢です」

　仕事中使っている旧姓を、当たり前に名乗って応答した。相手は一瞬怯んだように、《皆藤椿さんですよね？》と訊ねてくる。

　社内ネットの内線電話表にはちゃんと私の名前は旧姓表示されているのに、この反応。絶対ホテル棟の宿泊部のスタッフからに決まってる。

　アポなしで私を訪ねてくる人は大概『皆藤椿さん』と名前を出す。この間の麻里香さんももちろんそのひとり。だからフロントでは、いちいち内線表を確認しなくていいように、私の番号をどこかにメモしているんだろう。

　肩を竦めながら、「すみません」と謝る。

「皆藤、椿、です」

　相手はやっぱりフロントクラークだったのか、ちょっとホッとしたように私に来客を伝えてくれた。そして私は反射的に眉を寄せた。




「悪かったね。仕事中にアポなしで」

　アポなし襲撃は、皆藤家の分家では正攻法なんだろうか、と思うほど、ロビーで私を出迎えた要さんは、まったく悪びれもせずにヒラヒラと手をかざした。

　フロントクラークを通して〝皆藤〟の名を出されてしまっては、無下にシャットアウトできない。

　私はわかりやすいくらい不機嫌な表情のまま、要さんの前に立った。

「なにか用ですか」

　自分でも驚くくらい、冷たくつっけんどんな声が漏れる。

　要さんは特に気にした様子もなく、小さく肩を竦めた。

「そんな嫌がらないで。ちゃんと真剣に話しておきたいなって思っただけだから」

　相手にしないつもりだったのに、『真剣に』という言葉に思いの外揺れ動く自分がいる。

　黙って逡巡した私を、要さんは麻里香さんと同様にラウンジに誘った。

　麻里香さんの時とは違う、入口に近い席で向かい合う。

「あれから、どう？　一哉は」

　お互いホットコーヒーをオーダーした後、要さんはテーブルに頬杖をついて首をかしげた。

「……わかってるんじゃないですか。なんでそんな意地悪に探るんですか」

　この人のせいで台無しだ、と八つ当たり的な気分になって、私はとげとげしい口調で呟いていた。

「つまり、溝が深まったまま、一哉はまた家に帰ってこない、と」

「わかってるなら、聞かないでください」

　そう言って顔を背けた時、ラウンジスタッフがコーヒーを運んできた。いいタイミングで会話が途切れ、私は一度大きく深呼吸をした。スタッフが離れていくのを見送って、思い切って顔を上げる。

「あの。なにが目的なのか知りませんけど、ふざけてるだけならやめてください」

　必死に苛立ちを抑えながら、なんとかそれだけを伝えた。

　要さんは、ピクッと眉尻を上げて反応した。

「ふざけてる？」

「だ、誰が聞いても正気じゃないですよね」

「皆藤の嫡男の〝嫁〟に横恋慕することが？」

　即座に畳みかけられて、私は思わず口ごもる。その隙をつくように、彼はグッと身を乗り出した。

「『ふざけてる』は心外だな。本気だよ。俺は、君が好きだ」

　真剣な顔であっさり言われ、私はなにも言い返せない。不覚にもドキドキしてしまい、それをごまかすように俯き、テーブルの上で湯気を立てるコーヒーのカップを見つめた。

「信じない？　まあ、簡単には信じられないか。少なくとも対外的には、俺は一哉の妻に情を寄せる不届者だからね。もちろん椿さんも、俺を受け入れたりしたら相当な言われ方をするだろう」

「なら……!!」

「それでも欲しいから一哉の前で言った。この間も言った通り、〝偽装〟のままでは終わらせない。ちゃんと本物にしてみせる。俺なりに正々堂々と宣戦布告したつもりだ」

　まっすぐ射貫くような瞳を向けられ、私はそれ以上声を出せない。肩に力をこめて大きく顔を俯けた。

　ちゃんとはっきり拒まないといけないのに、要さんの言葉はまっすぐで、避けようもなく私の胸に突き刺さる。これ以上この人の本気をぶつけられたら、まっすぐ立っていられないんじゃないかと思うくらい、強烈に私を揺さぶる。『本気？』と繰り返すのは、自分が逃げたいだけのような気がしてできなかった。

　彼は小さく息を吐いて、ブラックのままのコーヒーに口をつける。

「俺を断るのは、椿さんが一哉の妻だから？」

　そう聞かれて、私は即座に首を縦に振った。

「当たり前じゃないですか。私は……」

「でも、そこに愛はないんだよね？」

　返事を遮られ、私は思わず口を閉ざす。

　どうやり過ごそうか考えながら、私はミルクを入れたコーヒーをひと口飲んだ。

「普通……自分の嫁が目の前で他の男とキスしたりしたら、かなり激高するもんだと思う。少なくとも俺の目の前で一哉が君にキスしたら、絶対一哉をぶん殴るね」

「言っときますけど、私は要さんの恋人でもなんでもないです」

「ふふ。でも、そこはそこで。……一哉、普通だよね」

　普通もなにも、私にはなにも答えられない。なんせあれから本当に一哉と顔を合わせていないのだから。

「むしろ、今まで以上に仕事一筋で、それ以外のことを冷酷に切り捨ててる。もちろん、君のことも。俺は椿さんの恋人じゃなくても好きだから、そんな状態で冷静になんかなれないけど。一哉は君に気持ちがないから、平気な顔してられるんじゃないのかな」

　続いた要さんの言葉には、ただ目を伏せた。あまりにサラッと言われるから、彼の本気に引きずり込まれそうになる。

「俺は一哉に、オーナーの座と君、ふたつを奪うって言ったはずなのに、一哉が守ろうとするのはオーナーの座だけ。君じゃない」

　唇を噛んで、膝の上でギュッと手を握り締めた。

「いくら愛のない偽装結婚でも、そんなどうでもいい扱いされたら虚しくない？」

　要さんのひと言ひと言が、いちいち胸に突き刺さる。

　本当は、『要さんだって私を引き合いにしてゲーム感覚でおもしろがってるくせに』、と罵りたかった。それなのに黙って俯くことしかできなかったのは、彼が言ったまっすぐな『好き』という言葉が、自分で思う以上に嬉しかったからだ。

　一哉のことが好きだと気付いた。だから要さんの気持ちに応えるつもりはない。

　もし私がはっきりそう言っても、一哉の気持ちが私にないことを知っている限り、要さんの態度は変わらないだろう。結局のところ、『相手にされないのに虚しいでしょ？』のひと言で終わってしまう。そして実際、本当に虚しくなると私もわかってる。

「……すみません。あまり仕事を抜けられないので、失礼します」

　コーヒーのカップをソーサーに戻し、私は椅子から立ち上がった。

　仕事を口にすれば、要さんも強くは止めない。

「今度からはちゃんとアポ取るから、ゆっくり時間とって」

　ヒラヒラ手を振りながら軽い調子でそう言われた。

　私は反応を返さずに背を向け、足早にラウンジから立ち去った。




　その夜、一哉のご両親から、夕食の招待を受けた。おかげで今、まるで宮殿のような彼の実家のダイニングで、私はふたりと向き合って座っている。

「ちょっと前に一哉に、ふたりでいらっしゃいって誘ったのに、『仕事が忙しいから約束できない』なんて言われたのよ。なんでも、また昨日からニューヨークへ行ってるんですって？」

　優雅にナイフとフォークを動かしながら、お義母さんが眉を寄せて小首をかしげる。そんなお義母さんに、私は素で「え？」と聞き返していた。

『知らなかったの？』と問いかけるような視線がふたりからまっすぐ返ってきて、私は慌てて肩を竦めた。その様子に、お義母さんが苦笑する。

「もしかして、まだ仲直りしてない？　この間椿さんに頼まれたから、電話は入れておいたんだけど。ああ、でも留守電になっちゃったから、もしかしたらメッセージ聞いてないのかしら」

　私は曖昧に微笑み、目の前の立派なメインディッシュに視線を落とす。牛フィレ肉のブルネロ煮込み。国産Ａ５ランクの黒毛和牛は、よく煮込んであって柔らかい。なのに、まるでゴムを噛んでいるかのように味気なく感じる。

「仲直り？　なんだ椿さん、一哉と喧嘩してたのか」

　お義母さんの言葉に、お義父さんが反応した。

「あ、いえ、あの……。そんな大したことじゃないんですけど」

　とっさにそうごまかしたけど、むしろお義母さんに電話した時より、事態が複雑になってしまっている。さすがにそれを、この優雅な食卓で口にすることはできない。

「それでかな。今回の出張が決まった時、『せっかくだから椿さんも連れていけばどうだ？』って言ったんだが、一哉のヤツ『そのうちな』って素っ気なかったから」

　それを聞いて、私は思わず大きく顔を上げた。

「椿さんにまったく話してなかったのか？　まあ、もともと予定に入ってたわけじゃなく、急遽決まった出張だからな」

　ナイフをほとんど動かすこともなく、スッと引いただけで切れるお肉を口に運びながら、お義父さんがさりげなくフォローするような口調で続けた。

「そう……ですか」

　取り繕うなら、もっと他に言いようがあったはずだ。でも私の口から漏れた声は、自分でも驚くくらい沈んでいた。ナイフとフォークを動かす手まで止まってしまい、向かいでふたりが瞬きしながら顔を見合わせているのがわかる。

「もしかして……結構深刻な喧嘩なの？」

　お義母さんも心配そうにテーブル越しに身を乗り出して訊ねてくる。

　私は顔が強張るのを感じながら、なんとか必死に笑ってみせた。

「い、いえ！　あの、本当に。おっしゃる通り一哉が忙しいので、なかなかふたりで話す時間が取れないってだけで……」

　自分で言い訳しながら、その言葉が胸に引っかかった。一哉が忙しいのはもちろんだけど、本当はそれじゃいけない。結局それを言い訳にして逃げてるだけだと、今になって自覚した。

「あの調子じゃ、クリスマスも年末年始もニューヨークで過ごすことになりそうだしな……。あ。もしそうなったら、椿さんも一緒に行ってきたらどうだい？」

「え？」

「日本でなかなか時間が取れないなら、なおさらだ。出張中でも、せっかくのホリデイなんだ。さすがに働き詰めにはならないだろう。それにハネムーン、まだだろう？」

　ニッコリ笑いながら勧めてくれるお義父さんに、お義母さんも「あらいいわね！」と手を叩いた。

「椿さんは行ったことある？　ニューヨーク。さすがに寒さが厳しいけど、冬は一番ニューヨークのよさが感じられると思うわ。どこか空気が凜として気が引き締まるの。それに大晦日のカウントダウンも賑やかで楽しいわよ！」

　沈みかけた私の気持ちを盛り上げようとしてくれているのか、お義母さんはまるで子供みたいに楽しげなはしゃぎ声をあげた。

　私はぎこちなく微笑みながら相槌を打ち、今ニューヨークの街にいる一哉を心に思描いた。

　昨日から、ニューヨーク。日本を離れることになるのに連絡もないなんて、要さんが言ってた通り、一哉の頭の中には仕事しかないんだろうか。私のことは、ほんの少しも気にしてくれてないんだろうか。

　そう思うと悲しい。寂しい。そして悔しさも湧き上がる。

　一哉とちゃんと話したい――。

　私と一哉の幸せを願ってくれるご両親と向き合っていて、私は、この間お義母さんが電話で話してくれた言葉を思い出した。

　もしかしたら、アメリカのホテルのオーナーに就任するための条件は〝結婚〟ではなく、一哉が幸せになることだったんじゃないだろうか。それなら、結婚を適当に決めたままの一哉じゃいけない。

　そう感じて、私の胸がドクンと強く疼いた。

　要さんがまっすぐな心を見せてくれるというだけで、彼に揺さぶられてはいけない。揺れる言い訳にしちゃいけない。私は、一哉の妻として、ちゃんと彼に伝えなきゃいけない。

　できることはそれだけだ。




　一哉の実家での夕食を終えて、豪華な黒塗りのリムジンでマンションまで送ってもらった。ゆっくりお風呂に入った後、この間一哉が電話をくれた時間を待って、思い切ってスマホを手に取る。

　あの時間、彼は通勤途中だったはず。たとえ繋がっても話せる時間は短いだろう。でもそれでいい。ひと言、一哉に気持ちを伝えられれば、今はそれでいい。

　私はベッドの上にペタンと座り、スマホに一哉の電話番号を表示させた。指でタップするだけで、私が発信した電波はニューヨークに飛ぶ。

　聞こえてくる呼び出し音を、何回待てばいいだろう。どれだけ待っても出てくれないかもしれないし、そもそも出られる状況ではないかもしれない。

　でも、大事なことだから、メールなんかじゃ伝えられない。

《……もしもし？》

　十回のコールを待った後、どこか憚るような低い声で応答があった。久しぶりに聞く一哉の声に、心臓がドクンと一際大きな音を立てる。呼びかけようとした声が、喉に引っかかって出てこない。

《椿？》

　沈黙する私に、一哉が訝しそうな声で呼びかけてきた。

「ご、ごめん」

　一度ゴクッと唾をのんでから、慌てて言葉を口にする。

《いや》と短い返事が返ってきた。

　声を潜める一哉の背後で、車のクラクションが遠く聞こえる。それでもざわついた気配はなく、もしかしたら車の中にいるのかもしれないと思った。

「仕事、行く途中だよね。すぐ終わらせるから」

《仕事、って。……俺が今ニューヨークにいること、知ってた？》

「今日、一哉のご両親に夕食に誘われて」

《ああ……》

　私と一緒に、と誘われていたことを思い出したのか、一哉の声が尻すぼみになった。

「ごめん」と、私と一哉の声が重なった。さらに、お互いに聞き返すタイミングも被る。先を譲るように黙ると、一哉の声が私の耳に届いた。

《椿のこと、ほったらかしにして。連絡もしないで、ごめん。正直……混乱中にさらに混乱お見舞いされて、結構参ってた》

　溜め息交じりの声だけでも、一哉が本当に惑っていることが伝わってくる。

「私も、ごめん」

　湧き上がってくる緊張を抑えるように、一度大きく息を吸ってからゆっくりそう呟いた。今度は一哉のほうが私を促すように黙り込む。

「要さんに気付かれたこと、ちゃんと私の口から言わなきゃいけなかったのに」

《それは……椿が悪いわけじゃないから》

　そう言ってくれても、一哉の声にはやっぱりどこか不機嫌が交じる。

　さらに低く聞こえにくくなる声に手を伸ばすように、私は無意識に背筋を伸ばしていた。

「一哉、あのね、私……」

《椿。要のこと、どう思ってる？》

「え？」

　思い切って口にしようとした言葉は、無情にも一哉に遮られた。しかも予想外の質問に、私は一瞬素で戸惑ってしまう。

《俺、アイツの女癖の悪さとか知ってるから逆にわかる。椿は今まで連れ歩いてた女と全然違うタイプだからこそ。要、本気だ》

　声のトーンを抑え、早口で私にそう告げる。

　それはきっと、激しい混乱の中で、自分ではっきりわかる答えなんだろう。

《少なくとも俺は、要が女にあんな強引なことするの、見たことない》

　そう畳みかけられて、私は一度目を伏せた。

「ごめん……。今日、ホテルに訪ねてきたから、要さんと会った」

《……そう》

「要さんに、言われた。『好きだ』って。『本気だ』って」

　いつの間にか正座していた膝の上で、私は右手をギュッと握り締めた。

　電話からは一哉の深い溜め息が聞こえてくる。

《そっか。やっぱり》

「で、でも一哉、聞いて。私ね……」

《椿。もし君が、要の気持ちが嬉しいって言うなら、俺は――》

「聞いてったら!!」

　一哉が私になにを言おうとしているかわかるから、思わず声を張り上げていた。彼が怯んだ気配が、私の耳にもちゃんと伝わってくる。

「要さんが本気かどうかを話したいんじゃないの。私が好きなのは一哉なの!!」

《えっ》

　感情の勢いのままに、ほとんど怒鳴るようにそう言った。

　生まれて初めての告白なのに、こんなんじゃほとんど喧嘩腰。しかも、即座に聞き返してきた一哉の声が本当に驚いたようにひっくり返っていたから、さらに怒りが煽られた。

「一哉も要さんも、私の気持ち丸無視で、勝手なことばかり言わないでよね!!　いい？私は一哉のものでもないし、もちろん要さんのものでもない。誰がどう本気だろうが、奪うだの譲るだのって扱いされるのは大迷惑！　私が誰を好きになるかなんて、私の勝手でしょうが!!」

　そのままの勢いで、一心に言い募る。もちろん一哉は、私に気圧されて言葉を挟むこともできない。

「一哉が私のことなんか本当にどうでもいいのは、よ～くわかってます。それでいいわよ。そういう契約なんだから。でもねっ！」

　息を吐きながらしゃべり続けて、自分の声でむせ返る。

《椿？》と、そっと呼びかける一哉の声を聞きながら、私は一度呼吸を整えた。そして、一気に言い切る。

「契約外なのは承知の上で、言わせていただきます。私、今後は一哉に恋させてもらいます!!」

《っ……》

「じゃ」

　自分の言いたいことだけ一方的に言い放ち、一哉が息をのんでいる気配を感じながら、私は乱暴に電話を切った。ニューヨークとの繋がりを断ったスマホが、コロンと手から零れ落ちる。

「はは……」

　心臓が、爆音を放ってフル回転しているのがわかる。身体中至るところで、血管が脈動するのを感じるくらい緊張していたことを、今さらながら自覚する。

　小さく乾いた笑い声を漏らした瞬間、緊張の糸がプチッと音を立てて切れたような気がした。そのまま力を失い、ゴロンとベッドに仰向けで横たわる。

「はは。……言った～」

　まだ鼓動は速いし、興奮が収まりきらない。ドキドキと脈打つ胸が、時々きゅんと疼くのを感じながら、私はお腹の底から太く長い息を吐いた。そして、完全に私の迫力にのまれて、声を挟むこともできなかった一哉に、痛快に近い満足感を覚えていた。

　言いたいことはちゃんと言った。伝えたい気持ちはさらけ出した。それでも一哉が契約を見直すって言うなら、勝手にすればいい。

　私はただ、一哉に宣言した通り、契約外恋愛を断行する。ホテル王だろうが御曹司だろうが、私の心の向きを勝手に変えたりさせるものか。

「揺れない。絶対」

　自分を勇気付けるように、私はひと言、決意の言葉を口にした。




　十二月が迫り、街にクリスマスムードが深まる中、ホテルの宿泊棟はクリスマスらしい派手で賑やかな飾りつけが施されていた。毎年広報部が頑張って、集客のために新聞広告を載せるから、宿泊客ではないお客さんもロビーで記念撮影をしたりする。例年、一番ホテルが華やぐシーズンだ。

　そんな中、内部ではちょっときなくさい噂が流れ始めていた。年明け二月に予定されている一哉のオーナー就任のセレモニーが延期になるかもしれない、というものだった。

　最初に社内でその噂を耳にした時、光の速さで伝わる噂というものを、生まれて初めて本気で怖いと思った。出どころがどこかわからない。だけど、大筋で間違っていないことを、私はその前に一哉のご両親から聞いて知っていた。

『ここに来て要が名乗り上げてきてね。一哉のオーナー就任の一般披露は、年度末まで待ってほしいと』

　お義父さんが、わずかに厳しい表情を浮かべて私にそう教えてくれた。

『この話はもともと要にも打診していたものだし、もちろん彼も社長として申し分ない人材だ。ただ、今回はもう一哉に任せてアメリカでも動いてもらっているし、とても取り合える状況じゃない。しかし要のヤツ、急な交代でも文句を言わせないよう、今年中に今期の実績を二倍に計上してみせると宣言してきてね』

　いつもは朗らかなお義母さんまで、眉を潜めて浮かない表情を隠せずにいた。

　その話を聞いた時、ふたりの前でも私が取り乱さずに済んだのは、要さんがそのくらいのことは仕掛けてくると、予想していたからだった。皆藤家の嫡男の一哉からオーナーの座を奪おうというからには、彼以上のオーナーとしての器と実績を示さなければならない。

　今年中というと、あと一カ月しかないのにそこまで強気に出るからには、よほどの勝算があるということ。初めて会った時に〝デキる男〟と感じたことを思い出し、私も薄ら寒い気分になるのを抑えられなかった。

　もちろん話はニューヨークの一哉にも伝わっていることだろう。当初一週間の予定だった出張を、さらに一週間延長したのは、きっとそのせいだと思う。

　大丈夫。一哉が頑張ってるなら、私が不安がる必要はない。

　自分でそう強く信じることができたから、私は社内の噂も笑って聞き流すことができた。




　一哉が出張に行ってから十二日。十二月に突入して第一週目の木曜日。オフィスの仕事だけで解放され、久々にまっすぐ家に帰った私を、ラフな服装の一哉が「お帰り」と出迎えた。呆然と玄関に立ち尽くす私を、彼は少し段差のある玄関先から静かに見下ろしている。

「寒かったろ？　風呂沸いてるから先入っちゃえば？　あ、夕飯どうしようか。宅配ピザでよければ、俺オーダーしておくけど」

　こうして家で生活するのが久しぶりだと感じさせないくらい、一哉はケロッと言い放つ。

　実際のところ、何週間ぶりだろう。一哉がこの家でお風呂に入ってご飯を食べるのは。いや、それ以上に、私だけがこんなにびっくりさせられて、彼が平然としているのが納得いかない。というよりむしろ腹立たしい。

「椿、ピザなにがいい？」

　リビングに戻りながら肩越しに振り返り、私にそんなことを訊ねてくる一哉に、

「うわっ!?」

　私はその背を追いながら、肩から掛けていたバッグを思いっ切り振りかざしていた。避けきれなかった一哉の右腕に、バシッと音を立ててぶつかる。

「つ、椿っ!!」

「なにがピザよ、なにが!!」

「え？　俺、好きだって言ったよね？　前に」

「そんなことどうでもいい！　なんでそんな平然と帰ってこれるのよ！」

　そう叫びながら、一哉の前に回り込む。今度は両拳を彼の胸に打ちつけた。「うっ」と短く唸る声が頭上から聞こえる。彼は私の勢いを受け止めきれずに、廊下の壁に背をついた。

「いってえ……。なんか俺、この間っから椿に殴られてばっかりだな～……」

「一哉が悪いんじゃない！」

　呑気な苦笑に苛立ちながら、私はもう一度一哉の胸をドンと殴る。その手を、一哉が掴んで止めた。

「痛いって。マジで。俺が悪いのは、ちゃんとわかってるから」

　静かに穏やかに呟かれ、掴まれたままの両手が震えた。

　なにも言えずに俯き肩を震わせる私に、一哉がさらに言葉を続ける。

「要をあんな形で煽ったのも、椿を泣かせてるのも、全部俺。なにもかも、俺が卑怯なせいだって、わかってる」

　言い聞かせるように言って、一哉は私の手をそっと離すと、頭の上にポンと置いた。

「……この間要に言われた通り、俺、今まで仕事以外のことはどうでもよかった。女も……役に立つか立たないかって意識だけで付き合ってたし、椿に対してもひどいことしてる。わかってるんだ、本当に」

　淡々と私に告げながら、一哉は頭の上の手をゆっくり下ろしてきた。その手が私の頬に触れ、そのまま止まる。親指だけがスライドして、私の頬を伝う涙を指先ですくってくれた。

「要が本気なら、こんな俺よりずっと椿を幸せにできる。俺が守るべきなのはアメリカのホテルのオーナーの座。だから仕事に専念して、早くこんな契約から君を自由にしてあげたいって……そう思ってたのに……」

　段々と小さくなっていく声をそこで切って、一哉は私から顔を隠すように背ける。

「アメリカで仕事をしていても、考えるのは君のことばかり。……苦しくて、堪らない」

　それまで淡々としていた一哉の声に、感情がこもって小さく震えたのがわかった。

「思い出したくない。考えないようにしようとしても、蘇ってくるんだ。……要が君にキスしたあの光景が」

　一哉は大きな手で目元を隠しながら、私に告げる言葉に自分で混乱しているかのように、ブルッと肩を震わせる。

「ホテルと一緒に君を要に奪われると思ったら、胸を掻きむしりたくなるくらい苦しくなる。手放したくなくて守りたいのはどっちなのか自分でも混乱して、叫び出したい気分だったのに……椿が俺のこと好きだって言ってくれたのが、信じられないくらい嬉しくて」

　私から顔を背けたまま、自分の心にも困惑を隠せずにいる一哉の声が震える。

　そんな彼の横顔に、切ないくらいきゅんとした。すべてが根っこから掘り返されるように、私の鼓動がひっくり返る。

「椿が俺にくれた言葉に、俺のほうははっきりした気持ちを上手く伝えられないのに、卑怯なことを言おうとしてる。それは自覚してるんだけど……」

　そう呟きながら、一哉は顔からゆっくり手を離し、私に視線を戻した。

　私は、涙を浮かべた瞳を彼にまっすぐ向ける。一瞬揺らいだ一哉の瞳からじゃ、彼が私にどういう答えを出そうとしているのかわからない。

「俺は……ホテルも君も、要に奪われたくない。今、それだけは自分でもはっきりわかる」

　一哉がどこか考えるように私に告げたその言葉に、トクンと鼓動が騒ぐのを感じた。

　そんな私の前で、彼がキュッと唇を引き結んだ。再び開いたその唇が、「椿」と私の名を紡ぐ。

「椿に感じるこの気持ちが恋なのか、はっきり言えなくてごめん。だけど、君を大事にしたい。優しくしたい。君に、恋をしたい。それが、今の俺の本当の気持ち」

　そう言い切ると、一哉はちょっと緊張しているように瞳を揺らす。

「……ごめん。こんなんじゃ、やっぱり伝わらないかな」

　困ったような声で呟く一哉に、私は目を伏せ、ゆっくり首を横に振った。

　私が一哉に向けた恋心と同じ心を、彼は私に返してくれない。

　わかっているのに、今はそれで十分だと思えたのは、一哉の言葉がとても真摯で、確かな本気を感じられたから。

「急がなくていい。私、待ってるから。一哉が、答えを出してくれるのを」

　だから、微笑むことができた。

「今は、アメリカのホテルを死守すること。それだけを考えて、頑張って」

　鼻の奥のほうがツーンとする。それでも、今私が彼に向けられる精一杯の笑顔でそう言った。

　そんな私に、一哉はちょっと表情を歪ませた。

「椿、約束する。俺は必ずアメリカのホテルを手に入れる。そして、立派なオーナーになって、君への気持ちにちゃんと向き合う。だから……」

　一哉は、自分の気持ちに急いたようにそう言って、キュッと唇を引き締めた。そして。

「……今は、俺のそばにいてください」

　どこか強張った表情で、一哉がまっすぐ私にそう言ってくれた。私は泣きそうになりながら、大きく頷いてみせる。

「はい」

　はっきりとそう返事をすると、彼が私の頭上でホッと息をついたのが感じられた。

「ありがとう、椿」

　そう言って、一哉はちょっとぎこちなく私の肩に手を置いた。その手が背中に下りてきて、そっと私を抱き寄せる。私は、まるで導かれるように、彼の胸に顔を埋めた。

「……ありがとう」

　絞り出すように、一哉が繰り返し私に告げたその言葉。求められているような気がして、きゅんとした。

　一哉の胸から、彼の速い鼓動が直に伝わってくる。フワフワ浮いているような気分でそっと胸元から見上げると、一哉らしいはにかんだ笑顔が目に飛び込んできた。

　背中に回されていた手が、私の髪を優しく撫でる。サラッと指に通して弄ぶような仕草。それだけで、とても大事にされているように思うのに、まだ一哉にとっては恋にはならない。

　私は一哉の背中に腕を回し、切ない想いで彼をギュッと抱きしめた。










モクテキ




　一哉に『契約外恋愛をする』と、宣言したとはいっても――。

　自慢にもならないけど、私は胸を張って誇れるほどの恋愛経験はない。

　おかげで、せっかくの休日、彼をデートに誘い出したいのに、上手く誘導することができない。

「ねえ、一哉。出張疲れ、まだ残ってる？」

　ソファでくつろぎながら膝の上でタブレットを操作する一哉に、そ～っと探りを入れてみた。

「別に」

　彼から返ってくるのは、そんな素っ気ない返事。

「そ、それならさ。せっかくの日曜日だし、家でなんにもしないで過ごすって言うのももったいないし……」

　両手の指を組み合わせながら、ボソボソと呟く。

　あと一息！というところで、一哉がチラッと私に横目を流してきた。おかげで、ドッキーンと胸の鼓動が跳ね上がってしまう。

「そ、その……私と……」

　ドキドキしながら続けているうちに、頬がカアッと熱くなってくるのを感じる。

　一哉は、膝の上で軽く頬杖をついて、私の次の言葉を待っている。

　まっすぐ向けられる視線に、さらに緊張感が強まって、私はそのまま言い淀んでいた。そして、微妙な沈黙が流れる。

　それを先に破ったのは、小さくクスッと笑った一哉だった。

「椿、俺となにがしたいの？」

　助け舟のように聞こえて、私はホッとしながら勢いよく顔を上げた。

　一哉はちょっと意地悪にニコッと笑う。

「なにかしたいけど椿のほうに希望がないって言うなら、俺の希望聞いてもらうけどいい？」

「あ、う、うん！　なに？」

　特に深く考えもせずに、私は一哉の隣に腰を下ろした。私の頭の中は〝デート〟でいっぱいで、彼の言葉のニュアンスを、普通に〝どこに出かけるか〟くらいにしか受け止めていなかったのだ。ところが……。

「ベッド。行く？」

「……はい？」

　耳元に囁かれた短いひと言に、私はハトが豆鉄砲状態できょとんと目を丸くした。そのまま無言で何度も瞬きをする私に、彼はさらにニッコリと妖艶に微笑む。

「ちょっと卑怯なのは自覚してるけど、椿、俺のこと好きって言ってくれたし。まあ、これも男の欲求ってことで……」

　日曜日の昼間から、ふてぶてしいほど開き直って、私に危険な誘惑を仕掛けてくる。

「ちょっ……ちょっと待った～!!」

　目の前に迫ってくる一哉の顔を両手でグッと押して避けながら、私は必死に声をあげた。「うっ」と短い声を漏らして顔をしかめる一哉に、私は背を仰け反らせながらさらに叫ぶ。

「一哉らしくない！　要さんっぽいこと言わないでったら！」

　私の言葉を聞いた途端、一哉が鼻を押さえながら、わかりやすくムッと表情を曇らせた。

「ちょっと待て。なんでそこで要が出てくるの。もしかして要にそうやって誘われたことがあるとか……？」

「ない！　ないけど!!」

　私はガックリと肩を落とす。一哉のほうは、要さんの名前で機嫌を損ねてしまったようだ。お互い無言のまま額を突き合わせる。

　否定はしたけど、私の頭には要さんの言葉がよぎっていた。

　一哉のご乱心の夜……要さんは『欲求不満』なんてこと言ってたっけ。それってつまり、契約外になるから私にそういう欲求をぶつけられない上、結婚している以上他に向けることもできなかったせいだよね。今は私が契約外恋愛宣言した後だし、二度とあんなことさせないためには……。

　私が悶々と考え込む間に、一哉がふうっと唇をすぼめて息をついた。

「ごめん。悪かった。大事にしろって言ったの、俺だもんな」

　いきなり謝りながらそう言われて、私の鼓動がドクンと跳ね上がる。

「なんだっけ？　色気が足らずに歴代の彼氏に手を出してもらえなかった、とか」

「そ、そんなことまで言ったっけ!?」

　カアッと頬が熱くなる。

　しかも、〝歴代〟なんて言われるほど多くはない。付き合った数だけは多いように誤解されると、未経験ってことがそれなりに屈辱に感じるから微妙だ。

　黙り込む私に、一哉は小さくクスッと笑った。

「冗談だよ。俺のほうも曖昧に待たせてるわけだし。……その調子で、俺の前で無防備にならないで」

　そう言って拳で軽く私の額を小突き、一哉はゆっくり立ち上がった。

「え？」

　割とあっさり引かれて、私のほうが拍子抜けして彼を目で追ってしまう。

　そんな私の視線に気付いてかどうか、一哉は軽く肩を竦めて私を振り返った。

「いいよ。行こうか。椿のお望みの〝デート〟」

「えっ」

「え、じゃなくて。椿が俺としたかったのは健全なデートでしょ？」

　まっすぐ注がれる視線に、一瞬呆けたような声が漏れてしまった。

　わかってたくせに意地悪したってこと？

　頬を膨らませる私に、一哉がフッと微笑む。

「どこ行きたいの？」

　一哉は肩を竦めながら聞いてくれるけど、私はほんのちょっと困った。恋の始まりは、当たり前に〝まずデート！〟と思っただけで、行きたい場所もしたいこともノープランだ。

　真剣な顔で考え始める私を見て、一哉は口元を押さえながらプッと吹き出して笑った。そのまま、肩を揺らし始める。

「わかったわかった。じゃ、俺にエスコートさせてくれる？」

「え？」

「確か今夜のオペラのチケット、どこかでもらったはず。ただの紙くずになると思ってたけど、せっかくだから行こうか」

　一哉はサラッと言うけど、オペラのチケットが相当高いことくらい私だって知っている。ポンともらえるのもすごいけど、それを紙くずにしようだなんて恐ろしい。

「時間あるからゆっくり支度して、その前にディナー済ませていこうか。椿、なにが食べたい？」

　私の返事を待たずに、一哉はさっそく頭の中で今日のプランを組み立て始めている。しかも、面倒くさそうだった割に、結構楽しそうだ。

　庶民には高価なオペラ観劇。彼が呟くレストランの名前は、私でも知ってる有名な三つ星店ばかり。なんだか、これまでの数少ない経験とは比較の対象にもならない、ゴージャスなデートになりそうだ。

　一哉との公務で、いくらか高貴な雰囲気にも慣れたとはいえ、今日は完全なプライベート。しかも、初めてのデートとなると、緊張せずにはいられない。

　……でも。

「エスコートしてくれるなら、一哉に全部お任せしていい？」

　彼のエスコートでデート。本当にシンデレラストーリーのヒロインになれた気分だった。ちょっとくすぐったくて、でもとても嬉しかったから、今日は全部一哉に委ねてお姫様気分に浸ってみたくなった。

　三つ星レストランの高級ディナーでも、一枚ウン万円は下らないオペラの観劇でも、着ていって恥ずかしくない服がクローゼットに揃っているのはありがたい。

　今日はお務めじゃないんだし、ちょっとシックなくらいがいい。私はエレガントなボルドーのワンピースを選んだ。散々プロのお世話になったおかげで、髪もメイクも恥ずかしくない程度まで自分で施すことができた。

　夕方になってお互い支度を整え向き合った時、一哉が私を褒めてくれた。

「出会った頃とはえらい違いだね。どこから見ても貴婦人だ」

　以前がどんなにひどかったかは、聞いたらそれなりにショックを受けそうだから受け流す。悔しいことに、そう言う一哉のほうは、光沢のあるフォーマルな印象のブラックスーツを身に着け、非の打ちどころのない完璧な紳士だ。

　一哉はクスクス笑いながら、恭しく私の手を取ってくれた。

「行こうか、椿。タクシー下に待たせてるから」

「はい。……お願いします」

　一哉の腕に手を掛けると、さっきまでの緊張は消え去った。それでもドキドキしてるのは、やっぱりこれがお務めではなくデートだからだろう。

　私の心情を見透かしたのか、一哉はいつもの柔らかい笑みを浮かべ軽く背を屈めると、どこまでもスマートに私の頬にキスをした。

　一瞬優しく触れた温もりの意味がわからず、彼が姿勢を正した後も呆然と何度も瞬きをしてしまう。大きく見開いた目で一哉を見上げながら、温もりを捕まえるように頬に手をやった。

　一哉は私の反応に満足したように、軽く肩を竦めながらニッコリと微笑んだ。

「行くよ、椿」

　私のドキドキを小さないたずらで煽っておきながら、どこまでも涼しい態度で私を夢のようなデートに誘うのだった。




　クリスマス間近の街は、どこもかしこも美しいイルミネーションが点灯していて、お店の装飾やショーウィンドウもとても華やか。クリスマスムード一色の中、通りを行き交う人々はみんなクリスマスの訪れを心待ちにしている様子。

　私にとっては毎年それほど楽しみなイベントではなかったけれど、今年は私の胸もウキウキと弾んでいる。その理由はもちろん一哉が隣にいるからだ。柄にもなくはしゃぎ出したくなるのを抑えながら、私は隣を歩く一哉の横顔を窺った。

　今年のクリスマスは私も彼とふたりきりで過ごせるかな。そんな幸せな恋人同士のクリスマスを期待してもいいかな。いや、もしかしたら一哉はニューヨークに行ってしまうかもしれない。でもお義父さんも連れていってもらえばいいと言ってくれたし、一哉の邪魔にならないなら、一緒に行きたい。

　ニューヨークでクリスマスか。素敵だろうなあ……。

　ついゆらゆらとそんな妄想をしてしまうくらい、私は浮かれている。

　だって、考えてみたら私はクリスマスシーズンに彼がいたことがない。聖夜を恋人とふたりで過ごせるかも、と期待するのも、生まれて初めてのことだった。

　今私の隣には、通り過ぎる女性の誰もが振り返る、本物の王子様としか思えない素敵な人がいて、私を優しくエスコートしてくれる。

　レストランではＶＩＰ用の個室だったから人目を気にすることもなかったけれど、開演前のオペラ劇場のロビーは、みんな負けず劣らず着飾った人たちでいっぱいだった。その中でも、一際魅力的な一哉に向けられる憧憬の眼差しが、続けて彼と見比べるように私に落ちてくる。

　その視線から感じるものはさまざまだけど、だいたいのところは想像できる。『あの彼にこの女？』とでも思われているんだろう。

　お務めとして、大半が親族の空間にいる時は、それほど強く感じない好奇の視線が入り乱れる。これが一般的に普通の反応だろう。

　一哉の腕に手を掛けながら、ほんのちょっと身を縮めて視線から隠れるように彼に寄り添う。気付いた一哉が「ん？」と私を見下ろし、サッと辺りに目を向けてから、薄い笑みを浮かべた。

「なに小さくなってんの」

「だって、一哉に似合わないって思われてるの、ひしひしと感じる……」

「俺が連れてるんだから、自信持って。それに俺、君の今日の服、一番好きだよ。清楚でシックで椿らしくて。よく似合ってる」

　そんなことをサラッと耳元で囁いてくれるから、私の頬はポッと赤らみ、心はほんのり温かくなる。

「ありがとう」

　胸を張って、笑顔をみせた。一哉も微笑み返してくれる。

　一哉のエスコートは、いつも私を心の底から安心させてくれる。彼の腕に掴まっていれば、なにも心細くはない。

　彼がそばにいてくれれば、私はいつも前を向ける。




　オペラ観劇は生まれて初めてだったけど、内容はといえば、わかりやすい古典劇。舞台上のオペラ歌手は国内外で活躍する有名人だったから、もちろん歌唱力は抜群で、音楽としても楽しめた。中世ヨーロッパが舞台の悲恋物で、舞台セットや衣装もゴージャスでロマンチックで……。オペラ初心者の私は完全に舞台にのまれて、最後はほとんどヒロインに陶とう酔すいしていた。

　観劇を終えてロビーに出た後も、興奮を抑えられずに一哉に舞台の感想をしゃべり続けた。彼はきっとオペラなんか見飽きているだろうと思うのに、頬を上気させる私の話に、嫌な顔もせず耳を傾けてくれている。私のつたない素人感想にも、相槌を打ちながらさりげなく知識を含ませてくれた。そんな一哉の優しさにますます浮かれて、自分の気に入った場面のことを話そうとした時――。

「庶民なんか連れてきても、オペラのよさがわかるとは思えないんだけど～？　一哉」

　高揚した楽しい気分が、一気に地面に撃ち落とされるような、無情な声。背後で、踵をコツッと鳴らして立ち止まる気配を感じた。

　名前を呼ばれた一哉も、『庶民』と言われた私も、ほとんど同時に振り返る。もちろん、この声と高飛車な口調で、相手を確認せずとも誰かはわかる。

「麻里香。なんだ、君も来てたの」

　一哉は相変わらず彼女の言葉の内容を完全にスルーしている。おかげで、一瞬とはいえムッとしたのは私だけだ。相手にしないのが大人の対応だと自分に言い聞かせる。

「せっかくの演目だもの。な～んだ。来てるなら一哉にエスコートをお願いすればよかった」

　そう言って腕組みをしながら大きく胸を反らせる麻里香さんは、肩の開いたイブニングドレス姿で、胸の谷間も強調させている。そのせいかこの間よりはいくらか大人っぽく見えるけれど、私に向ける敵意と一哉へのすり寄りっぷりは相変わらずだ。

「俺はダメだよ、麻里香。妻以外の女性をエスコートする気はないから」

　一哉がやんわり言って苦笑すると、麻里香さんはわかりやすく大きく頬を膨らませた。

「妻、ねえ……。でも、椿さんにはオペラのよさなんかわからないでしょう？　セリフだって歌詞だって理解できないでしょうし。そんな人間を連れてきたって、席がもったいないじゃない」

　オペラは全編通してイタリア語だ。それを、麻里香さんもわかっているとは思えないんだけど。

「そんなことないよ。確かに今夜が初めてみたいだけど、すごく楽しんでくれた。連れてきた甲斐があったって、俺も喜んでるんだけど」

　なにをどう言っても一哉が私をかばうのがおもしろくなかったのか、麻里香さんはふんと音を鳴らして鼻の穴を広げた。そして、私に鋭い視線を向けてくる。

「どうだか。どうせ内容もわからずに、すごいすごいって興奮してるだけでしょ」

「こ～ら、麻里香。そういう言い方は失礼だって言っただろ」

　どこまでも私に突っかかる麻里香さんを止めたのは、彼女の後ろから近寄ってきた黒いスーツ姿の男性だった。その声に私はビクッと身体を強張らせ、一哉はスッと横目で姿を捉えて眉を寄せる。

「よお、一哉。お前はいいな～奥さん同伴で。俺なんかひと回り以上年の離れた妹のお守りだよ。せっかくの休日だってーのに」

　私と一哉の視線をまったく気にする様子もなく、要さんは朗らかに声をかけてくる。私たちの前で足を止めると、私のほうにチラリと視線を流した。

　私はほとんど反射的に目を逸らす。

「お兄様、お守りってなによ！　今日の演目はお兄様だって楽しみにしてたでしょ」

　一哉は平気でも、要さんに子供扱いされることにはどうやら敏感らしい。麻里香さんは思いっ切り彼を睨みつけながら、さらにドンと肘鉄を食わせる。要さんは大げさに背を仰け反らせ、妹の攻撃を避けた。

「はいはい。そうだったな。でもお前もいい加減、次は彼氏と来いや」

「だから、一哉に……」

「いや、だから俺結婚してるしね」

　兄妹の言い合いに、一哉がシレッと口を挟んで麻里香さんを止めた。

「俺がエスコートするのは、椿だけだから」

　麻里香さんに向けた言葉なのに、一哉は横目で鋭く要さんを睨んでいる。

　苦笑しながら肩を竦める要さんの視線を感じながら、私は思わずジ～ンとしてしまった。

　これだけ貶されてるのに、感動するポイントが間違ってる、とは思う。まだ一哉が私に〝恋〟をしてくれてるわけじゃないのは百も承知だし、ふたりの前だから言ってるだけかもしれないのも、もちろんわかってる。でも、〝私だけ〟という意味の言葉を人前で言ってくれる一哉に、ドキドキしてなにが悪い。

「……へえ」

　一哉と私の様子になにか気付くところでもあったのか、要さんは一瞬訝しげな表情を浮かべてから、眉間に深い皺を刻んだ。麻里香さんを見下ろし、「ほら」と彼女に車のキーを渡す。

「麻里香、お前は先に車に戻ってろ」

「なんでよ。私はもっと一哉と――」

「戻ってろって言ってるんだよ」

　要さんの声のトーンが、聞いたことがないくらい低くなる。

　そこに冷たさと威圧感を感じたのは私だけじゃない。言われた麻里香さんが、それまでの勢いを完全に引っ込めて口ごもるくらいだったから、私の感覚に間違いはなかっただろう。

「……は～い」

　麻里香さんは名残惜しそうに一哉を見てから、私には「ふんっ！」と大きく鼻を鳴らし、ツーンとそっぽを向いたままその場を去っていった。

　ちょっと呆気に取られながらその背を見送る。

　私の横で、要さんがパンツのポケットに手を突っ込みながら、一哉のほうに一歩距離を詰めていた。

「俺の下剋上でニューヨーク走り回ってるだろうと思ってた。年内は帰ってこないと予想してたのに……優雅に妻とオペラ観劇か。余裕だな。俺ごときの反乱じゃ、お前には痛くも痒くもなかったか？」

　いつも飄ひょう々ひょうとしている印象の要さんが、わかりやすいくらいの皮肉を一哉に向ける。一哉も、要さんに煽られるように表情をわずかに険しく歪めた。

「もちろん走り回ったよ。一昨日までね。でも要が結果見せるのは来年の幹部会だろ？だったらそれまで走り続けても疲れるだけだし。椿とオペラ観るくらいの息抜きはできるよ」

　それでも、要さんに返す一哉の言葉は、いつも通りとても柔らかい。

　私には『必死だ』って言ってたのに、一哉の仕事の状況がイマイチ見えない。

「それに……そうやって俺が日本を不在にしてるうちに、椿に手を出されたらそっちのほうが困る」

　表情を変えずに淡々と付け加えた一哉に、要さんがピクッと眉尻を上げた。

「要、本当は、それが目的？」

　一哉の鋭く細めた瞳から逃げるように、要さんは私に横目を流してくる。

　その視線に一瞬怯んで、一哉の腕にしがみつきながら、私も唇を噛んでキッと目を向けた。

　要さんが、今度は口の中だけで「へえ……」と呟く。

「俺に手を出されて困るのは、偽装でも妻だから、世間体ってヤツか？」

「偽装じゃない。世間体だってどうでもいいし、そもそも椿は要が手を出せるような女じゃない」

「ふ～ん……椿さんもそれでいいんだ？」

　一哉の返事を聞きながら、要さんが私に問いかけてくる。

「一哉は結局、君のことをどう思ってるかははっきり言わないけど」

　探るような要さんを、私はしっかり見つめ返す。

「それでも私が好きなのは一哉ですから」

　私がまっすぐ向けた返事を耳にして、要さんは一瞬キュッと唇を噛んだ。それから一層険しい表情を一哉に向ける。

「椿さんがまっすぐだから、それだけでお前は絆ほだされてるのか」

「気に入らないな。要の言い方」

「でも、惚れてるとは言えないんだろ？」

　平然とした口調で要さんが畳みかける。

　一哉は明らかに不愉快そうに眉を寄せた。けれど、そんな反応でも要さんには十分だったようだ。

「俺は椿さんに惚れてるから。このままお前に、オーナー就任のための道具扱いされるのは気に入らない。ちゃんと結果出してお前から彼女を奪うから、その日を首を長くして待ってろ」

　私が一哉のことを好きだと言っても、彼にはなんのダメージにもならなかったらしい。それだけ自分にも仕事にも自信のある男だからだ、と私にもわかる。

「できるもんならね」

　一哉の軽い返事に、要さんはわずかに不快そうに眉を寄せる。でも、それ以上はなにも言わず、「じゃあな」と一哉の肩をポンと叩いて、私たちの前から去っていった。

　彼の背中を黙って見送りながら、私はそっと一哉の上着の袖を掴む。それに気付いた彼が、表情を和らげて私を見下ろした。「ん」と短く声を出しながら、私の指に指を絡めて繋いでくれる。

「一哉。もし……要さんが今年中に実績二倍増しを達成したら、どうなる……？」

　どこまでも強気な彼の態度に、不安が湧き上がってきて心が揺れる。一哉がニューヨークでどんな仕事をしているか見えないせいもあるのかもしれない。

　私がこんな弱気になってちゃいけないのに……。

　私は一哉をそっと見上げた。

　要さんはヨーロッパのホテル事業の統括責任者だけど、基本的に仕事の拠点は日本だ。視察の時だけヨーロッパに出張すればいい要さんと違って、一哉の仕事のフィールドはアメリカにシフトされつつある。一哉が彼に対抗するにはニューヨークで動く他ない。

　こんな状況で、浮かれる私に付き合って、デートなんかしている場合じゃない。『余裕だな』って要さんの言葉が、今さらながら胸に浸透してくる。

　なのに一哉は、「大丈夫だよ」と私に微笑んだ。

「要に二倍増しなんて実績積めるわけがない。だってアイツ、日本にいるからね」

「え？」

「本気で欲しいのはどっちかって思ってたけど……本当に本気なんだ」

　最後はほとんど独り言のように呟き、一哉はちょっと難しい顔をして、要さんが出ていったエントランスのほうに目を向ける。

　それでも、やっぱり余裕を漂わせる一哉に、私は不安が抑えられない。

　彼は小さな溜め息をつきながら、再び私に視線を落とす。

「大丈夫。要の好きにさせたりしない。アイツが君を奪える日なんか、どんなに首を長くしたって来ないから」

　いつもの柔らかい笑顔が彼に戻ってくる。そこから強気に言われて、私の胸にも心強さが染み入ってくる。

「……うん」

　よくわからないけど、一哉が笑ってくれるなら、きっと心配することはない。

　大丈夫。自分にそう言い聞かせて、一瞬よぎった緊張を払いながら、一哉に微笑みかけた。繋いだ手に、キュッと力をこめる。

「うん」

　もう一度そう言いながら、私は一哉の肩に額をのせた。




　家に戻ってくると、一哉は先にリビングに入り、脱いだ上着をソファに放りながら私を振り返った。

「椿。俺、再来週からまたニューヨーク行ってくるから」

　それを聞いて、私は即座に頭の中でカレンダーを思い描いた。さっきまでの高揚していた気分が、一瞬にして沈んでいくのがわかる。

「そっか……」

　思わずそう呟いてしまってから、慌てて両手で口を覆った。

　初めてのデートに浮かれて、彼を付き合わせてしまって申し訳ないと、ついさっき思ったばかりだ。なのに私は、やっぱりクリスマスは一緒に過ごせないんだ……と、自分勝手にがっかりしてしまった。

「上手くいけば、年末には帰れる。お正月はふたりでゆっくり過ごそう」

　続いた一哉の言葉は、私へのフォローのような気がした。お義父さんは『年末年始も』と言っていたから、お正月までに帰ってこれるとは思えない。だけど、今は一哉にとって大事な時なのに、こんなことでがっかりしてはいけない。私は、『今は、アメリカのホテルを死守すること。それだけを考えて』と彼に言ったんだから。

「うん」と大きく頷いて、私は一哉に笑いかけた。

「わかった。頑張ってきて」

「椿、大丈夫？」

　上手く笑ったつもりだったのにぎこちなくなってしまったのか、一哉は私の表情にわずかに眉を寄せた。

　私は、一哉に心配をかけまいと、今度は何度も首を縦に振ってみせる。

　それなのに、一哉のほうが表情を曇らせた。

「そこは、寂しいって言ってほしかったかな……」

「え？」

　予想外の言葉が返され、私はきょとんと目を丸くした。

　一哉はちょっと困ったように首をかしげる。

「要がいるのに、君を日本にひとりにするのが心配。どういうつもりだろうって思ってたけど……。多分アイツ、アメリカのホテルなんか本当はどうでもよくて、あくまでも目的は君だと思うから」

　そう言って、彼はゆっくり私に歩み寄ると、私の頬をスッと指先で撫でた。

「え？」

　オペラ劇場での一哉の呟きを思い出し、私は答えを求めて顔を上げた。

　彼は少し迷う様子を見せてから、ゆっくり口を開く。

「仕事で実績を挙げることを宣言すれば、それに対抗するために、俺が日本から離れっ放しになるって期待したんじゃないかな、って思った。さっきの要の口ぶりから」

「え？」

　さらに聞き返す私に、一哉は考えるように眉を寄せる。

「親父から話聞いて、ヨーロッパでの事業展開の今期の業績見通し、調べさせたんだ。正直なところ、下方修正したほうがいいと思うくらい、微妙なところ。それを年内って言うなら、俺に余裕だなんだって突っかかる前に、要のほうこそヨーロッパ中飛び回ってなきゃ、とても達成できる数字じゃない」

　そう言いながらますます深く刻まれていく一哉の眉間の皺を、私はまっすぐ見上げていた。

「さっきの要、俺が日本にいるのがおもしろくないような言い方してたからね。もしかしたら、はったりなんじゃないかなってちょっと思った」

「はったり？」

「つまり、〝ついで〟なのは仕事のほうで、本当は俺をニューヨークに張りつかせておいて、その間に君を……ってね」

「ま、まさか！」

　一哉の考えには、さすがにギョッとして声をあげた。

　なんで私なのかがまったくもって謎だけど、確かに私も要さんの本気は感じている。でも、彼も皆藤家の人間なんだから、本当の目的がアメリカのホテルではなく私のほうだなんて信じられない。

「まさか、ならいいんだけどね……」

　なのに、一哉の表情はやっぱり浮かないままだ。私の頬を撫でる指に、ちょっと力がこもる。

「まあ、要が本気だろうがそうじゃなかろうが、俺のほうはアメリカで業績を挙げる準備は進めてる。年明けの幹部会で発表できるよう、もうちょっとニューヨークで話を詰める必要がある。だから、どうしても行く必要があるんだけど……」

　そう言って口を閉ざすと、一哉はちょっと困惑したように目を伏せた。

「君の気持ちにまだちゃんと答えを出してないのに、こんなの卑怯だってわかってる。正直自分でも、どうしてこんなにって思うんだけど……」

　そう言って、どこか自嘲気味に表情を歪めた後、それを吹っ切るように私をまっすぐ見つめる。

「椿を日本に残した状況じゃ、気が気じゃない」

「一哉？」

「十二月……経理って忙しいよね？」

　探るような瞳に、どこか懇願するような光が揺れる。

　一哉が私になにを求めてくれているか感じられて、私の胸がドキンと音を立てた。

「そ、そりゃ、四半期だし、忙しいんだけど……」

「だよね。ごめん」

「で、でも、連れていってくれるなら、行きたい。一哉に私が必要なら、連れていって！」

　頬から離れていく一哉の手をとっさに捕まえながら、私は大きく顔を上げてそう言っていた。

　今度は一哉のほうが、「え？」と聞き返してくる。

「出発は再来週でしょ？　なら、それまで仕事に専念して、なるべく残さないように片付けていく」

　必死に言い募る私に、一哉はほんのちょっと驚いたように目を見開いた。

「私も、ニューヨークで働く一哉を知りたい。一哉につくのが、今の私の最優先の仕事だもん。最悪、一緒に行くのは間に合わなくても、私が後から追いかけるって手もあるんだし！　そうすれば、一哉も思う存分動き回れるんでしょ？」

　そうだ、絶対無理なんてことはない、と強気になる自分がいた。

　やるぞ！と自分を鼓こ舞ぶするように拳を握る私を見て、一哉は何度か瞬きした後で、クスッと小さく笑った。

「頼もしい」

「だって……私を日本に残したままじゃ、気になって仕事にならないって言うんでしょ？」

　そう言って探るように上目遣いで見上げると、一哉はちょっと虚を衝かれたように口ごもった。そして、どこか素っ気なく「そこまで言ってない」とそっぽを向く。

　その返事に、私は肩を竦めた。『うん』って言ってくれればいいのにな、と思いながら、今はこれが精一杯か、という気持ちで彼に微笑みかける。

　一哉はほんの少し拗ねたように唇をへの字に曲げながらも、再び私に視線を落とす。

「でも、俺のそばにいてくれたほうが、安心して走り回れる」

　一哉はちょっと照れくさそうにはにかんだ。その笑顔と今の言葉が、私の胸に広く深く浸透していく。

　一哉がそう言ってくれるのなら、間違いなくそれが私の一番大事な役目。それなら断る理由なんかどこにもない。

「はい。一緒に連れていってください」

　彼の瞳をまっすぐ見上げながら、ニコッと笑ってみせる。

　一哉も、「ん」と頷き、次の瞬間いきなり私を抱き寄せた。その胸元からそっと顔を上げる私を、彼も顎を引いて見下ろしている。

「……一哉。卑怯だなんて、思わないで。一哉の仕事に私が必要だと思ってくれるなら、そばにいるのは最初から契約の範囲内じゃない」

「椿……」

「私が一緒にニューヨークに行くことで、一哉が安心して仕事に励めるなら、今はそれが一番大事」

　一哉のグレーの瞳をまっすぐ射貫くように見つめながら、はっきり言い切った瞬間、彼の腕にきゅうっと力がこもる。背中に回された手がツーッと上がってきて、私の髪を指で梳きながらうなじをくすぐり始めた。

「一哉、くすぐったいよ……」

　ほんのちょっと背を仰け反らせて一哉を睨んでみせる。

　そのまま一瞬宙で視線を交差させて――。

　私は、一哉の胸に両手を置き、ゆっくり踵を上げて背伸びをした。そして彼が私を見つめる視線を断ち切るように先に目を伏せ、軽く彼の唇にキスをした。

　触れ合った唇の先で、一哉がわずかに息をのむ気配を感じる。そおっと目を開けながら唇を離すと、私の目の前で彼がバチッと瞬きをした。

「……驚いた。君からキスされるなんて、想像もできなかった」

　言葉通り本当に驚いた様子だから、一気に恥ずかしくなる。

「す、好きって言ったでしょ。私だって、好きな人にはそれくらい……」

　思わず顔を背けようとすると、一哉が背中に回していた手で私の顎をグッと掴み、それを止める。

「無防備になるなって、言ったのに。……あんまり、煽るなよ」

　どこか素っ気なく呟いて、今度は一哉のほうから私にキスをした。

　私がしたのとは全然違う、熱く強く押し当てられる温もりに、ほとんど無意識で唇を開いてしまう。一哉はその隙を見逃さず、深く情熱的に、熱を絡めてくる。

　全身に甘く浸透していくキスに、私は酔いしれていた。










シアワセ




　四半期末を迎える十二月、経理部は半端なく忙しい。

　総合職社員はほぼ連日決算対応で残業だし、アシスタント職の私や芙美にも、年内に精算する必要がある経費書類が次から次に回ってくる。フル稼動でこなしても、終わらせたそばから書類が回付されてきて、積もっていく一方。

　一哉にはああ言ったけど、正直なところ、仕事を片付けていくのは容易ではない。結構長いことオフィスを不在にすることになるし、私と同じ業務の芙美に負担がかかってしまう。結局私は、一哉と一緒の出発は諦め、彼を見送ることになった。

　とはいえ、どんな仕事にも締め日というものがある。締めが到来すれば、その後はどんなに書類が回ってきても、その次に間に合わせればいい。芙美への負担も最小限に抑えられる。

　私はそれを待って渡米することになった。




　無事に締め日を終え、クリスマス直前の出発当日。成なり田た空港の出発ロビーはたくさんの旅行客で賑わっていた。学校が冬休みに入ったためか、家族連れの姿も目立つ。

　はしゃぎ回る子供の姿を横目に、私は飛行機のチェックインを済ませ、座面の硬い椅子に座った。ズラッと一直線に並んだ椅子には、スーツケースを傍らに置いている旅行客の姿も多い。

　搭乗までの時間を持て余しながら、私は一哉にメールを送った。内容は【これから飛行機に乗ります】という他愛のないもの。

　日本にいれば絶対送らないどうでもいいメールでも、国境を越えて数時間後に会えるというシチュエーションが、ちょっとドラマティックで私の胸も弾む。空港で出迎えてくれる一哉の姿を想像しながら、私は思わず微笑んでしまった。

　喧噪とざわめきの中、短いメールを送信して、目の前を行き交う人々をそっと見遣る。ここから世界のどこに旅立っていくのかわからないけれど、頭上高くにある電光案内板を指差して、言葉を交わしながら忙しなく歩いていく。

　すぐ目の前に立った老夫婦の視線につられ、めまぐるしく表示が変化する案内板に目を向けた。私が乗るニューヨーク行きの飛行機の表示は【Check-In】。まだまだ乗り込むまでには時間がある。

　とはいえ、手荷物検査に向かうゲートの入口はだいぶ混雑している。中に入っても出国審査に時間がかかるのは予想できる。余裕を持って中に入って、ラウンジでゆっくりしようかと、私は手荷物片手に椅子から立ち上がろうとした。

　その時、すぐ隣に勢いよく座った人がいて、連結されている椅子が大きく揺れた。なにげなく隣に視線を投げてから再び腰を浮かそうとした時――。

「これからニューヨーク？」

　長い足を組み上げながら私にそう訊ねてくる要さんに、ギクッとしながら顔を強張らせた。

　私の反応を横から見ながら、要さんは口角を上げて笑う。

「そんな怖い顔しなさんな。椿さんの魅力は地味で控え目なところなんだから」

　どう聞いても褒められているようには聞こえない。要さんはそんな言葉をいけしゃあしゃあと放ちながら、肘掛けに置いた私の腕を掴んで止める。反射的に腕を引っ込めようとした私に肩を竦めて、割とすんなり手を離してくれた。

「そこまで嫌うなよ。いくら俺でも、想いを告げた女から、毛を逆立てて警戒されちゃ傷つく。俺もこれからフランクフルトだから、そう長いこと時間は取らせないよ」

　そう言いながら、要さんは電光案内板に視線を向けた。

　彼の言うフランクフルト行きは、私より三十分出発時間が早い便だ。確かにそれほどゆっくりしている時間はないかもしれない。

「フランクフルト……お仕事ですか？」

　警戒心を研ぎ澄ませたまま訊ねると、「そう」と溜め息交じりの返事が返ってきた。

「要さんの本当の目的はアメリカのホテルじゃなくて私だ、って一哉は言ってました。でも仕事でフランクフルトってことは、下剋上の公言実行ってことですよね」

　嫌な緊張でドキドキする鼓動を落ち着かせようと、ゆっくり低い声で言ったら、どこか探るような口調になってしまった。

「そうだよって言ったら、今ビンビンに張り詰めてる警戒心、少しは解いてくれるのかな」

　逆に探り返すような要さんの瞳に、肩に力が入ってしまう。

「まあ、俺も少しはカッコいいとこ見せないとね。椿さんは相当鉄壁だから」

「っ……どうして私なのかわかりません。おっしゃる通り、私は地味で華のない女ですから」

　どこまでも飄々とした態度で話の核心を惑わす要さんに焦れて、私のほうからストレートな質問をしてしまった。慌ててギュッと唇を噛んでももう遅い。

　要さんは一瞬だけ目を丸くしてから、すぐにニヤリと意地悪な微笑みを浮かべた。

「一哉も言ってただろ？　嫁にするなら椿さんみたいな女性って」

「なんなんですか、その理由」

「不満？　でもまあ実際、俺もその通りだと思うし。で、残念ながら俺にはそういう女性と出会う機会は早々ないんだよね」

　出会いなんてどこに落ちてるかわからない。それこそ私と一哉の始まりだって、とても予測不可能なものだった。そう反論しようとして、要さんに先を越されてしまう。

「俺に寄ってくるのは、皆藤の名前欲しさに香水プンプンさせて媚びる女ばかりだ。君は俺に『運命なんて、結構そこらに転がってる』って言ったろ？　俺は下を向いて歩く暇はないから、そこらに転がってても気付けない。だから君に教えてほしいんだよ……俺の運命」

　いきなり身を屈めて顔を覗き込まれ、ドキッとしてしまう。

　彼は一度意味深に言葉を切ってから、再び自分のシートに背を預けた。

「それに、君の言う運命は現段階では偽物だ。なんらかの偶然が働けば、相手は一哉じゃなく俺だったかもしれない。だからこそ、〝一哉のもの〟だと思うと、奪ってやりたくなる。そういう楽しみを満たしてくれるっていうメリットもあるかな」

「楽しみ……？」

　どこかを見据えるように目を細める要さんに、一瞬ゾクッと背筋に冷たいものが走った気がした。怯んで次の言葉を発せずにいる私を横目で見ると、要さんはフッと薄い笑みを浮かべる。

「驚くことじゃないだろ？　年が近いせいもあって、俺は昔からなにかというと一哉の比較対象にされた。で、評価を得るのはいつも一哉のほうだ。それが真の評価なのか、単に一哉が本家嫡男だからか、理由は闇の中だけどね」

　彼の横顔を見つめながら、私はその言葉を頭の中で噛み砕く。

「悔しいから仕返しですか」

　正直なところ、今の要さんの言葉はただのやっかみにしか聞こえない。本来私からは縁遠い世界の人だから、そんな簡単なひと言では済まない、もっと複雑ななにかがあるのかも、とは思っても。

　子供みたいな私の質問に、要さんは意外にも真剣な表情で眉を寄せた。

「そんな単純なものじゃない。もちろん、一哉が悔しさのあまり歯軋りする顔は見てやりたいけどね。いつも俺が味わってきた辛しん酸さんだ」

「そっか……要さんは一哉のこと好きなんですね」

「は？」

　即座に返した私を、要さんは訝しげに見つめてくる。

「だって、本当に嫌いで憎んでるなら、自分の目につかないように、関わりを避けるのが一番じゃないですか。なのに要さんはいつも心に一哉を留め置いて、自ら張り合ってるように思います」

　言葉を選びながら考えてそう言った。

　要さんは、意表をつかれたかのように目を大きく丸めている。

「今の要さんの話、私はやっかんでるとしか思えませんでした。思うんですけど、やっかみって羨望と紙一重の感情ですよね。自分が持ってないものを持ってる人を羨ましがって、妬む。私なら、嫌いな人のものなんか羨ましいとは思いません。だって、そうやって、気にしてるってことじゃないですか」

　言いながら、自分でもその通りだと思えてくる。

「でも要さんは仕事で一哉を超える評価を欲しがって、彼から私を奪うのもメリットだって言ってる。要さんの頭の中、いつも一哉でいっぱいじゃないですか」

　胸を張ってそう言い切ると、要さんは本気できょとんとして瞬きをした。

「椿さん、なにが言いたいんだ？」

「相手のことをいつも気にして感情が揺さぶられる。そんなの恋みたい。要さん、すごく一哉のこと好きなんだって思います」

　要さんは私が続けた言葉に、ギョッとしたように目を剥いた。「恋ぃ～？」となんとも言えずひっくり返った声で聞き返すと、ブッと勢いよく吹き出した。

「あっはっは！　椿さん、おもしろいこと言うね。俺が？　一哉のこと好きだって!?ほとんど恋だあ？　あのね、椿さん。誓って言うけど、俺は正真正銘ノーマルだよ」

「そこを真面目にとらなくていいです。でも本当に嫌いな相手なら、気にする時間がもったいないでしょ？　要さんの行動って、構ってほしくて大人の目の前ウロウロする子供みたいです」

　小バカにするように笑い転げる要さんに、私は言葉を変えてそう繰り返した。

　今度は彼も茶化さずに、笑いを引っ込めて口を閉ざす。どこか厳しく細めた瞳を私に向けたかと思うと、顔を背けてハッと短く浅く息を吐いた。

「俺をガキ扱いか。『嫌い嫌いも好きのうち』って言いたい？」

「よく言い表してると思いますけど」

　肩を竦めて、ほんの少しだけ苦笑してみせる。

　けれど、要さんは黙って一度目を伏せると、勢いよく立ち上がった。

　彼の行動に合わせて、私の目線も自然と上がる。

「そろそろ行くよ。……じゃ」

「あ、はい。お気をつけて」

　とっさにそう返した私に、要さんはクルッと背を向け、革靴の踵を一度鳴らした。けれど、すぐにその場で立ち止まり、大きく私を振り返る。

　要さんの行動に首をかしげた私の前に、カバンの中から取り出した茶封筒を優雅に差し出してきた。

「え？」

「君が俺をどう解釈しようが、アメリカのホテルも君も奪うって宣言したのは、もちろん遊びじゃない」

「要さん」

「それ、一哉に渡して。俺の仕事の最新実績見込み。オーナーの座についてもシャレで言ってんじゃないこと、わかるだろうから」

　どこか勝ち誇ったような瞳に一瞬ためらってから、私は要さんの手から封筒を受け取った。

「じゃ。ニューヨークは寒いから、風邪引かないようにね」

　彼は私が両手で封筒を持ち直すのを見守ってから、今度こそしっかりと踵を返した。

　堂々と胸を張ってちょっと大股で離れていく要さんの背中を、私はただ見送るだけ。その姿が出発ゲートの奥に消えていくまで、見つめたままでいた。




　成田からニューヨークまでの飛行時間は約十三時間。途中日付変更線を越えて、私は無事、ニューヨークに到着した。

　飛行機を降りたのは朝の十時前だったけれど、入国審査を終えて税関を抜けるのに思った以上に時間がかかり、私は何度も時計を確認してソワソワした。忙しい仕事の合間に迎えに来てくれている一哉を待たせていると思うと、気が気じゃない。

　ようやく到着ロビーに走り出ると、すぐに「椿！」と呼ばれた。その声を探し視線を向けた先で、顔を綻ばせる一哉を見つけて、胸がきゅんと疼くのを感じる。

　約束通り空港で出迎えてくれた一哉は、仕事の途中なためキリッとしたスーツ姿。このニューヨークでも、文句のつけどころのない立派なビジネスマンの装いだ。

「お疲れ様、椿」

　そう言いながら駆け寄ってくれた一哉に、私はなぜだか言葉に詰まり、ただ何度も首を縦に振るだけの返事をした。一度大きく息を吸って、自分を落ち着かせる。

「迎えに来てくれて、ありがとう」

　ちょっと掠れた声でそう言うと、彼もニコッと微笑んでくれた。

　私をホテルに送り届けたら、彼はそのまま仕事に戻ることになっている。

　タクシーの運転手さんに流りゅう暢ちょうな英語でホテルに向かうよう告げると、一哉は後部座席のシートにゆったりと背を預けた。ひと息ついた、という様子の一哉に、忙しいのにごめんね、という気持ちを抱きながら、私も一哉の隣でシートに身体を埋めた。

　飛行機は分不相応にもビジネスクラスで、窮屈な思いもせず快適だったけど、よく眠れたとは言えない。初めてのニューヨーク、ひとりきりの飛行機、そして要さんからの預かり物もあり、それなりに緊張もあったのだろう。

　一哉の隣にいることにホッとした途端、私は急に睡魔に襲われた。一哉に話したいことはたくさんあるのに、まぶたの重みに抗えない。空港からほんの数キロ走った辺りから、私はうつらうつらとし始めた。そんな私に、「寝てていいよ」と一哉は言ってくれた。

　私のために仕事を調整して迎えに来てくれた一哉に申し訳ないと頑張ったけど、容赦なく襲いかかる眠気には勝てない。

　ホテルまでの道のり、私は一哉の肩を借りて眠ってしまった。




　マンハッタンのど真ん中、一哉が出張時常宿している高級ホテルの最上階。メゾネットタイプのスイートルームに着くと、一哉はすぐに私をベッドルームに連れていってくれた。

「日本からアメリカに入る時って、時差ボケがきついだろ。今日は俺も早く帰ってくるから、それまでゆっくりして体調整えておいて。この寒さだし、油断しなくても風邪引くから」

「日本でも無理して来たんだろ？」と私の額を軽く小突くと、彼は私を部屋に置いて再び仕事に戻っていった。

　到着してからまだまともな会話をしていない。タクシーで眠ってしまったことを今さら後悔しながらその背を見送ったけど、一哉に言われた通り、今日はゆっくりすることにした。

　アメリカ国内だけで展開しているホテルチェーンのせいか、日本人の私には聞き馴れないホテル。でも、一哉が常宿にしているだけあって、洗練された印象だった。

　広くゆったりしたリビングは、ゴージャスでありながら普通の居住空間並みの設備が揃っている。リビングの奥にもソファが並ぶ応接室のような部屋があって、ホテルで過ごしながら商談相手を招くこともできそうだ。

　階段を上って二階にある寝室には、大きなダブルベッドが二台並んでいた。ルームクリーニングが入った後なのか、二台とも綺麗にベッドメイクされている。

　家では一哉が窓側のベッドだから、私は当たり前に壁側のベッドにうつ伏せに横たわった。

　ベッドサイドのデジタル時計はお昼の時間を示している。でも、着陸前に振る舞われた機内食のおかげで、まったく空腹感はない。

　身体をまっすぐ伸ばして横になった途端、私は再び睡魔に引き込まれ、結局一哉が午後七時に部屋に戻ってくるまで眠ってしまった。




　帰ってきて早々、寝起きのモッサリした私を見て吹き出した一哉は、「今夜はルームサービスで済まそう」と電話でオーダーしてくれた。それから小一時間で、ダイニングルームのテーブルに、ホテル内の高級レストランから届けられた豪華な料理が並んだ。

　一哉は上着を脱ぎ、ネクタイも外して、ラフな格好の私と向かい合う。

　こうしていると、家にいるのとそう変わらない感覚。くつろいだ気分になりながら、私はバッグの中に収めた茶封筒の存在を思い出した。

　せっかく一哉とふたりなのに要さんの名前を出すのは嫌だけど、彼が残していった書類は一哉にとって重要なもの。私も中身が気になって、さっそく一哉に手渡すことにした。

　私の話を聞いて封を開けた一哉が、書類に目を通しながら少しずつ表情を険しくしていくのがわかる。書類を読み終えると同時に彼はふうっと息をついて、書類をテーブルの端に伏せて置いた。

「一哉、要さんかなり強気だったけど、それ……」

　一哉がなにも言わないから、結局私のほうが焦れて身を乗り出した。

　彼は少しだけ表情を和らげると、何度か小さく頷く。

「そうだね。俺が調べさせたこと以外に、積み上げられる案件を握ってたのかもしれない。で、今はフランクフルトか……。まあ、手の内明かしてくるくらい、余裕はあるってことなんだろうな」

　一哉の口調は穏やかで柔らかいものだけど、グレーの瞳はいつもより鋭い。

「要さんが公言達成できるほどなの？」

　思わずそう訊ねた私に、彼は少しだけ目力を弱めた。

「かもね。でも、要がそこまでやっても、俺はそれを上回ればいいだけ。言ったろ？ちゃんとこっちも準備してるから大丈夫」

　少しだけ私のほうに身を乗り出しながら、彼はいつもの優しい笑みを浮かべた。

「椿がこっちに来てくれたおかげで、俺も安心して動き回れるよ。って……ごめん。なんかそれもおかしいよな。せっかく来たのに、しばらくは観光にも連れていってやれないとか……」

　笑顔を引っ込め、申し訳なさそうにこめかみをポリッと指で掻く一哉に、私は肩を竦めながら息を漏らして笑った。

「私のことは気にしないで。一哉に仕事に専念してもらうために来たんだから」

　本心を言えばもちろん、すぐ目前に迫ったクリスマスに想いを馳せてはいたけれど、それが目的で来たわけじゃない。

　改めて自分にそう言い聞かせると、私は一哉にニッコリと笑顔を向けた。

　彼も優しく目を細める。

「帰国までには観光に連れていくよ。まだ建設中だけど、ホテルも見せたいし。それまでに自分で行ってみたいとこがあれば、車用意させるから……」

「えっ。いいよいいよ、車なんて！」

　観光はしたいけど、すべてにおいて送迎付きなんてあまりにもったいない。……というより、本音を言えばちょっと窮屈。

　そんな気持ちで顔の前で手をかざしながら、慌てて一哉を遮ったけれど。

「ダメだ」

　一哉はわずかに眉間に皺を刻み、ナイフとフォークをお皿に置くと胸の前で腕組みをした。

「ここは日本じゃなくてニューヨークなんだよ。地下鉄もタクシーも、日本と違って絶対安全じゃないから。ニューヨークに来てもらってせっかく安心したのに、椿ひとりでって思うと別の意味で心配になる」

「う～……はい……」

　唇をへの字に曲げて私に言い聞かせる一哉に、肩を竦めながらも頷くしかない。

　だって私はたった今、『一哉に仕事に専念してもらう』と自分で言ったばかりだ。実際今私がニューヨークにいるのも〝業務扱い〟なわけで、ちょっと大げさな観光でも行けるだけありがたい。

　それでも私は、よほど不満を隠せずにいたんだろうか。一哉はクスッと小さく苦笑して腰を浮かせると、腕を伸ばして私の頭をポンと叩いた。

「ちょっとだけ我慢して。有名どころは俺がちゃんと連れていきたいから。椿ひとりで回るなら、できるだけ安全なとこにして」

「うん……わかった。美術館とか博物館とか行ってみる」

「それなら安心。あ。それから」

　ガイドブックでチェックしていた有名な美術館や博物館の名前を頭にいくつも浮かべていた私に、一哉がちょっと口角を上げて微笑んだ。

「夜は一緒に過ごそう。ブロードウェイのミュージカルとか評判のレストランとか、ちゃんと連れていくからね」

「っ！　ほんと!?」

　一哉の言葉に、私は反射的にパアッと表情を輝かせていた。

　あまりに素直な反応を見せる私に、一哉もブブッと小さく吹き出した。

「忙しいって言ったって、相手のある仕事だから。いくらなんでも夜まで走り回らないし、年末近くなれば余裕も出てくるよ。帰国までほったらかしたりしないから」

　一哉も楽しそうにそう言って、再びナイフとフォークを手に取った。そして、優雅で洗練されたテーブルマナーで食事を進める。

　一瞬、素で彼の手つきに見惚れてから、私も気持ちを上向かせて食事を進めた。

　その夜は、数日ぶりに、隣のベッドから聞こえる一哉の静かな寝息を耳にして、私も穏やかな眠りについた。




　たっぷり上質な睡眠をとったおかげで、私は翌日から精力的に美術館や博物館巡りをした。

　メトロポリタン美術館はもちろん、ニューヨーク近代美術館にグッゲンハイム美術館……。日本にいると、それほど興味を持って行くこともないのに、一哉が車を手配してくれているおかげもあって、ちょっと距離のある場所でも足を伸ばした。

　夜は一哉と合流して、ゴージャスなディナーを堪能する。

　彼が連れていってくれるレストランは、高級な三つ星ばかりでなく、今ニューヨークでトレンドのカジュアルレストランだったり、斬新さで話題のテックスメックスだったり。共通しているのは、どこもスタイリッシュで洗練されていて、もちろん美味しい料理が楽しめるということ。

　ニューヨーク入りして一週間で、ブロードウェイのミュージカルをふたつ鑑賞した。日本でもおなじみの演目だから、セリフがわからなくても、歌とダンスで楽しめる。

　自分がニューヨークに来た意味を忘れそうになるくらい、私は冬のニューヨークを満喫していた。

　そして、すっかりクリスマスの余韻が消え失せた大晦日、十二月三十一日。

　いつも通りディナーを堪能した帰り道、一哉はタクシーの運転手さんにホテルではない場所を告げた。

　走り出したタクシーの後部座席で「どこに行くの？」と訊ねる私に、一哉は悪戯っぽく目を細め、「いいとこ」とだけ教えてくれた。建設中のホテルかと思って聞いてみたけど、首を横に振って否定されてしまう。

「有名な観光地だから、心配しないで。今夜は、ちょっとデートしよう」

　魅惑的にウィンクをしてみせる一哉にドキッとしながら、私は身を乗り出して車のテールランプが連なる通りの先を見遣った。

　ここ数日でいくらか土地勘もついたと思うけど、どこに行くのか見当もつかない。種明かしをしてほしくて一哉の横顔を眺めてみても、彼は薄い笑みを浮かべるだけ。結局諦めて、タクシーが停まるのを待つしかなかった、けれど……。

　タクシーを降り、一哉に腕を引かれるままエレベーターに乗って高層階まで上がり、着いたのは全方向ガラス張りの展望フロア。たくさんの人の隙間を縫ってガラスに手をついた途端、私の視界にマンハッタンの夜景が広がった。

「うわあ～!!」

　思わず感嘆の声をあげてしまう。

　一哉が連れてきてくれたのは、もちろんガイドブックに載っている超有名な観光名所、エンパイア・ステート・ビルだった。摩天楼の夜景を堪能できる人気スポットで、カップルや観光客でひしめき合っている。

　窓の外の夜景が映えるように照明を控えめにしたフロア。眼下に広がる光で足元がぼんやりと浮かび上がり、ほの暗いロマンチックな雰囲気が漂う中、一哉が目を細めて私を見つめた。

「一哉、すごい！　すごい綺麗!!　なんか、宝石の道を歩いてるみたい!!」

　あまりに美しく幻想的な街の光に、興奮が抑えられない。子供みたいに歓声をあげる私に、一哉は肩を揺らして笑った。

「よかった。そこまで喜んでくれると、連れてきた甲斐があった」

「ありがとう！　わああ……私、こんな素敵な夜景、初めて見た！」

　自分の声にさらにテンションが上がり、はしゃぎ出しそうになる私に、一哉は言葉通り嬉しそうに微笑む。

「ほんと、椿の反応っていいね。彼女の喜ぶ顔が見たくて、サプライズ仕掛ける男の気持ちがよくわかる」

　小気味よくクックッと声を漏らす一哉を、私はそっと振り返る。

　彼は私の視線を受けて、わずかに小首をかしげた。

「君の満面の笑顔って、ほんと、堪らない」

「そ、そう……？」

　言葉もどこか意味深だけど、それ以上になんだか一哉の雰囲気が違うような気がする。このロマンチックなムードのせいか。それとも周りのカップルたちが公然とイチャイチャしてるせいか、どこかいつも以上に色っぽく見える。

　そんな一哉にドキドキしながら、眼下に一望できるマンハッタンの街を彩る光のイルミネーションに、私はもう一度視線を落とした。

　ほとんどガラスに張りつくように立つ私に、一哉が一歩踏み出してきて隣に並ぶ。なんとなく無言になって、ふたりで夜景を眺めた。

「椿。仕事、片付いたよ」

　どれくらいの沈黙の後か、一哉が静かにそう言った。

　頭上から降ってきたその言葉に、私はゆっくり彼を見上げる。

「ほんと？」

「うん。本当は年明けもうちょっと詰める必要あるかなって思ってたんだけど。君のおかげで、早く仕上げることができた」

　一哉はどこかホッとしたように穏やかな瞳で私を見つめているけれど、私は曖昧に首をかしげた。

「椿？」

「あ、ごめん。そう言ってくれるのは嬉しいんだけど……私、なにも役に立ってないし」

　謙遜にもならないくらい、本当のことだ。私は日本の仕事を片付けてニューヨークに来ただけ。一哉の仕事そのものになにも貢献できてないのは間違いない。

「毎日一哉と一緒に起きて、見送った後は美術館巡りして、仕事上がりの一哉と食事して、一緒にホテルに戻って……」

　ここ数日の私がしてきたのは、本当にそんなことだけ。

　自分で言っていても本当になにしてたんだろう、と思うし、ちょっとへこむ。

「そんなこと、私じゃなくても誰にでもできることだよね。なのにそんなふうに言ってもらっちゃうと、私、図に乗りそうな気が……」

　地味に自己嫌悪に陥りながら、「はは」と乾いた笑い声を漏らした。

　それでも一哉はやっぱり優しく私を見つめたまま、その手でそっと私の頬を撫でる。

「乗っていいよ。だって本当に椿のおかげだから」

　頬をなぞる一哉の指の動きにドキッとしながら、私は上目遣いに彼を見つめた。

　一哉はキュッと唇を引き結び、まっすぐ私を見下ろしている。

「なにを食べさせても美味しいって喜んでくれる。オペラでもミュージカルでも、そして今も……子供みたいに目を輝かせて、心から楽しんでくれる」

　一哉は細めた目で私を見つめながら、指を折って数え上げた。

「そんな君が、朝、俺を送り出してくれる時は、いつもほんのちょっと寂しそうな目をする。……あの目、本当にヤバかった。早く仕事終わらせて、椿と一緒に過ごしたい。早くなにもかも片付けて、もっといろんなとこに連れていってやりたい。心の底からそう思ったんだよね」

「一哉……？」

「椿をここに呼んだのは、俺が留守の間、要が手出しできないように。本当にそういうつもりだったんだ。なのに……予想外に、君にやられた」

　私を見つめる一哉のグレーの瞳に、どこか戸惑うような光が揺れる。まだどこか混乱している様子に、私はただ彼の次の言葉を待つ。

　ドキドキしながら。根拠のない期待に胸を弾ませながら。

「椿」

　一哉は、なにかを決断するかのように、一度大きく息を吸って真剣な瞳を私に向けた。彼から感じる緊張に同化して、私は呼吸すら止めてしまう。

「少しでも長い時間、君のそばにいたい。君が笑ってくれるなら、どんな願いも叶えてあげる。それだけの力を持つ男になってみせる。だから、椿……」

　一哉は一度言葉を切って、軽く深呼吸をした。真剣な瞳はそのままに、ゆっくりと唇を開く。

「俺と椿の契約……撤回させてもらえないかな？」

「……え？」

　一哉の言葉の意味がわからず、私は反射的に聞き返していた。瞬きをする私の前で、彼は自分を落ち着かせようとするように、肩を落として大きな息を吐く。

「契約通りなら、一年後には離婚って約束だった。でも、それを撤回したい。椿。俺は……君に恋をしている」

　言葉を選ぶようにそう言って、一哉は私の頬を両手で包み込んだ。ほんのり伝わってくる彼の体温に、私の心が一瞬震える。

「君と、このまま恋をしていたい。一年経っても離婚したくない。君をニューヨークに連れてきたい。この先も、こうして一緒に……。俺の我儘で振り回してばかりでごめん。俺、椿のこと好きなんだ」

　次世代のホテル王の告白は、拍子抜けしそうなくらいシンプルだった。だからこそ、難しく考える間もなく、私の心にストレートに突き刺さる。そのまま一瞬にして浸透していって、胸の奥が温かくなった。全身に行き渡る熱が、私の身体を震わせる。

「一哉……」

　心と身体が震えるまま発した声は、やっぱりちょっと震えていた。鼻の奥がツーンとしてきて、瞳にジワッと涙が浮かんでしまう。

「今まで一哉がくれたどんなものより、今の言葉が一番嬉しい……」

　必死に笑顔を向けたつもりだったのに、言い切った途端、目尻から涙が零れてしまった。胸がいっぱいで、彼への想いに弾かれるように一哉の胸に顔を埋めた。

「もう、契約外じゃなくていいんだよね？」

　彼の胸元から、確かめるようにそう訊ねた。

「うん」と短い声が返ってくる。

「一年後には、またこの街に連れてきてくれるんだよね？　ここで一緒に暮らすんだよね？」

　半分くらいは自分に言い聞かせるような言葉だった。

　私はここで一哉とふたりで生活するようになる。ちゃんと彼の役に立てるんだろうか。いや、役に立てるようにならなきゃいけない。

　そうやって、自分を強く戒める。

「もちろん」

　一哉から返ってきたのは、そんな短い言葉だった。

「それで、毎日俺を『行ってらっしゃい』って送り出して。その時は、俺と離れるのをちょっと寂しそうに。それで、帰ってきた俺を、満面の笑顔で出迎えて」

　そんな、当たり前すぎる願いを、私に向ける。

「仕事の後に椿の笑顔と『お帰り』があれば、俺は今よりもっと頑張れる。強い男になれる。全部君のためだけだよ」

「……はい」

　もっと気の利いた返事を伝えたいのに、どこまでもまっすぐ私の心を射貫く一哉に、なにも言葉が見つからない。結局私が返したのは、頷きながらの短い言葉。

　それでもちゃんと一哉は聞き留めてくれた。

「よかった……」

　ホッとしたように息をついた彼の腕が、声が消え入るのと同時に私の背に回り、力がこもる。

　一哉の胸に顔を埋めた私の瞳には、この世のものとは思えないくらい美しいマンハッタンの夜景は映らなくなってしまったけれど。頬に直に感じる彼のちょっと速い鼓動も、じんわりと染み入る体温も。今この瞬間、私が感じる彼のすべてが、私の一生の宝物になった。




　そのまま、私と一哉はタイムズスクエアに繰り出した。

　世界的に有名なカウントダウンイベント。どこからこんなに集まったんだと思えるほどの人混み。入場規制のかかった広場には入れないけれど、広場に続く通りからも、その様子は窺える。私と一哉は広場を遠目に眺めながら、たくさんの人の熱気に包まれ、その時を待った。

　寒さの厳しいニューヨークの冬の夜。空気は凍てつくように冷たいのに、私の肩を抱いてくれる一哉の温もりで、寒さを全然感じない。

「Five, Four, Three, Two, One……」

　周りの人たちが、呼応し合ってカウントダウンするのと同時に、私の胸にもなんとも言えない高揚感が広がっていく。

「Zero!!」

　絶叫のようにカウントする声と同時に、時計の針が『12』を指して重なる。その瞬間、大きな歓声と新年を祝う言葉があちこちから湧き起こった。人々の熱気は最高潮に達する。

　新しい年の幕開けを同じように喜び、祝い、そしてこの一年の幸せを祈る。

　去年の今頃は想像もしなかった場所で新しい一年を迎えたことに感極まって、涙が零れそうになる私に、一哉がそっと身を屈めた。

「Happy New Year. 椿」

　彼の唇が紡ぐ発音のいい英語が、耳をくすぐる。私の肩に回されていた手に、力がこもった。

「椿。俺たちも、しよっか」

「え？」

　ズッと鼻をすすりながら顔を上げた私に、一哉は口元を緩ませて笑いかけた。涙で潤む視界の中で、一哉が魅惑的な微笑みを浮かべて、私を誘惑する。

「周り。みんなキスしてるから」

　そう言って、私の返事も聞かずに、一哉が私の唇にキスをした。

　ふんわりと重なる唇から伝わる熱に、胸がドクンと疼く。半分混乱しながら目線だけ動かすと、一哉の言う通り私たちの周りはカップルばかりで、みんなそれぞれ自分たちの世界に入って新年を祝っている。隣り合った人がなにをしていても気にしないような雰囲気。

「なに、椿。キスの途中でよそ見とか、余裕だね」

　ほんの少し唇が離れた時、一哉は意地悪にそう言って私をからかった。反論する間もなく、もっと熱く深い情熱的なキスを仕掛けられる。

　こんな人前で！と思う気持ちは、一瞬にして消え失せた。この甘さの漂う熱気の渦の中にいたら、新しい一年をこうして祝うのがセオリーのような気がしてくる。

　ここにいるみんなが幸せだから。私も負けずに貪欲になる。

　――一哉。来年も、こうしてキスしながら、一緒に新しい年を迎えさせて。

　今以上の幸せを求めて、彼の首に両腕を回した。










ケッセン




　ホテルの部屋に戻り、ドアの鍵を閉めた途端、一哉が私にキスをした。

　さっきまでの熱気がまだ身体の中で燻くすぶっている。私も彼も自分の中の熱を放出しようとするようにギュッと抱き合い、夢中で舌を絡め合った。

　激しいキスに息が上がる。私から唇を離しても一哉が逃がしてくれず、ただ乱れていくだけ。キスの音が耳にこだまして、恥ずかしくなる。

　彼と交わした何回かのキスの中で、一番いやらしい気がして、私の心臓がフル回転し始めた。

　やがて、一哉も呼吸を乱しながら、キスから解放してくれた。大きく胸をあえがせる私の肩に額をのせると、小さく掠れる声でボソッと耳元に囁く。

「椿。君を抱きたい。……いいよね？」

　熱っぽく問いかける彼の声に、胸がドキンと大きく跳ねた。そのままドキドキと加速し続ける鼓動は、きっと一哉に伝わっている。

　胸が苦しい。熱を帯びた耳は、一哉にわかるくらい真っ赤に染まっているだろう。

　私は思い切って小さく一度だけ頷いた。意思表示にも見えないかもしれないかすかな返事。一哉が見逃してくれるならそれでもいい。もちろん、ちゃんと見止められても、構わない。

　一哉はそれを見逃しはしなかった。一度小さくクスッと笑うと、私の膝の裏に腕を回し、そのままヒョイッと担ぎ上げる。

「ひゃっ……！」

　一哉の腕にお尻を支えられて、私は思わず彼の顔を抱きしめてしまった。

「ぶっ……。椿、気持ちいいけど前見えない。危ないよ」

　胸元から聞こえるからかうような声にハッとして、慌てて腕から力を抜く。

　一哉は迷う様子もなく寝室への階段に向かい、トントンとリズムよく足音を立てながら数段を上りきった。肩で押しながらドアを開け寝室に入ると、いつも一哉が使っているベッドに、ゆっくり下ろされた。そして、彼自身もベッドを軋ませながら膝をのせ、私の肩を押して静かに横たえる。

　スモーキーピンクの天井を目にすることなく、一哉に再び唇を奪われた。さっきと同じ恥ずかしい音が寝室に響く。

　一哉はキスする位置を下のほうにずらしていきながら、私の胸を服の上から大きな手で揉み始めた。

「んっ、あ……」

　ちょっと性急さを感じる一哉の行動に戸惑いながらも、脳に伝わる刺激から、声が漏れてしまう。

「あ、一哉、待って、やっ……！」

　あんまり意地悪に大きく動かすから、服の下でブラがずれていく。敏感な胸の先に布が擦れ、甘く疼く感覚に、身体がビクンと震えてしまった。

「嫌？　椿」

　意地悪に細めた瞳で探るように聞かれて、頬がカッと火ほ照てるのを止められない。私はギュッと目を閉じ、限界ギリギリまで顔を横に向けた。

「物足りない？　じゃあ、椿。全部脱ごうか」

「えっ……」

「直接触ってほしいでしょ？」

　楽しげな声に反応した時には、一哉はすでに私の服を脱がしにかかっていた。裾を大きくまくり上げ、素早く背中に回した右手でブラのホックを呆気なく外す。ものの数秒で、私のささやかな胸が一哉の前で露わにされてしまった。

　恥ずかしさのあまり慌てて両手を交差させて隠す私の前で、一哉は上からひとつずつシャツのボタンを外すと、そのゆっくりした動作とは裏腹に豪快に脱ぎ捨てた。

「っ……」

　初めてしっかり見る逞しい一哉の胸にどうしようもなく色っぽさを感じて、私は鼓動を跳ね上がらせた。ドキドキするのに、彼の美しい身体から目が離せない。

　一哉は私の視線に気付いて目を細めると、なんとも妖艶な表情を浮かべた。

「椿も、隠さないで。ちゃんと全部俺に見せて」

　そう言って、私の両方の手首を掴みとった。『あ』と声をあげる間もなく、観音扉のように開かれてしまう。

　私を見下ろすグレーの瞳には、確かに男っぽい欲情の光が宿っている。そんな一哉にドキッとして、逃げ出したくなるのにきゅんとする。身体の奥底に、今まで感じたことのない疼きを感じる。

「かわいい、椿。大好きだよ」

　私の耳元で吐息交じりにそんなことを呟くと、一哉は私の胸の谷間にゆっくりと顔を埋めた。

「あ、ああっ……」

　舌で胸の先を転がされる。吐息にくすぐられる。

　ゾワゾワする甘い刺激に身体を震わせ、身を捩って逃げようとする私を、薄い色の瞳で射貫いて繋ぎ止める。

　乱れる呼吸で胸をあえがせながら、涙が滲む瞳で一哉を見上げた。

「……ごめん、椿。俺、ちょっと余裕ないかもしれない」

「え……？」

　情欲に揺れる彼の瞳にドキドキしながら、私は掠れた声で短く聞き返す。

　目の下を赤く染めて、一哉がわずかに私から目を逸らした。

「今俺、結構舞い上がってる。本当に君が俺のものになるんだって思ったら……。ごめん」

　どこか切羽詰まったような早口で言うと、一哉は一度ブルッと全身を震わせた。そして、熱く激しく私の身体を弄いじり始める。

「ふあっ……！」

　いつも柔らかい物腰で、優しくてスマートで、どこから見ても完璧な王子様の一哉が、私のすべてを食い尽くす野獣になった瞬間――。彼の瞳に、見たことのない光が宿った。

　声が、手が、私の身体の上で蠢く。彼の指先が、唇が、舌が、私の全身を這い、甘く淫らな官能に導く。戦せん慄りつに近いゾクゾクした震えが、私の全身の至るところから断続的に湧き起こる。

「愛してる、椿。君だけは誰にも渡さない。……絶対に離さないから」

　一哉の言葉はとても不敵なのに、どこか甘美な響きを伴って、私の耳の鼓膜を直に震わせる。ドクン、と胸が疼くように大きな音を立てた。

「あっ……!!」

　高鳴る胸の鼓動を共鳴させるかのように、一哉が私に体重を預けてきた。ぴったりと吸いつくように重なる肌。私に沁み入ってくる一哉の身体の温もりに、背筋にゾクッとなにかが駆け抜けるのを感じた。

「椿、力抜いて。俺に、委ねて」

　甘く熱っぽく、一哉が私の耳元で囁き――。

「う、んっ……!!」

　彼の熱が私の身体を貫くのと、鋭く引きつれるような痛みが突き抜けるのは、ほぼ同時だった。

　くぐもった声が漏れてしまうのを抑えられない。内臓を引っ掻き回されるような痛みに、ギュッと閉じた目尻から自然と涙が零れる。けれど……。

　ジンジンと鈍く響く痛みが、やがて甘い疼きに変わっていく。一哉を受け入れ、繋がる部分から感じる、私のものじゃない熱が、私の意識から現実味を奪っていく。

　見上げた先、私の視界を埋め尽くす一哉の顔から、だんだん余裕が失われていく。目の下を赤く染め、時折なにかを堪えるようにブルッと身体を震わせる。

「っ、……くっ、は、あっ……」

　固く目を閉じ、眉間に皺を刻んだ一哉が、どこか切なげな声を漏らした、その時――。

「あ、ああっ……！」

　頭の中で、なにかが爆はぜた。

　ゆらゆらと波間を漂うような心地よさ。ふわふわと雲間に浮かぶような覚おぼ束つかなさ。

　目の前が真っ白になるのと、意識を手放すのとどっちが先だったか――。

　目覚めた時、ニューヨークの街は新年の朝を迎えていた。




　一哉の仕事が終わったなら、ニューヨークでのんびり過ごしているわけにはいかないのが現状だ。

　暦の関係で仕事始めは一月五日。ニューヨークからの帰国便を一月三日に変更し、残りの二日間は約束通り、一哉をガイドにニューヨーク観光に繰り出した。

　彼と一緒に回るのを楽しみに、行くのを我慢していた有名観光スポットを巡る。リバティー・アイランドに自由の女神。昼のタイムズスクエアに、グラウンド・ゼロ。セントラルパークをのんびり散歩したりもした。ロックフェラー・センターのクリスマスツリーのイルミネーションを見られなかったのは残念だけど、来年に期待することにしよう。

　一哉が仕事で何度も足を運んでいたという世界的な金融街・ウォールストリートにも連れていってもらった。彼は最後まで『もう行きたくない』とごねていたけれど。

　最終日には、新ホテルの建設地も訪れた。ニューイヤーホリデイ中で工事も休み。建設途中で未完成の巨大なホテルの周りに人通りは少ない。オープンまで一年を切ってどの程度施工が進んでいるのかと思っていたら、ホテルの建物の外観はほぼ仕上がっていた。

「四月には、内装も完成する。最後に『ロイヤルクラウン』のロゴが入ったネオン看板を取りつけたら、アメリカ第一号ホテルの完成だ。それまでに日本からの派遣社員を選定し、現地スタッフの採用を行う。オープンまでの半年で、スタッフの教育研修を行い、新ホテルに相応しいホテルマンに育てる。十月がグランドオープンだ。もちろん盛大なセレモニーを準備してる」

　ホテルの状況を説明してくれる一哉の瞳は、いつもと同じ穏やかな光を湛えながらも、壮大な夢を語る少年のようにキラキラと輝いていた。そんな一哉が誇らしく、そしてほのかな憧れを胸に抱きながら、私は彼にそっと寄り添った。

「一哉……」

　本当は、知りたい。彼がニューヨークで忙しく走り回って成し得た〝業績〟がなんだったのか。

　それとなく聞いてみても、いつもフフッと微笑むだけでかわされてしまっていた。今、完成間近のホテルを前にしたら教えてくれるかと思ったけれど、やっぱりいつもと同じように煙に巻かれてしまった。ちょっと寂しい思いで唇をつぐむ。

　彼がなにも恐れていないなら、私が心配することはないのかもしれない。首を突っ込んで知りたがる必要はないのかも。そう考えて、それ以上質問するのをやめた。

　時折強く吹きつける冷たい風の中、私の頬も一哉の頬も色を失って白い。もともと色素の薄い一哉に至っては、透き通っているかと思うほどだ。

　それでも彼は強い瞳で未完成のホテルを見上げ、コートのポケットに片手を突っ込んでからその瞳を私に向けた。

「椿」

　彼のちょっと乾いた唇が、どこか厳かな色を声に滲ませ、私の名を呼ぶ。

　返事の代わりにまっすぐ目線を上げて、一哉の言葉を待った。

「一月、第二週目の金曜日。午後一時から、皆藤グループの幹部会が開催される。そこで、要は親父に提示した〝年内業績二倍増し〟の報告を行う。それを受けて幹部投票が行われ、アメリカのホテルのオーナーが俺になるか要になるか、正式に決定することになる」

「……うん」

「皆藤グループの幹部会は、数ある会議の中でもっとも機密性の高いトップシークレット級の会議だ。もちろん俺の妻といえど、君が会議室に入ることはできない。でもね。当日、俺の両親は社長室でテレビ会議での参加が決まってるんだ」

　そう言って言葉を切ると、一哉はほんの少し目を細めて、ふわっと穏やかに笑った。

「だから、椿。君は親父たちと一緒に、そこで会議を見守っててほしい」

「そんなこと……いいの？」

　トップシークレットと言われたばかりなのに、私がご両親と一緒に聞いてしまっていいんだろうか。

　そんな不安が頭をよぎり、さすがにちょっと困惑すると、一哉はわずかに肩を竦めた。

「椿は皆藤グループ嫡男の妻だよ。女性の中じゃ、母さんの次に権力があると言っていい。親父と同席して会議の内容を知るくらいなら、文句は言わせないよ」

　強気な一哉に苦笑しながらも、私は大きく頷いた。

　私の反応を確認して、一哉もホッとしたように息をつく。

「俺が要を撃ち落として、名実ともにホテル王になる瞬間だ。それを、君がちゃんと見届けて」

　大きく胸を張って言い切った一哉。彼の不敵な表情に、私は今まで心強さをたくさんもらってきた。

「……はい」

　ニッコリと微笑みかけながら、私は彼に頭を預けた。

　一哉は当たり前のように私の頭を抱え込み、額にそっとキスをしてくれた。

　新しい年を迎えた途端、私と一哉の距離は心身共に急速に縮まっている。こうやって寄り添うのも、彼に触れられるのも、すべてが自然で当たり前のように思える。

　だから――たとえ別室のテレビ会議とはいえ、私が彼を見守るのは私の義務だと思う。そして、それで少しでも、一哉が心強く感じてくれるなら……。

　もちろん私は一哉の言葉に異論なんかない。

「最初から最後まで、目に焼きつけておくから」

　はっきりとブレない心を持ってそう返事をして、私はそっと一哉の背中に両腕を回した。

「サンキュ」

　その時吹きつけた一陣の風も、まったく冷たさを感じないくらい、彼の胸は温かかった。




　帰国後、私も一哉も普通の日常に戻り、日々の忙しさにのみ込まれていった。

　仕事始めに出勤すると、私は溜まりまくった書類の山に迎えられた。やはり芙美だけではこなし切れなかったようで、『頑張ったけどね。これだけあるとキャパ超えなのよ～!!』と叫ばれ、苦笑しながら謝った。

　例年通りに年明けの業務をこなす。昨年から持ち越した仕事が多く、いつも以上に忙しい年明け。それでも私はできる限り、一哉と過ごす時間を増やそうとした。

　一哉のほうは、私以上にハードだ。ただでさえ忙しい通常業務に加え、幹部会でのプレゼン準備も進めている。それでも仕事を終えたらすぐに帰ってきてくれて、私と同じようにふたりで過ごす時間を作ろうとしてくれているのは、ちゃんと感じられる。

　とはいえ――帰宅後も書斎にこもり、オフィスでさばき切れない仕事を片付ける毎日。私がベッドに入る頃になっても、ドアの隙間から細い明かりが漏れている始末だ。

　手伝わせてくれればいいのに、と寂しくなるけれど、真剣な瞳で仕事に没頭する一哉を見ていると、今は踏み込むべきじゃないとも思う。時々夜食やコーヒーを差し入れるくらいしか私にはできない。

　同じ屋根の下にいるのに、ともどかしさもあったけれど。そんなことでも一哉が喜んでくれるから、私は黙って幹部会当日を迎えるしかなかった。




　そして運命のその日――。

　一哉はかなり早く起き出し、先にひとりで家を出ていた。いつも通りに私が起きた時、ダイニングテーブルの上に【後でね】と走り書きしたメモが残されていただけ。

　前もって、テレビ会議に出席することは業務申請してある。もちろんトップシークレットの会議だから詳細は非公開だけど、課長も部長もそこは詮索してこない。

　緊張であまり食欲がなく、結局ランチはスキップして、私は一哉のご両親のもとに向かった。

　幹部会は、ホテル棟の一角にあるＶＩＰ専用会議室で行われる。私はオフィス棟にある社長室のソファに座り、秘書たちが手際よくテレビ会議の準備を進める様子をソワソワしながら眺めていた。

　会議開始の午後一時を回ると、大きなスクリーンに会議の模様が映し出された。コの字型に配置された長テーブルに並ぶ席を埋めるのは、皆藤グループの幹部の中でも選りすぐりの重鎮十五人。揃ってダークカラーのスーツに身を包み、風格を漂わせるおじ様たちは、日本全国で展開している皆藤グループのホテルを統括する執行役員ばかりだ。

　年に二回開催される幹部会は、それぞれのホテルの経営状況の報告の場でもあるため、会議は彼らの報告から始まった。内容は、一社員の私が聞いていいものか不安になる機密事項ばかり。全員の報告が終わるまでにたっぷり二時間かかった。

　十五分の休憩を挟んで会議が再開された。すると、会議室にはそれまでいなかった要さんの姿があり、彼の姿が大きくスクリーンに映し出された。

『お時間いただきまして、誠にありがとうございます。これより、私、皆藤 要より、皆藤グループにおけるヨーロッパの事業展開について、今期の中間報告を行わせていただきます』

　要さんは、いつもの軽い口調ではない。私が今まで見たことのない〝実業家〟の顔をしている。その真剣な表情と凜としたよく通る声に、嫌でも緊張が募る。

　前半の各役員による業務報告の時は、デスクのチェアに沈むように座っていたお義父さんが、スクリーンを正面から見渡せるソファに移動してくる。私とお義母さんが並んで座っているソファは、もうひとりくらい座れるスペースがあったけれど、気を利かせて立ち上がろうとした。そんな私を、お義母さんが止める。

「ダメよ、椿さん。あなたもここに座ってちゃんと聞いてなさい」

　私の腕を掴みながらも、顔はずっとスクリーンに向けられたまま。いつも明るく華やかなお義母さんの険しい表情を見ても、アメリカのホテルを巡るふたりの〝戦い〟に緊張しているのがよくわかる。その迫力にのまれ、私も黙ってシートに腰を戻した。

　スクリーンの中では、要さんの巧みなプレゼンが始まっている。要さんの報告に対して、幹部会が行われている会議室でどんな反応が湧き上がっているのか、スクリーンからは窺い知れない。それでも社長室にいるお義母さんからは笑顔が消え、お義父さんが息をのむ気配が空気の振動で感じられた。

「さすが要だな。まさか本当にここまで数字を挙げてくるとは……」

　率直に感嘆の声を漏らしたお義父さんの説明によると、ヨーロッパの事業展開における業績は、ここ数年横ばいだったらしい。

「ヨーロッパ諸国の主要都市には、すでに皆藤グループの直営ホテルが必ず一軒はある。新規参入となると、コスト的には冒険に近い綱渡り状態なんだ。だからグループ内では業績拡大は難しいと判断して、近年ではアジア諸国やアメリカへの進出にシフトしていたんだ。それなのに、実質半分の期間で本当に数字を挙げてくるとは……」

　要さんが着手したのは、今現在皆藤グループのホテルが進出していない第二主要都市での海外ホテル買収だった。下剋上宣言からの短期間で合意に達した数社については、すでに仕掛け中だったのだろう。要さんが発表した半期実績の数字は、前期比の百八十五パーセント。公言通りの二倍には、ほんのわずかに届かなかったけれど。

『半期決算に間に合わなかった案件ですが、フランクフルトで実質的なオーナーとの交渉を終えました。遅くとも今期中……三月末までには契約合意の報告ができる見込みです。この案件の数字を計上すると、今期の実績は前期比二百五十パーセントのプラス予想となり……』

　報告を続ける要さんの表情が、いつもの強気さを増した。社長室からではわからない幹部会の反応が、彼にとって手応えのあるものだったのは一目瞭然だ。

　要さんが報告を終えて言葉を結ぶと、スクリーンには会議室全体の映像が浮かび上がる。そこに揃った幹部たちが、それぞれ隣の席の人とヒソヒソと会話をする様子が伝わってくる。私の目にも、要さんが感じた彼の〝手応え〟が読み取れ、私は無意識にゴクッと喉を鳴らして唾をのんでいた。

　皆藤家嫡男の一哉の手中にあるオーナーの座を、足元から揺るがす要さんの報告。明らかに不穏だ。その場にいる幹部たちが戸惑っている様子もよくわかる。皆藤グループのトップであるお義父さんが認めるほどだ。要さんの報告は他の幹部からも十分評価に値する実績なんだろう。

　会議開始当初とは完全に流れが変わり、情勢は一哉に劣勢に転じている。そんな空気を、もちろん一哉も感じているはずだ。

　私は無意識に膝の上でギュッと手を握り締めていた。

『では、次は現アメリカ事業部総責任者の私、皆藤一哉から、ニューヨーク地区のホテル開発の現状と業務報告を行わせていただきます』

　要さん以上に堂々とした低い声が、空気を裂いて響き渡った。

　伏し目がちに手元の資料に目線を落としながら、プロジェクターの映像を時々見遣る一哉の姿は、これまた要さんと同様に、私が見たことのない〝トップ〟の顔をしている。

　そんな彼にドキドキしながら、私は必死に報告の内容を理解しようとした。

　一哉がいる会議室と、私がいる社長室。呼吸音すら憚られるほどの緊迫感で静まり返る中、ただただ一哉の凜とした声だけが、空気を震わせている。

　しばらくして、お義父さんがハッと短い息を漏らして笑う声が聞こえた。一瞬現実に引き戻されたような気がして、思わずそちらに目を遣ると、お義父さんは愉快そうに肩を揺らして笑っていた。

「なるほどな……。一哉のヤツもやるじゃないか」

「え？」

「いや、椿さん。一哉はな、今期の実績計上という点では要に大きく水をあけられた状態なんだが……ニューヨークのホテルオープンを皮切りに、今後十年間の業績予測をプラスにする仕掛けを工作してたんだよ」

「じゅ、十年……!?」

　とんでもない数字に、私はギョッとして大きく目を見開いた。ソファから身を乗り出し、それだけじゃ足りずに立ち上がってスクリーンに歩み寄る。

　一哉がニューヨークで走り回った結果掴み取ったのは、まさに私と一哉が宿泊した高級ホテルの経営母体との経営統合だった。

　一哉も要さんも、企業買収という形で既存のホテルを皆藤グループのものにして、新規建設コストを抑えるというやり方は一致している。違うのは、要さんが仕掛けたのがホテル単体であって、今発表した以上の利益を現段階で追求できないこと。それに対して一哉は、全米にチェーン展開する経営母体を手に入れた。

『傘さん下かにある個々のホテルの経営は、それぞれの経営者に任されています。今回、そのリーディングカンパニーといえるニューヨークのホテルと、オーナーである本体の経営統合に合意を得ました。よって、現在建設中の直営ホテルをオープンさせた後、順を追ってひとつずつ皆藤グループによる直営化を進めます』

　つまり、個々のホテルにひとつずつ仕掛けるのではなく、急所を攻めて懐かい中ちゅうに収めたということ。個々のホテルの経営者との商談に至っていない他都市のホテルについては、現段階では実績として計上できない。そこを、本体との合意に漕ぎつけたことで、一年後どころか十年後まで業績予測を上方修正してきた。

『我々の直営ホテルオープン後、まずはニューヨークにもう一軒。次年度にはシカゴ、ボストン。いや、西海岸に進出してもいいでしょうか。いずれにせよ、半年後には私自身が渡米し、アメリカを拠点として動きます。同じ国内。あの広大な大陸のどこからでも攻めますよ』

　どこまでも強気にしっかり顔を上げ、そう宣言する一哉に、私の胸が抉られるように疼いた。

　それは会議室の幹部たちも同じだったのか、一哉の報告が終わるのを待たずに、大きな拍手が巻き起こった。その様子を目と耳で確認して、お義父さんもお義母さんも満足げな笑みを浮かべている。

「一哉のヤツ……ここまで動ける男だったか？」

「いいえ。もうちょっと危なっかしい子だったはずです。……これも椿さんのおかげなのかしらね」

　ふたりがちょっと苦笑気味に言葉を交わしながら、揃って私にまっすぐ視線を向ける。宙で視線が交差したタイミングで、映像が司会役の男性の声に切り替わった。

『静粛に！　それでは、二者の報告を受けまして、これより幹部投票に移ります』

　それを聞いて、私はクルッと踵を返した。お義父さんとお義母さんが、「椿さん!?」と私を呼ぶ。

　社長室のドアハンドルに手を掛け、私はふたりをゆっくり振り返った。

「ご、ごめんなさい！　私、今、一哉のそばにいたいです!!」

　投票の結果は聞かずとも、一目瞭然だと確信している。だからこそ、会議室から出てくる一哉を一番に迎えたくて、私は社長室を飛び出した。










ハジマリ




　私がホテル棟のＶＩＰ専用会議室の前の廊下に立ってから三十分ほど後。会議室のドアが開き、要さんが一番に姿を現した。テレビ会議のモニターで見たのと同様に、堂々と胸を張って出てくる。けれど、その表情は厳しく、薄い唇を噛み締めている。

　そんな彼に思わず身体を強張らせると同時に、要さんが私に気付いた。一瞬ハッと息をのみ、その場で足を止めたけれど、すぐにいつもと変わらない不敵さを纏い、私のほうに大股で歩いてくる。

「現トップは別室でテレビ会議だって聞いた。もしかして、椿さんもそこで会議の様子見てたのかな」

　目の前に立ち、どこか皮肉気にそう言う要さんから、私はそっと目を逸らした。

「はい……」

「それなら、わざわざここに来なくても、勝敗はわかったんじゃないかな？」

　そこからさらに壁際に追いつめられ、私は顎を引いて彼から距離を取ろうとする。

　そんな私をジッと見つめて、要さんは大きな息を吐いた。

「俺は負けてない。勝敗の結果が出るのは十年以上先の未来だ。現時点では俺の勝ちだ。そう思ってる」

　そう言って小さく笑う要さんを、私はそっと見上げた。

「一哉は、皆藤グループを光ある未来に導いたにすぎない。それが評価されただけのことだ。でもな、決戦の舞台が同じアメリカだったら、俺にだって同じ報告ができた」

　彼の気持ちはわかる。なんせ、お義父さんも言っていた通り、皆藤グループはヨーロッパではすでにそれなりの経営基盤を固めている。今回が初進出のアメリカに比べると、バックグラウンドの時点で不利だったことは間違いない。

「圧倒的に不利な状況で、俺は三分の一の票を獲得した。幹部全員が嫡男の一哉に賛同したんじゃない。得票結果を見て、幹部たちに『この一回で決めるのは時期尚早じゃないか』と言わせることもできた」

　要さんの言葉に、私は顔が強張るのを感じた。

　けれど、要さんは小さな息をついて笑い出した。

「けどね。これ以上はただの悪足掻きだ。たとえ俺がアメリカのホテルのオーナーの座を射止めたとしても……経営統合を成し得たのは一哉だ。十年後の実績まで約束されたホテルを、俺が乗っ取るだけじゃないか。そんな汚い経営者に、アメリカがついてくるわけがない。俺は、そこまでしてアメリカのホテルが欲しいわけじゃないよ」

　そう言って、一瞬忌々しそうに表情を歪める。黙ったまままっすぐ見つめる私に、要さんはどこか弱々しく微笑んだ。

「なにより……そんな卑怯な男じゃ、君の心を掴めない。……よな？」

　そう聞かれても、私の心なら最初から決まっていた。たとえ今回一哉が負けていたとしても。私が要さんのものになる未来は、絶対こなかった、そう言い切れる。

　それでも……。

「はい」

　真剣に戦ってくれた人の想いを、否定できない。

「私は、まっすぐな一哉が好きです」

　揺れることなくまっすぐ見つめたまま言い切って、深々と頭を下げた。

　返事は返ってこない。その代わり、大きな深い溜め息が聞こえた。

「俺が一哉に勝っても、〝結婚〟の条件はクリアできない……惨敗ってことか」

　言葉の最後まで聞いて、私はゆっくりと頭を上げた。そして、目を伏せながら、そっと「いいえ」と呟いた。

「要さん。私、思うんです。お義父さんが一哉に課した条件は〝結婚〟ではなくて、本気の恋をすることだったんじゃないかなって」

　要さんは訝し気に私を見つめる。そんな彼の瞳を、私はまっすぐ見つめ返した。

「皆藤グループトップの信念って、家族を幸せにできてこそ、社員に幸せを約束できるってことですよね。まずはトップに立つ人間が、自分の幸せを手に入れないと。そのためには、形だけの結婚や押しつけられただけの家族じゃダメなんです。私と一哉も、契約の関係のままじゃいけなかった。私、そう思うんです」

　自分の言葉を確かめながら、私はゆっくり要さんに考えを伝える。

　ちょっと前から感じていたことだ。一哉の幸せを願っているご両親だからこそ、アメリカのホテルのオーナーになる条件として挙げた〝結婚〟は、本当は違う意味を含んでるんじゃないか、と。そして今、自分の口で要さんに伝えてみて、間違いないと確信していた。

「だから、要さんが私のことを本当に想ってくれたなら、惨敗ってことはないんです。どうか要さんも、素敵なパートナーを自分で見つけて、幸せにしてあげてください」

　私はそう言って、ニコッと精一杯の笑顔を要さんに向ける。

「ありがとうございました。要さん」

　彼は一瞬キュッと唇をつぐむと、顔を背けてハッと浅い息を吐いた。

「……俺が煽ったせいで、君たちは本当の恋に落ちたってことか。それならその時点で俺の負けだ。どこまで損な役回りなんだ、俺は」

　どこか皮肉気にそう言って、要さんは私に背を向けた。一歩、二歩と離れていく彼が、顔を前に向けたまま軽く上げた手を、ヒラヒラと振っている。

「さっさと一哉とアメリカに行け～。さすがにそこまでは、麻里香も追いかけないだろうから」

　そのひと言を最後に、彼は廊下の先の角を曲がり、その姿は見えなくなった。

　それでも網膜に浮かぶ残像にもう一度頭を下げた時、会議室から幹部たちがぞろぞろと出てきた。廊下の隅に小さく佇んでいる私には誰も目を向けようとしない。ただ足早に目の前を通り過ぎていくだけ。その背を目線だけで見送っていた私に、最後に出てきた一哉が、穏やかな声で呼びかけた。

「椿」

　ハッとして、大きく振り返る。目を見開いた私の視界に、いつもと同じ柔らかい笑みを浮かべた一哉が、大股で近付いてくるのが映り込む。

「一哉！」

　思わず声を張って名を呼んだ。

　一哉は私の目の前まで来て、足を止める。

「あ～。今ここにいるってことは、決選投票結果、ちゃんと見てこなかったろ？」

　私をからかうように目を細めて笑いながら、一哉は背を屈めた。真正面からグイッと覗き込まれて、私の胸が一瞬軽く跳ね上がる。

「ごめん。でも、絶対決まりだって思ったから……」

「うん」

「今の一哉を、私が一番に迎えて、言いたかった」

「なんて？」

「……カッコいいって」

　私の告げた言葉に、一哉は大きく目を丸めて、何度も瞬きをした。そして次の瞬間、ブブッと大きく吹き出す。

「っはっ……！　『おめでとう』じゃなくて、『カッコいい』なんだ？」

　そう言って、らしくないほどゲラゲラと笑い出す彼に、私は思わず頬を尖らせる。

「い、いいでしょ！　だって一哉が負けるなんて想像もしたくなかった。予想通り勝利を収めた一哉に、他になにが言えるっていうの！」

　ムキになってそう言い募る私を横目に、一哉は目尻に涙まで浮かべて笑っている。

　頬を膨らませたまま唇を尖らせていると、一哉はようやく笑いを抑えた。涙目のまま、私をまっすぐ見つめる。

「信じてくれて、ありがとう」

　柔らかく優しい一哉の微笑みに、ドキッと胸が跳ねる。

「やっぱり、椿、君だ」

「え？」

　一哉の言葉の意味がわからず、ドキドキしながら瞬きをする。

　そんな私に、一哉は今まで見た中で一番明るく優しい笑顔を浮かべた。

「You are my goddess of victory……君が微笑んだのが要じゃなく俺だから、俺は勝てた」

「えっ？」

　いきなりで、ちょっと早口の英語が聞き取れない。

「フフッ。……いいよ、わからなくて」

　一哉は軽く肩を竦めると、私の前をあっさりと通り過ぎていく。私は反射的に振り返り、その背を一歩追った。

　私が呼びかける前に、一哉は足を止め、私に背を向けたままで呟いた。

「椿、ごめん。経理部部長に、退職届出してもらっていいかな。半年後、俺と一緒にニューヨークに行くために」

　一哉に言われなくても、もちろんそうするつもりだった。なのにはっきり言葉で言われると、思いの外胸にくるものがあり、鼻の奥がツンとするのを堪え切れない。

「椿？」

　返事ができない私に焦れたのか、結局一哉のほうが促すように振り返った。その場に立ち竦む私に、ギョッとしたように目を剥く。

「なんでマジ泣き？」

　一哉が困惑したように声をひっくり返らせて、再び私の前に戻ってきた。ポロポロと涙を零す私を、恐る恐るといった感じで覗き込む。

　一哉が戸惑うのもよくわかる。だって、私はもう本当の意味で彼の妻なんだから。彼が私にそう言うのは、当たり前のことだ。

　でも、私には一哉からのプロポーズみたいに聞こえたんだ。

　契約から始まったとはいえ、結婚しているのに。こんなことで感動するなんて、私がおかしいと思う。

　わかっているのに泣きやまない私をジッと見つめたまま、一哉は小さな溜め息をついた。それを聞いて、私は必死に涙を止めようと努力する。

「俺と椿。いろいろ、最初からやり直さなきゃいけないこと、いっぱいありそうだな」

　独り言のように小さく呟き、一哉は私に背を向ける。

「気付くごとに、ひとつずつ。椿が喜んでくれるようにやり直すから。……お願いします」

　ボソッと呟くそのひと言がどうにも不器用で、この人がホテル王になるだなんて、ちょっと信じられない。それでも逆に、その不器用さが嬉しい。愛おしい。

「はい」

　私はグッと涙をのんで、短い返事をした。

「よろしくお願いします」

　そう続けて、一哉の背中に抱きついた。一哉の身体の正面に回して組み合わせた両手に、彼がそっと手を重ねる。

「……うん」

　ちょっと照れくさそうな、ぶっきら棒な短い返事が、これからの私と一哉の長い人生の始まりになる。この先続く、本当の幸せへの第一歩。

　彼の背中から伝わる温もりを信じて、私はそっと顔を埋めた。

　その後――。

　私は、正式な退職願を部長に提出した。

　誰も驚きはしない。だって私は最初から、一哉の〝妻〟だったんだから。

　ただひとり、事情を知っている芙美だけが私の退職と渡米に驚き、涙目で喜んでくれた。

　六月下旬、私は上期の半期決算業務を最後に七年勤めたホテルを退職し、先に渡米した一哉を追って、ニューヨーク入りした。

　すでに本国アメリカでも、皆藤グループによるホテル事業進出は大々的に報道されている。若きホテル王として注目を浴びる一哉は、毎日のようにアメリカ経済界の大物たちが集うパーティーや懇親会に招待されていて、私は彼のパートナーとして出席した。

　渡米が決まってから、英会話のプライベートレッスンに通ったりして、少しは話せるようになったとはいえ、まだまだ十分じゃない。私は忙しい日常の合間を縫って語学学校に通いながら、その日……ホテルのオープニングセレモニー当日を迎えた。

　皆藤グループにとっても社史に残るビッグイベント。グループトップである一哉の両親はもちろん、幹部会に出席した重鎮たちも列席する。アメリカの経済界の大物に、政府関係者まで招待されている。それをもてなすホスト役の一哉のパートナーなんだと思うと、私の緊張は今までにないくらい最高潮に達していた。

　――なのに。

「い、一哉～っ!?」

　準備を済ませた私は、ホテルの仕事を終えて控え室に入ってきた彼を、ひっくり返った声で迎えた。ダークグレーのスーツに身を包んだ一哉が、ギョッとしたように一歩引きながら私を見つめる。けれどすぐに穏やかな柔らかい笑みを浮かべて、「うん」と満足したように頷いた。

「よかった。思いの外、似合ってる」

　それなりの褒め言葉に、一瞬クラッと揺れる。ポッと頬を赤らめて、『ありがとう』と口にしかけた自分を、理性でどうにか抑えた。

「似合ってる、じゃなくて！　なんで、なんで!?」

　座っていた丸椅子から立ち上がり、一哉のほうに大きく足を踏み出そうとして……。

「あ、危ない」

　ドレスの裾につまずきよろける私を、一哉が支えてくれた。耳元で「ふうっ」と息をつかれて、ドキッとするのはほとんど条件反射。

「ほ～ら、椿。せっかく綺麗なのに、大勢の人の前で転んだりしたら結構本気で台無しだよ」

　クスクス笑いながら私をからかう一哉に、私は目を剥きながら顔を上げた。

「なんでそんな普通に言えるのよ。だって今日は大事なオープニングセレモニーでしょ!?」

「そうだよ」

「そうだよ、じゃなくて！　なのになんで私、こんな格好なの!?」

　ちゃんと確かめてもらうために、一哉から一歩離れ、身に着けたドレスをバサッと片手で払った。

　そこまでしてもきょとんと小首をかしげる一哉に、焦れた気分で声を張り上げる。

「こ、これ！　どこからどう見ても、ウェディングドレスじゃない!?」

　そう……。

　セレモニーの準備のために控え室に入った私を待っていたのは、一哉が私に用意してくれていた豪華な純白のドレス。

　支度を手伝ってくれたスタッフに、つたない英語で手違いじゃないかと確認したけど、ベテランっぽいアメリカ人女性は表情も変えずに、『Correct!』と言い張った。

　今日は一哉がホストとして招待客をもてなす場だ。そのパートナーとして列席する私は、もちろん正装で臨まなきゃいけない。

　だけど正装は正装でも、ウェディングドレスはやりすぎだ。いや、そもそもおかしい。私の抗議は絶対間違ってないと思う。

　なのに一哉は、私が吠える途中からおもしろそうに肩を揺らしてクスクスと笑っていた。

「大げさかもしれないけど、常識としては間違ってない」

「いや、そうじゃなくてね!?」

「ひとりで浮くだろうとか思ってる？　大丈夫。俺も白いタキシードだから」

「ちょっ……結婚式じゃないんだよ!?」

　手を離し、私を通り過ぎて部屋の奥に向かう一哉を、数歩足を動かして身体ごと正面から向き合った。なのに。

「いいんだよ。結婚式で」

　一哉はスーツの上着を脱ぎ、ハンガーに掛けながら静かに私を振り返る。

「ごめんね。ふざけてるわけじゃないんだ。俺、椿の最初のウェディングドレス姿、ちゃんと見てなかったから。もう一度着て見せてほしかったんだ」

「え？」

　思いがけず彼の瞳が真剣だったから、私も怯みながらテンションを抑える。

　一哉は上着をクローゼットに納めてから、背筋を伸ばして胸を張った。

「あの時は、隣にいるのが誰でもどうでもよかったから、気にしてなかった。……最低でごめん」

　そう言い切ってから目を伏せ、彼はクローゼットから白いタキシードの掛かったハンガーを取り出した。

　再びゆっくり向けられる一哉の視線に、無意識に身体が竦んでしまう。

「この先、俺が本拠地とするアメリカで、椿を妻として紹介する。そのためにも、今日のセレモニーは、君と本当の誓いを交わす場にしたいんだ。それと、ドレス姿の君を見せびらかしたいって男としての見栄も多少はあるんだけど」

　静かに穏やかに、一哉が一歩ずつ私に歩み寄ってくる。彼が近付くごとに胸の鼓動が大きくなっていくのを感じながら、私の手を取る一哉をジッと見つめる。

　一際大きく胸を高鳴らせる私の前で、彼は静かに床に片膝をついた。

「椿、愛してる。俺と、本物の結婚をしてください。……考えてみたら俺、こういうのちゃんと君に言ってなかった」

　そう言って、まるで本物の王子様みたいに、私の手の甲にキスをした。

　一瞬本当に自分がお姫様になったような気がして、私の胸は一哉の〝本物のプロポーズ〟でいっぱいになる。

　なにも言えずに彼を見下ろす私の手から唇を離して、彼はそっと目線を上げて私を窺う。

「思いの外、じゃなくて、本当に綺麗だよ。椿」

　取ってつけたように言い直す一哉を、ほんのちょっと残念に思うけれど。彼のまっすぐな心とサプライズがどうしようもなく嬉しくて、私は身を屈めて一哉を抱きしめていた。

「うっ……苦しい……」

　私の胸元で、一哉のそんな声が聞こえてくる。それでも気にしてあげる余裕はない。

「ふう……っ……！」

　涙がこみ上げてくるのと同時に、嗚咽が漏れた。胸に抱いた一哉の頭に顔を伏せながら、私は声を殺して泣いた。

「嬉しい。……どうしよう、ほんとに、嬉しい……」

　しゃくり上げながら、必死に彼に返事をする。

　一哉は私の返事を最後まで聞いてから、私の腕にそっと手を掛け、彼の身体に回す腕を解く。それから、ゆっくり立ち上がり、今度は私を柔らかく抱きしめてくれる。

「返事は〝ＹＥＳ〟って捉えていいのかな」

　私の耳を吐息でくすぐりながら、一哉が言葉で確かめる。

　私は涙に詰まりながら、大きく何度も頷いてみせた。

「よかった。いまだかつてないくらい、緊張した……」

　大きく深い息を吐きながら、一哉がそう言った。

　年明けすぐのあの幹部会の場でも全然緊張した様子を見せなかったくせに、彼は真剣な想いを向ける時、いつも『緊張する』という言葉を私に告げる。一哉にとって仕事が一番大事だったはずなのに、同じように私を大事に思ってくれているのがストレートに伝わってきて、これ以上ないほどの幸せに、私は身を震わせた。

　これから始まるセレモニーは、一哉にとって今までの努力と成功の証の場。そこで私に二度目のウェディングドレスを着せてくれる。私に本当の誓いをくれる。極上の幸せな未来が待っている予感に、身体の震えが止まらない。

「一哉……」

　彼の頬に両手を添えて、踵を上げて爪先立ちをする。そうして唇を寄せると、一哉のほうからも近付けてきた。

　どちらからともなく、温もりを伝えるだけの優しいキスを交わす。

　軽く触れ合わせただけのキスは、私にとっても一哉にとっても、きっと本当の誓いのキスになったはずだ。




　オープニングセレモニーの会場に足を踏み入れた私と一哉は、一瞬のざわめきの後、大歓声に包まれた。広い会場のあちこちから、「So Beautiful!」「Congratulations!」「Happy Wedding!」と祝福の声が湧き上がる。オープニングセレモニーなのに、どっちが本来の趣旨か、わからなくなりそうなほどの祝福ようだ。

　アメリカ財政界、経済産業界の大物たちを前に、『この晴れ舞台を本当の誓いの場にする』なんて、かなり冒険的な奇策だと思ってた。どう受け止められるか心配だったけど、大半がアメリカ人のこの会場では、ちょっとしたサプライズとして余興効果もあったみたいだ。

　それというのも、一哉のスピーチがウィットに富んだものだったせいでもある。

　流暢な英語でホテルオープンの挨拶を終えた後、彼のスピーチは経営統合の発表に移った。

「言わば企業同士の結婚です。私はみなさんの立ち会いのもとで、誓います。双方の傘下にあるホテルのすべてが。そこで働く従業員とその家族が。今以上の成功と幸福に満たされるよう、ニューヨークのホテルプレジデントとして、これまで以上に精進して参る所存です」

　凜と声を張って宣言した後、私の手を取って「最愛の妻」と紹介してくれた。

「今回の経営統合が、多くの人にとって幸多きものとなるよう、心血注ぎ全力を尽くします。まず、私自身が妻の一生の幸せを約束することを誓います。そしてみなさんにも、私たちに勝るとも劣らない最高ランクの幸せを約束いたします。今宵は私たちの幸せっぷりを、存分に目に焼きつけていってください」

　ちょっとユーモア交じりにそう言って、彼は私の肩を抱き寄せた。

　笑い声と同時に、会場中からドッと歓声が湧き上がる。どこからか、「誓いのキスは？」と冷やかすような声があがった。

　私は熱いくらいのライトを浴びながら、ギョッとして変な汗が背筋を伝うのを感じる。

　一哉は苦笑を浮かべながら、そんな冷やかしをスマートにかわした。

「申し訳ありませんが、私がそれだけじゃ物足りなくなりそうなので、ここでは控えます。私の妻は典型的な日本人なので、とても恥ずかしがり屋なんです」

　恥ずかしさでいっぱいで、私は顔を真っ赤にして額に汗を滲ませた。

　それでも、全米を股にかけた若きホテル王の気さくで魅力に満ち溢れる人柄は、十分にアピールできたようだ。さっき以上の歓声と拍手を浴びながら一哉のスピーチは終わり、セレモニーは歓談に移った。




　一哉の腕に手を掛け、ワイングラスを片手に招待客たちに挨拶回りをしていると、背後から日本語で話しかけられた。

「ここはアメリカなんだから、キスくらいして見せつけてやればよかったのに」

　ちょっと意地悪な笑い交じりの低い声。私も一哉もほとんど反射的に振り返った。

「よお。お招きどうも」

　振り返らずとも誰だかわかっていたけれど、黒いタキシード姿の要さんが、軽い調子でそう続けた。

「要。忙しいのにありがとう」

　一哉も明るく顔を綻ばせて、要さんと握手をする。

　一度強く握り合い手を離すと、要さんはニヤニヤしながら私を覗き込んできた。

「いや、むしろ見せつけてほしかったな、俺としては」

「もしかして、さっき言ったの、要さんですか」

　思わず頬を膨らませながら問い詰めると、彼はひょこっと肩を竦めて逃げるように目を逸らした。

　このわざとらしい反応と表情、絶対そうに違いない。

　私と要さんのやり取りを聞いて、一哉がわずかに苦笑した。

「他人のキスなんか見て、なにが楽しいの」

「そ、そうですよ！　そんなの、人に見せるもんじゃ……」

「だって、結婚式なんだろ？」

　口々に言葉を返す私と一哉を、要さんはあっさりと遮った。

「二度目にして、本物の」

　斜めの角度から私を見下ろしながら、彼がそう言った時、「そうよ。こんな派手な演出するくらいなら、開き直ってそのぐらいのことして見せればよかったのに」と、さらにふてぶてしい声が背中からかけられて、私と一哉は再び振り返った。

　一哉が「あれ」と目を丸くする。

「なんだ。麻里香も来てくれてたの」

　一哉が驚くのも無理はない。少なくとも、麻里香さんは招待客に含まれていなかったはずだ。

　胸の谷間を強調したラベンダー色のドレスで大人っぽく装っているけれど、彼女は相変わらず高飛車だ。

「絶対連れてけ！ってうるさいから、俺のパートナー代わりに連れてきた。俺たち兄妹、お前らに揃って失恋だからね。次の恋に踏み出すためにも、一度すごい惨めな気分になっておこうと思ってさ」

　言葉の意味合いだけなら涙ものだけど、要さんはニヤニヤしてるし、麻里香さんに至っては惨めどころか、鋭い目で私を睨みつけている。

「なに言ってるのよ、お兄様！　言っときますけど、私は全然惨めじゃないですからね！　っていうか、一哉なんかこっちからお断りよ。考えてみたらあり得ないじゃないの。ひと回りも年上のオジサンと私が結婚なんて！」

　胸の前で腕組みをして、ツンとそっぽを向く麻里香さんに、私は本気で呆気にとられた。

　一哉は口元を手で隠しながら、クスクス笑ってる。

「間違いない。二十歳の大学生から見たら、俺は確かにオジサンだね」

　罪なくらいの笑顔で、どこまで優しく彼女をかわす。

「きっと、俺よりずっとイイ男が麻里香のもとに現れるよ」

　一哉は本気で言っているんだろうけど、一哉以上のイイ男なんてそうそういるわけがないと思う。それはもしかしたら麻里香さんも同じ気持ちだったのかもしれない。一瞬だけ一哉を見上げた彼女の瞳が、どこか切なげに揺れるのを見た。

　けれど麻里香さんはすぐに胸を張ってふんぞり返る。

「ひ、人前で挨拶程度のキスも恥ずかしがる妻じゃ、一哉はこれからも苦労しっ放しね！」

　そう言い切って、いつものお決まり通り、「ふん！」と鼻を鳴らして踵を返すと、カツカツとヒールを打ち鳴らして私たちから離れていく。

　その背中を見送ってから、私たちは三人で顔を見合わせてクスッと笑った。

「ま、これで麻里香もきっぱり諦められるんじゃないか？」

　さすがに実の兄の要さんも苦笑交じりの溜め息をつく。チラッと横目を向けられて、私も肩を竦める。

　一哉はフフッと笑った後で、要さんに目を向けた。

「それより自分は？　『次の恋に踏み出すため』って。まさかと思うけど、まだ椿のこと狙ってるんじゃないよな」

　不機嫌そうに眉を寄せ、斜めの目線を向ける一哉に、要さんはちょっと意地悪に口角を上げた。

「まあ、隙あらば……」

「要さん、ふざけてないで、いい人見つけてくださいね」

　わざと煽ろうとする要さんを睨みながら、私は一哉の背に隠れた。

　要さんは何度か瞬きすると、肩を揺らして愉快そうに笑い出す。

「はいはい。そうしますよ。じゃ、麻里香の言う通り、誓いのキスも見れない結婚式じゃつまんないから、せいぜい腹いっぱい食わせてもらうよ」

　どこまでも軽く憎たらしい言い方をして、要さんは私たちに背を向けた。そのままヒラヒラと手を振る背中に、幹部会の時に見送った彼を重ね合わせる。

「結婚式じゃなくて、あくまでもセレモニーなんだけどね」

　一哉はたとえ冗談だとわかっていても、要さんの私に対する態度が気に入らないんだろう。腕組みをして唇をへの字に曲げて、ブツブツと文句を言っている。

「もう。不貞くされないでよ。さっきはあんなに楽しそうに握手してたのに」

「普段は忘れてられるんだけど、椿とセットで要の顔見ると、記憶が蘇ってくるんだよね。要が君にキスしたこと」

「ちょっ……もう！」

　自分で言いながらさらにムッとする一哉に、私は半分呆れた気分で溜め息をつく。

　それを言うなら私だって、と言い返したい気持ちがこみ上げてくる。それでも、グッと堪えてそっと周りに目を遣った。視線を感じないのを確認すると、素早く爪先立ちをして、一哉の唇にチュッと軽いキスをする。そして、見咎められる前に、飛びのくように離れた。

「これでご機嫌直してください」

　全米大注目のホテル王のご機嫌直しがキスだなんて、自分でもどうかと思うけど、虚を衝くことはできたのか、一哉はパチパチと瞬きをしている。

　素で驚いてる一哉に、私のほうが恥ずかしくなる。誰にも見られてないよね、と今さらながらもう一度辺りを気にした、その時――。

「っ、一哉!?」

　一哉がいきなり私の腕を強く引いた。そのままたくさんの招待客の間を縫うように、ドレスにもたつく私を引っ張って大股で歩き続ける。

「待って、どこに行くの!?」

　自由な片手でなんとか裾を持ち上げながら、必死に一哉のペースに合わせて足を動かす。

　一哉は私を連れて格子ガラスのドアを開け、そのまま外のバルコニーに飛び出した。やっと足を止めることができた時には、軽く息が上がっていた。胸に手を当て呼吸を整えようとする私を、一哉が正面から強くぎゅうっと抱きしめる。

「え？　い、一哉……？」

　バルコニーには私たちしかいないけれど、いつ誰が出てくるかわからない。慌てて一哉の胸に手を置き、背を仰け反らせながら離れようとすると、彼の腕に力がこもった。

「ダメだよ、ああいう不意打ち……。さっき俺、ちゃんと言ったよね。『それだけじゃ物足りなくなる』って」

　どこか甘い低い声で、一哉が私の耳元でそんなことを囁く。その言葉と声に私の鼓動がドキッと跳ね上がる。

「え、ちょ、一哉？　んっ……」

　慌てて聞き返そうとした途端、あっさりとキスを奪われた。しかもどんどん甘く深くなっていって、頭の芯が焼きつくかと思うくらいジリジリする。

「い、いち……」

　唇が離れたタイミングで、酸素を求めて大きく息を吸った。

　一哉は熱っぽい光を湛えた瞳で、私をまっすぐ射貫いている。

「セレモニー終わったら、このまますぐに帰ろう」

「え？　ド、ドレスのまま？」

　乱れた息のせいでドキドキしながら聞き返すと、彼は小さく一度頷く。

「このドレス、俺が脱がしてそのまま抱きたい。本当は今すぐにでも」

「えっ……ええっ!?」

　一哉の言葉に本気でギョッとするけれど、彼は切なげな吐息を漏らしながら私の肩口に顔を埋めた。

「ああ～、もう、早く帰りたい」

「いち……ひゃっ……！」

　一哉が私の首筋にキスするのを感じた。そのまま唇を這わせる一哉に焦って、私は思わず声をあげていた。

「大丈夫。ここで脱がせたりしないから。これでなんとか我慢するから、ちょっとだけ」

　そんな言葉で甘えながら、一哉の唇は首筋から喉、鎖骨にまで這っていく。

「んっ、やあっ、一哉っ……」

　くすぐったくて恥ずかしく堪らないのに、背筋がゾワゾワする。足が震えそうになって、思わず彼に抱きつくと……。

「……ダメだ。考えてみたら、こんなことして我慢できるわけがない」

　そう呟きながら、一哉は私のドレスの胸の谷間にできた隙間に、クイッと人差し指を突っ込む。

「ちょっ、ダメ、一哉！」

　慌てて彼から腕を離し、そのまま下に下げられそうなドレスの脇を持って引っ張り上げた。

　涙目になりながら一哉をジトッと睨むと、彼も肩を竦めてクスッと笑った。

「早く帰ろう、椿」

「も、もうっ！」

「あとは親父たちに任せて。大丈夫。だって今夜は〝初夜〟だから、ちょっと早く抜け出しても、誰も無粋なことは言わないよ」

　世界が注目する全米一の若きホテル王は、どこまで本気かわからないことを、私だけに平気であっさり言いのける。

　今度こそ半分以上呆れてポカンと口を開けながらも、彼のグレーの瞳は相変わらず魅惑的で、私は一瞬吸い込まれかける。

「……ダメ。あと一時間くらいで終わるから」

　自分を律するようにそう言って、俯く。

　一哉が甘えるように私の頬を指でなぞる。優しく甘い感触に身体がピクッと震えてしまうけれど。

「そうだね。じゃあ、今夜は初夜のやり直し。約束だよ。椿」

　一哉は私の頭上で呟くと、クスッと笑った。

『いろいろやり直さなきゃ』という彼の言葉を思い出す。今日のウェディングドレスもびっくりだけど、結局私のために考えてくれてることだから、嬉しくないわけがない。

　一年間の期間限定という契約で始まった私たちの結婚生活。契約はすでに撤回されたし、最初の約束の一年も過ぎ去った。一哉の言う通り、今日は本当に〝結婚式〟にはベストだったのかもしれない。

「……早く帰りたいね」

　一哉の茶色い髪を撫でながら、そんな本音で彼に返事をした。

　一哉は私の頬から手を離すと、フッと短く笑ってしっかりと背筋を伸ばした。

「なんだ。椿も俺が欲しくなった？」

　タキシードの合わせを両手で引っ張って直しながら、彼はちょっと不敵な笑みを浮かべる。その言い方に頬が熱くなるのを感じながら、私は無言で彼の右腕をしっかりと抱きしめた。一哉はそんな私に優しく細めた目を向けている。

「じゃ、あと一時間、仕事頑張ろっか」

　そう言ってドアに手を掛ける一哉の横顔は、もう立派なホテル王のものに戻っていた。

「うん」

　私も一哉に大きく頷いてみせながら、そっと彼の腕に手を預ける。

　一哉が大きく開いたドアの向こうで、セレモニーは賑やかに盛大に続いていた。

　私と一哉が進む先を、人々が道を開けて譲ってくれる。海が割れるように、大きく開ける視界。

　私と一夜は寄り添い合って、この先続く幸せな未来に向かってゆっくりゆっくり突き進んでいく。

　この力強い腕に手を預けて。

　隣に一哉の温もりを感じながら、どこまでも、どこまででも。
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サプライズハネムーン　～一哉サイド～




　ニューヨークの秋は短い。

　セントラルパークや街路樹の紅葉などが見頃のベストシーズンはあっという間に終わり、気付けばもう十二月。長く厳しい冬が到来した。

　今年は年明けから忙しく、めまぐるしい日々が続いた。朝から晩まで一日中……いや、絶え間なくジェットコースターに乗っているような疾走感の中、冬から夏が過ぎ去っていった。

　いつの間にか秋を迎えていて、俺はつい二カ月前、皆藤グループのアメリカ進出第一号となるホテルを、このニューヨークにオープンさせることができた。

　オープンからしばらくはまともに家に帰ってこられない日も続いたけど、ホテルの経営は順調で、軌道に乗ってきたところだ。この調子なら、今年のクリスマス休暇は少しゆっくり取れそうだと思っていた。

　それまでは仕事を詰め込む必要もあり、冬を迎えても俺は日々忙しく仕事をしていた。




　その朝――。

　夢の中でも、俺は仕事をしていたような気がする。ぼやけていた意識が徐々にクリアに鮮明になっていき、目覚めと同時に〝疲れた〟と感じた。無意識に小さな唸り声を漏らし、うっすらと目を開けると、部屋の中はほの暗かった。

　ベッドサイドのデジタル時計を確認すると、五時半を回ったところ。夜明けにはまだ早く、出窓にかかったカーテンの向こうは薄暗い。

「んん……」

　くぐもった声を漏らしながら、なんの気なしに腕を額の上にかざした。その途端、猛烈な冷気に襲われ、慌てて布団の中に引っ込める。

　室内だというのに、空気は刺すように冷たい。おかげですっかり目が覚めてしまった。

　布団を被ったままモゾッと動いて、身体の位置をずらす。すると、すぐ隣から「ん」と短い声が聞こえてきた。

「一哉……？　起きたの？」

　ついさっきの俺の第一声と同様に、ちょっと掠れたくぐもった声。

　俺は身体を横に向けて、彼女と向かい合いながら「ごめん」と謝った。

「起こした？　まだ早いから、椿は寝てていいよ」

　そう言って椿の前髪を軽く手でどかし、その形のいい額にそっと唇を押し当てる。余韻を残すようにゆっくり離すと、触れる前よりもしっかり目を開けた椿が、上目遣いに見つめていた。

「一哉は？　もう仕事行くの？」

　起き上がって身震いした俺に、彼女が横たわったままで訊ねてくる。

「んー……そうだな。片付けたい仕事もあるし、ちょっと早いけど行くかな。目も覚めたことだし」

　両手を突き上げ大きく伸びをしながら返事をした時には、椿もモゾッと起き上がっていた。

「寝てて、椿」

「ううん、起きる。朝ごはん、食べていくでしょ？」

「途中でホットドッグでもかじるよ」

　そう言いながら、椿の額を指で押す。彼女はそこにわずかに皺を寄せた後、ベッドの上で膝を抱え、三角の形で座った。

　それを視界の端っこで見止めながら、俺はベッドから降りた。出窓のカーテンを開けると、部屋の中が少しだけ明るくなる。白みがかった窓の外と明るさが同化した寝室で、俺はクローゼットを開けた。

「……一哉」

　寝間着にしている長袖のＴシャツを、裾から捲り上げて脱ぎ捨てた時、彼女が小さな声で呼びかけてきた。「ん？」と聞き返し振り返ると、椿が膝を抱え直しながら肩を竦めている。

「仕事、忙しすぎて、疲れてるんじゃない？」

　ちょっと咎めるような声に、俺は黙ったままで首をかしげる。

「ホテルのほう、順調だって聞いてるけど。一哉、全然家でゆっくりできてない」

「……ごめんね、椿」

　白いシャツに袖を通しながら、俺は苦笑を浮かべた。

「ロックフェラー・センターのクリスマスツリーの点灯式も、結局連れていけなかったしね。……怒ってる？」

　ほんの少し唇を尖らせている椿に、そう訊ねてみる。

「そんなことで怒らないよ。身体、無理してるでしょって思っただけで」

　彼女の言葉通り、その表情は、怒っているのではなく心配してくれているのがよくわかる。

　どこか歯がゆそうな拗ねた表情を、彼女は最近よくするようになった。彼女の満面の笑みは俺の宝物だけど、朝見送ってくれる時のちょっと寂しそうな顔も、実は気に入っていたりする。

　結婚って幸せなもんなんだな、と実感できる瞬間。今さらながら、出会った時に俺が彼女に押しつけた結婚の契約が、どれだけ汚いものだったかを思い知る。そのたびに、そんな出会いが運命に変わったことを心から感謝して、同時に照れくさい気分になるのだ。

　俺は、照れ隠しで「はは」と笑った。

「そういえば最近、夜の生活がちょっとご無沙汰……」

　シャツのボタンを嵌めながら呟くと、後ろから「は？」と聞き返された。

「椿、焦れてる？」

　振り返って微笑むと、一瞬きょとんと目を丸くした後、椿が顔を赤らめたのがわかった。

「ち、違う！　そんなこと、考えてない!!」

　抱えていた膝を離して、彼女はベッドの上で正座をする。そんな椿に俺のＳっ気がくすぐられる。

「なんだ、考えてくれなかったの？　椿、つ～めたいな～」

　クスクス笑いながらちょっと間延びした声で呟くと、彼女はわかりやすく頬を膨らませた。

「心配して損した。ええ、いいですよ。身体壊れるくらい働いてください。もともと一哉は、仕事が一番大事な人だったんだもんね！」

　椿は不機嫌にとげとげしくそう言って、プイッとそっぽを向いてしまう。俺は口元に浮かぶにやけた笑みを手で隠しながら、「ごめんごめん」と彼女に歩み寄った。

「身体壊れるまでってのはちょっとひどいな。これでも俺、椿のために仕事頑張ってるんだけど」

　そう言いながら、椿の長い髪に指を通す。そのまま指先で軽く耳を撫でると、彼女はくすぐったそうにわずかに身を捩った。

「それは……わかってるけど」

　拗ねた仕草と声が堪らない。

「あ～……ダメだ」

　俺は両手をあげて降参のポーズを見せ、椿の顔を胸に抱きしめた。

「ギリギリまで内緒にしとくつもりだったのに」

　少しだけ悔しい気持ちでぼやくと、俺の胸元から「え？」と椿が聞き返してくる。

「クリスマス休暇、ね。ちょっとゆっくり取りたいなって思って、仕事詰め込んでた」

「クリスマス？」

「うん。椿、アメリカに来たことで忘れてる……っていうか、気にしないようにしてたのかもしれないけど。俺たち、ちゃんとした新婚旅行、行ってないだろ？」

　俺の説明を聞いている途中で、椿が軽く腕の中でもがきながら、ひょこっと顔を上げた。

「え？　だって、新婚旅行……去年、ニューヨークに連れてきてもらったじゃない」

　大きく見開いた目は、本気で驚いているのがよくわかる。

「なに言ってんだよ。あれは俺の出張に連れてきただけだし。しかも、行きは別々だっただろ？　あんなので終わらせたくないよ」

　確かに、去年の年末に椿とニューヨークで過ごした思い出は、とても甘く美しいものだけど、あの時俺は仕事だった。しかも今じゃ日常生活を送っている街が旅行先っていうのも納得いかない。どこまでも欲のない彼女の反応に、俺はやっぱり苦笑した。

「張り合いのない奥さんだな。俺、椿と新婚旅行で海外に行きたくて、ホテルオープンしてからも結構必死だったんだけど」

　今度は俺が拗ねた気持ちになりながら白状する。

　椿は瞬きすら忘れて、呆けていた。

「クリスマス休暇と年末休暇も合わせれば、二週間は取れるはず」

　隠し続けていたクリスマスのサプライズハネムーンを自分の口で暴露してみると、言ってるそばからワクワクして気が急いてきた。

「せっかくだから、ヨーロッパ。いや、ビーチリゾートでロングステイもいい。あ、近いけど、海外って意味ならカリブ海クルーズとか。椿、なにがいい？」

　自分でも子供のようだと思いながら、椿の希望を聞く。

　椿はどこに連れていっても、なにをプレゼントしても、いつもすごく嬉しそうに俺にはしゃいだ笑みを見せてくれる。その笑顔見たさにサプライズのつもりだったけど、ここは一緒に行き先を考えて楽しみを共有するのもいいかもしれない。

　なのに。

「……え？」

　彼女の反応は想定外に鈍い。

「え、っと……そんなに驚くことかな、椿？」

　いきなり万歳して大喜びするとは思ってなかったけど、ここまで呆けられるのも予想外だ。

　俺のほうがその反応に戸惑って、胸元の椿を見下ろした。

「あ……でも、お正月はお互いの実家に行って、お年始の挨拶しないと……」

　椿はツーッと俺から目を逸らし、そのまま言い淀んだ。

　それを聞いて、俺も「ああ」と目線を宙に浮かせる。

「そうだった……。でも、正月前でもなんとか一週間は……」

　さすがに、『頭から抜け落ちていた』とは言えない。頭の中で予定を短縮しながらも、俺は椿にそう続ける。

　だけど椿は「あーうー……」となんだか言いづらそうに不明瞭な声を漏らすだけ。

「……椿？」

　困惑しながら首をかしげると、彼女は上目遣いの視線を俺に向けた。

「あの……。行き先、日本じゃ、ダメ？」

「え？」

　彼女が口にした希望に、俺はさらに困惑を深めて、何度も瞬きをするしかなかった。




「それでは、お夕食は七時にお部屋にご用意させていただきますね」

「はい。よろしくお願いします」

　品のいい着物姿の女将さんが襖ふすまを閉めて出ていくのを、椿は頭を下げて見送った。

　藺い草ぐさが香る十二畳ほどの本間で、俺は椿と掘り炬燵を挟み、向かい合って座っている。この奥には六畳の次の間があり、ベッドルームには畳ベッドが置いてある。

　もちろんここは日本。山間の秘湯とも言われる東北屈指の温泉郷。その中でも超高級旅館の離れにある貴き賓ひん室しつだ。

　東京からの道中、新幹線の窓から眺めた雪景色は、まあ見事なものだった。遠く連なる山々や、田んぼや畑の間に点在する古民家の三角屋根はすっぽりと雪を被っていて、日本らしいどこかノスタルジックな雰囲気を漂わせていた。

　駅からここまでの送迎車は、大きな湖の横を通った。立ち並ぶ樹氷が湖面に映り込み、青と白のコントラストを生み出す。その色合いは絶妙で、自然の神秘に感動した。忘れかけていた旅情がそそられ、不覚にも見入ってしまったほどだ。

　旅館に近付くにつれて雪は深くなり、吐き出すそばから息が凍りつきそうな寒さだったけど、強めの暖房が効いたこの部屋はポカポカと暖かく、ようやく人心地ついた。掘り炬燵のおかげで、さっきまで感覚のなかった足の爪先も、じわーっと熱を取り戻している。

　なのに、俺と椿がふたりきりになった途端、この部屋は重苦しい沈黙に包まれた。

　俺は黙ったまま湯ゆ呑のみに手を伸ばし、女将さんが淹れてくれたお茶を飲む。椿はそんな俺を上目遣いに窺ってから、「ねえ！」と、妙に声を弾ませて立ち上がった。

「や、やっぱり東北は寒いね！　ね、一哉。こっちに客室専用の露天風呂もあるから、ゆっくり入って温まったら？」

　そう言いながら、次の間の奥の引き戸を開ける。途端に、刺すような冷たい外気が吹き込んでくる。

　無意識に身震いしてからチラッと目を向けると、白い湯気がもうもうと立ち込めているのが見える。彼女の言う通り温泉があるんだろう。冬のニューヨーク名物、足元に煙るスチームにちょっと通じるものがある。

　けれど俺は無言のまま目線を正面に戻し、ふうっとお茶に息を吹きかける。

　俺の素っ気なく無関心な反応に、椿もテンションを保てなくなったのか、引き戸を閉めながら、肩を落として溜め息をついた。

「い、一哉。ごめんね。まだ怒ってる……？」

　引き戸に背を預け、どこか探るような視線を俺に向けてくる。

「怒ってないよ」

　俺は短く返事をしながら、ズズッとお茶をすすった。そして目を細めて、視線を彼女に流す。

「ここに来るまでの雪景色はなかなか旅情をそそる見事なものだったし、もちろん宿も申し分ない。専用露天風呂もいいね。雪見温泉なんて、何年振りだろう」

「そ、そうでしょ!?」

　俺が淡々と告げた言葉に、椿もホッとしたように再び声を弾ませる。

「けど、その雪景色をひとりで見ながらひとりで宿に入るとは思ってなかった。……なあ、椿。どうして俺たち、新婚旅行なのに別々に来て宿で待ち合わせしてんだろうね」

　表情を変えず間髪入れずに畳みかけると、椿が「うっ」と口ごもって俯く。

　俺はそれを気配で感じ取りながら、湯呑を傾けて空にした。

　そう――。

　俺がニューヨークでサプライズハネムーン計画を語った時、彼女の反応が鈍かった理由がここにある。

『友達の結婚式に呼ばれてね。最初は欠席で返事するつもりだったんだけど、一哉、忙しそうだったから。クリスマスも一緒に過ごせないだろうし、出席できそうかなって思い直して……』

　椿らしくもない、オドオドと挙動不審な様子で、彼女は俺にそう言った。

『どっちにしても、お正月はお年始回りのために日本に帰らなきゃいけないでしょ？だから私、ちょっと早く帰国して、日本で一哉を待ってようと思って……』

　端的に言えば、椿を驚かせたくてギリギリまで黙っていようとしたのが、完全に裏目に出たということだ。

　一緒に帰国できたのはいいけれど、友人の結婚式に出席する椿とは完全に別行動。この温泉旅館もその友人の実家の近くで、東京から来た俺とは現地集合というわけだった。

「ご、ごめんね、一哉……」

　合流してからも謝りっ放しで、椿は完全に泣きそうになっている。しょぼんとした顔でうなだれる彼女を見ていると、さすがにかわいそうになってきた。

　正直なところ、俺も本当にガッカリだったけど、このへんでもう機嫌を直してやるか。

　俺は湯呑を茶ちゃ托たくに戻した。そして、気持ちを切り替えようとして、一度大きく息を吐く。

「もう謝らなくていいよ、椿」

「え？　でも……」

　本当に涙ぐんでいた椿が、どこかおずおずと聞き返してきた。そんな表情に、大人げなく不機嫌な態度を見せて、申し訳なかったと心から反省した。

「俺も椿のことほったらかしにしてたわけだし……。さっきも言った通り、雪見温泉、久しぶりだし。ここ、二泊できるんだろ？　ふたりでゆっくりしよう」

　そう言いながら立ち上がり、引き戸の前に立ち尽くしたままの椿にそっと歩み寄る。俺が近付くごとに彼女は目線を上げ、立ち止まるまでずっと俺の顔を見つめていた。

　その視線を感じながら、椿の頭の上で手をつき、引き戸の窓から外を覗いてみた。結露で視界は悪いけれど、湯煙が立ち込めているのがわかる。

「……温まりそうだな。入ろうか。椿」

　外の露天風呂に目を凝らしたまま呟くと、「えっ!?」とひっくり返った声が胸元から聞こえてきた。窓に手をついたまま目線だけ椿に落とすと、彼女は頬を赤く染めて、必死な様子で「ダメ」と首を横に振り続けていた。

「なんでダメ？　だってこれ、椿が企画した新婚旅行だろ？」

　意地悪だとわかっていても、俺はぴしゃりと言いのけ、ニッコリ笑ってみせた。

　椿は半泣きの顔をさらに困ったように歪め、茹ダコみたいに首まで真っ赤になった。




　大きな石をふたつに割って中をくり抜いて造られたという石風呂に、足の爪先から入り、そのまま温泉に浸かった。身体を沈めていくと、勢いよくザバアッと湯が溢れ出る。なんとも言えず贅沢な気分で、気持ちよさは格別だ。

　温泉特有のトロッとした熱めの湯が、冷えた身体にじわ～っと染み渡っていく。まさに〝生き返る〟という言葉がぴったりな至福の心地よさに、思わず「ああ～」と声が漏れるのを抑えられなかった。

　両手で髪を額から後ろに撫でつけてから、俺は脱衣所に続くドアを見遣る。

「椿。早くおいで。気持ちいいよ」

　ちょっと大きな声で呼びかけると、少しの間の後、ドアが開いた。そこから椿がヒョコッと顔を出し、俺を軽く睨んでくる。

「い、行くから。あっち向いてて」

　風呂といっても、露天だ。屋外だ。湯に入らず立っているだけじゃ寒いだろうに。椿は、俺が背を向けるのを待っている。

「……はいはい」

　どうせガッチガチにバスタオルを巻いてくるはず。なにもそこまで恥ずかしがらなくても、と言いたいところだけど、そこは堪える。

　言う通りにしないと椿は本当に入ってこないだろう。そうなると、彼女は風邪を引いて、俺はのぼせる。悲しい結末が目に見えている。

　ドアの向こうの椿にもよくわかるように、ザバッと湯を揺らして彼女に背を向けた。そのまま顔も背けてやると、ようやくヒタヒタと足音が近付いてきた。

　パシャッと水を打つ音が聞こえて、水面が揺れる。それでもそっぽを向いたままでいると、彼女が俺の前に背中を向けてしゃがんだ。

　長い髪をアップにしていて、剥き出しの白いうなじが色っぽい。無意識にゴクッと喉を鳴らした時。

「ああ……生き返る……」

　さっきの俺とほぼ同じ感想を漏らすのを聞きながら、俺はつい目を細めて笑った。

「うん、最高に気持ちいい。……極楽だね」

　椿の言葉に同意しながら湯の中で腕を動かし、彼女の身体の前で両手を組み合わせた。そのまま軽く抱き寄せると、俺の腕の中で椿が全身の筋肉を強張らせた。亀みたいに首まで縮めている様子に、また俺のＳっ気がくすぐられる。

「つ～ば～き。せっかくの温泉なのに、そんなにガチガチに固まってたら、筋肉痛になるよ」

　そう言いながら、椿の肩に顎をのせる。途端に椿が「ひゃっ」と叫んで身を震わせた。

「わ、わかってるよ」

　ちょっと裏返った声で返事をして、椿はわかりやすいくらい大きな息を吐いた。意識して身体の力を抜こうとしているのがわかり、俺はさすがに苦笑しながら彼女の肩から顎をどかした。

「椿、緊張しないで。なにを深読みしてるか知らないけど、温泉じゃなくてもできること、わざわざここでしようなんて思ってないから」

　クスクス笑いながら言うと、椿はどこか不信そうに俺を肩越しに振り返った。

「……ほんと？」

「まあ……希望があるようなら、添うけど？」

　わずかに明後日の方向に目を遣りながら言うと、椿の眉間の皺が深まった。そんな彼女にやれやれと思いながら、俺はニコッと微笑んでみせた。

「冗談だって。ね、せっかくの極上の休日なんだから、羽伸ばしてのんびりしよう。ほら椿、ちゃんと顔上げて前見てごらん。なかなかの絶景だよ」

　俺がそう言って促すと、椿もやっと顔を上げて前を向いた。

　この温泉旅館は、標高の高い山間に位置している。今浸かっているこの露天風呂からも、裾野に広がる雪に覆われた集落と、冠雪した遠い山々の尾根を一望できる。穢れのない白い壮大なパノラマ。ニューヨークでは見られない、風ふう光こう明めい媚びな日本ならではの絶景だ。

　椿も景色を見る余裕が出てきたのか、ゆっくりグルッと辺りを見渡した。

「わああ……」

　俺の腕の中で、彼女が身体の緊張を弱めるのが感じられる。

「すごい！　神秘的で、綺麗……」

　口をついて出た歓声は、きっとほとんど無意識だろう。この景色を言い表す上手い言葉がそれ以上見つからないのか、椿の声は白い湯煙に消え入っていく。それでもこの絶景を目に焼きつけようとしているのか、お腹の前の俺の手を気にせずに、身を乗り出している。

「ねえねえ、一哉！　一哉はこんな景色見たことある？　私、雪の温泉、初めてなの！」

　さっきまでの恥ずかしさはもうないんだろうか。椿はキラキラと目を輝かせて俺を振り返る。

　はしゃぐ彼女の満面の笑みに、俺もフフッと声に出して笑った。

「雪見温泉は何度目だろうな……。でも、こんなに綺麗だと思うのは初めてかな」

　そう返すと、椿はとても嬉しそうに俺に笑いかけた。

「一哉が綺麗だと思う景色を、私が一緒に見られてよかった！　あ～、どうしよう。すごい幸せ……」

　まさに夢見心地といった表情でそう言うと、椿は石の風呂の縁に両手をついて、わずかに腰を浮かせながらさらに身を乗り出そうとする。それに気付いて、俺は彼女を解放しようと手を離した。

　俺も彼女の隣に並び、縁に両肘をのせて頬杖をつく。そのまま椿に横目を流し、興奮で紅潮したその横顔をただただ見つめた。

『こんなに綺麗だと思うのは初めてかな』

　俺がどんな気持ちでそう言ったか、椿は気付いているだろうか。

　椿が一緒にいるから、瞳に映る雪景色を、こんなに綺麗に感じるんだ。

　キラキラと目を輝かせている椿の横顔を見つめながら、彼女への感情を〝恋〟と自覚した頃のことを思い出す。

　椿に言われた通り、あの頃俺は確かに、偽りの結婚生活の中で感じる幸せを、錯覚していた。必要なのは夫婦という関係だけで、恋愛感情は一切いらないと言ったのは俺なのに、〝妻〟の椿に対して独占欲を覚え、彼女にまっすぐな好意を寄せる要に嫉妬した。嘘と偽りで塗り固められた結婚生活の中で、正しいものがなにか、見失いそうになっていた。

　椿を契約結婚で縛る俺の前で、要は椿に『好き』という気持ちを、はっきり伝えた。要を見るたびに、卑怯な自分が浮き彫りにされていくようで嫌だった。

　椿が俺を好きだと言ってくれても、こんな俺がその気持ちに甘えていいのか葛藤していた。それでも、彼女が俺にまっすぐ向けてくれたこの満面の笑顔を、愛おしいと思う自分を抑えられなかった。

　ニューヨークでも俺のそばで、この笑顔を見せてほしい。ずっと椿と一緒にいたい。手離したくない。

　そんな気持ちが溢れ返って、俺は椿に恋をしていることを認めざるを得なかった。

　あれから丸一年になる。俺は、椿のはしゃいだ笑顔だけじゃなく、一瞬一瞬の彼女の表情に想いを重ね続けている。

　そして今も、なお――。

　なにも特別なことなんかしなくてよかったんだ。俺は椿の嬉しそうな笑顔が見たくて、サプライズにしようとしたけど、彼女はいつだっていろんな表情を俺に見せてくれるんだから。

　笑顔だけじゃない。拗ねた顔も、怒った顔も、むくれた顔も……。

　そのすべてが俺の宝物で、そしてどんな椿もただただ愛おしい。

「……椿」

　雪景色に夢中の横顔に、無意識に呼びかけた。

　彼女は少し身を乗り出した体勢のまま、「ん？」と俺を振り返る。

　少し興奮は収まったようだけど、頬が赤いのは高揚感がまだ残っているからだろう。そんな彼女に見惚れて、俺は自然と微笑んでいた。

「愛してるよ、椿」

　そう続けた俺に、彼女は何度かパチパチと瞬きを繰り返し、今度はわかりやすく頬を火照らせた。そして、俺の目の前で勢いよく喉元まで湯に浸かる。

「いきなり、なに？　……こんな状況で、恥ずかしい」

　本気で照れているのか、椿はモゴモゴ言いながら、そのままさらに口元まで湯に沈んでいった。

　俺は身体の向きを回転させて風呂の縁に背を預けると、椿の髪を掻き回すように頭を撫でた。

　顔の半分を湯に沈ませている椿に、さらに愛おしさが募る。好きだとか愛してるとか、情欲とは違う温かい感情が俺の胸に広がっていくのがわかる。

「ああ……。ずっとこうしてたいね」

　そう言って、風呂の縁に両腕を伸ばして背を反り返らせた。そして、頭上高くの空を振り仰ぐ。

　ずっと勢いよく降り続いていた雪が、少し弱まったように思える。雪がやんだら、今はまだ曇天の空に星が瞬くのを見ることができるだろうか。この露天風呂から、椿と一緒に雪のパノラマと満天の星を眺めることができたら、きっと最高の思い出になる。

「……雪……やむといいね」

　椿がボソッと呟く声が聞こえた。空を見上げていた視線を、すぐ隣にいる椿に戻す。俺の視線をまっすぐ受けると、彼女はちょっとはにかむような笑顔を浮かべた。

　俺がなにを考えて空を見ていたのか、読んだのかもしれない。

「うん」

　目を細めて頷いてから、いや、違うな、と思い直した。

　きっと、椿も俺と同じことを考えていたはずだ。俺と同じ願いを心に描いていたはずだ。そう思うだけでくすぐったいほど幸せで、俺は椿に笑顔を見せた。

「……天気予報だと、明日はこの辺も晴れるんだって」

　彼女はそう言いながら、さっきまでよりもちょっと目の下を赤く染めた。

「？　うん？」

「だから、明日の夜、またこうやって一緒に……」

　なんだかモゴモゴと呟きながら、椿は言葉尻を濁すように、再び口元まで湯に沈む。

　俺は何度も瞬きしながら、茹ダコみたいに真っ赤になっている椿を見つめた。

　客室露天のついた部屋を用意したのは椿なのに、『なんでそこまで恥ずかしがるんだ』なんて、さっきまで怪訝な気持ちでいたけれど……。

「……もしかして、今俺が誘わなくても、明日の夜は椿のほうから誘ってくれるつもりだった？」

　半信半疑というよりはちょっとだけ確信を強めながら、俺は椿にそう尋ねる。

　椿はそれには答えずに、さらに深く湯に浸かって口からブクブクと泡を吹き出した。

「……っは……！」

　思わず短い笑い声を漏らした。そのまま笑いがこみ上げてきて、身体を揺すってしまう。俺の身体の動きに合わせて、水面も揺れる。

「ははっ……椿って、ほんと……」

　口元を押さえて笑いながら呟くと、椿が口をへの字にして浮上してきた。

「一哉、笑いすぎ……」

　彼女は頬まで膨らませて、涙目で俺を軽く睨んでくる。

　一応「ごめんごめん」と謝りながら、俺は笑いを抑えようとして一度大きく深呼吸した。そして、風呂の縁に置いた腕を、椿に向かって大きく広げる。

「おいで、椿」

　短い言葉で呼びかけた俺を、彼女は何度か瞬きし、窺うように見ていたけれど――。

　一度、大きく湯が揺れた。肩に椿の額が触れるのを感じて、俺は広げた腕をその背中に回す。

　椿は俺の胸に両手を置いて、ちょっと甘えるように額を肩に擦りつけてきた。

　そんな椿が、とにかく愛おしい。

「椿。素敵な温泉旅行、ありがとう」

　耳元で囁きながら、右腕で椿の頭を抱え込んだ。

「うん」

　はっきりと返ってくる椿の声。俺の肩口で顔を伏せていた椿が、そっと俺を見上げてきた。そんな彼女と、ほとんど同時に微笑み合う。

　ああ。やっぱり、彼女の笑顔は堪らない。

　椿の意思を探るように顔を覗き込んだ。彼女が静かに目を伏せたのを確認して、俺は、その唇に、そっと触れ合わせるだけのキスをした。





ＥＮＤ












あとがき




　このたびは私の五冊目のベリーズ文庫『ホテル王と偽りマリアージュ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は『恋愛は契約外の結婚をした男女の恋模様』を描いたお話です。主人公たちの心の葛藤や、接近プロセスを書いたつもりで、サイト発表時の原題『契約外恋愛』には、そんな思いを込めていました。

　サイトで発表した物は、椿はともかく一哉の心の動きがうまく表せていなかったので、今回重点的に修正しました。いくらかわかりやすくなったと思うのですが、こう書いてみると……椿と一哉、先に恋に落ちたのはどっちなんでしょう？　その辺も伝わるといいのですが（笑）。

　本編では恋愛の駆け引きという意味で、ちょっと危険な展開も取り入れました。椿が一哉以外の男性にキスされたり、一哉の貞操の危機（!?）なんてシーンとか。自分では『ドロドロっぽい！』と割とノリノリで（笑）書いたことを覚えています。

　キャラとしては完全に当て馬の要も、作者的には動かしやすかったのでお気に入りです。最後まで妹のお守り役になってしまい、不憫でした……。

　今回、前作同様、文字数はＯＫだと思っていたので番外編は考えておらず、執筆のご依頼は想定外でした。私の場合、『プロポーズ（または匂わす）』が書きやすい定番ネタなんですが、今作は本編最初から椿と一哉は結婚しているので使えず。ネタに苦しみ、改稿で載せられず、初校にも間に合わず……。ギリギリで『話題には挙がるのに、結局新婚旅行を書いてない』と気付き、既にニューヨークで生活を始めているふたりの、日本情緒溢れる温泉ハネムーンにしてみました。書けて良かったというよりホッとしました。

　最後になりますが、書籍化に当たりお力添えいただきました皆様へ。

　担当編集の倉持さん。前々回から引き続き、編集協力の妹尾さん。ベリーズ文庫ではなかなか珍しい（？）ニューヨークの夜景をバックに、雰囲気抜群の素敵なカバーイラストを描いてくださった篁ふみさん。ありがとうございました。

　そしてこの作品を読んでくださったすべての皆様、ありがとうございます！

　また次の作品をお届けできるよう、今後も頑張ります。





水みず守もり恵え蓮れん
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